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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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真っ赤なおべべの可愛かわいい金魚
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「俺の式神になれ」

　墨すみ田だ区く向むこう島じまにある三み囲めぐり神じん社じやの巫女みこ、三みつ井いゆき乃のは、浅草神社の光ひかる源げん氏じと呼ばれる神かん主ぬし、藤ふじ原わら光ひか流るの式神となった。

　それから一ヶ月が経たったゴールデンウィーク最終日の朝。

　キッチンに立つゆき乃は、フライパンにクルクルと菜さい箸ばしを走らせた。フライパンに広がる卵らん液えきは、徐じよ々じよに固まってスクランブルエッグになっていく。

（なんか、私みたい）

　光流と出会ったときは不安により漂ただよう卵液のようだったゆき乃の心。それから光流の正式な式神となり形を作ったが、バラバラと散らばってまとまっていない。なぜなら、式神となった後、何の怪かい異いもなければ、光流からの連れん絡らくもなく、もちろん会ってもいないからだ。

（花はな川かわ戸どのおばあちゃんと下町を守っていく約束をしたのに、このままでいいのかな。何も起こらないことは幸せなことなのに、何も起こらないことに不安を感じるなんて）

　そのとき、テーブルの隅すみに置かれている浅草のガイドブックが目に留まった。書店で光流がゆき乃にプレゼントしたものだ。浅草神社を紹しよう介かいする光流の笑え顔がおが思い出された。

（それともこの不安の原因は他ほかにあるのかな）

　光流のその笑顔が憎にくらしく思えるほど、もやもやした気持ちのゆき乃は思わずため息をつく。

「ゆき乃、どうしたんだ？」

　父、雪ゆき雄おは、そんなゆき乃の様子を心配した。

「あ、ごめん。昨日エリちゃんと買い物で一日中、歩き回ったから少し疲つかれたみたい。今日は何の予定もないし、ゆっくり過ごそうかな」

　エリはゆき乃と同じ浅草第一高校に通う近所の幼なじみだ。

「それがいい。明日は学校なんだからゆっくりしなさい」

　雪雄は優やさしい笑顔を向けて、同意した。

「うん、ありがとう。お父さん」

　再び、ゆき乃は料理に集中して視線を手元に落とすが、雪雄は深刻な表情になり、ゆき乃を見つめた。

「お父さん、お待たせ。朝ご飯できたよ」

　ゆき乃は父と向かい合って座り、手を合わせた。

「いただきまーす」

　しかし、雪雄は深刻な表情のまま、朝食に手をつけようとしない。父の様子に気づいたゆき乃は箸はしを止めた。

「お父さんどうしたの？」

「少し前から聞こうと思っていたんだが、俺に何か言ってないことがあるんじゃないか？」

「え……」

　ゆき乃は、持っていた箸を取り落としそうになった。顔から血の気が引いていくのが分かる。

「言ってない、こと……？」

　ゆき乃は「言ってないこと」を探すように視線を彷徨さまよわせるが、心当たりが多すぎる。父は気がついていたのだ。思い返せば父の様子は少し前からおかしかった。何か言いたそうな様子だったり、言いかけて止めたりしていた。いつも明るい父が元気もなく、何か考え込んでいるようだった。ゆき乃は何度となく「具合が悪いの？」や「何かあったの？」と尋たずねてみたが、「大だい丈じよう夫ぶだよ」という返事ばかりで父の様子は変わらなかった。そんなとき、父、雪雄は笑って見せるものの、それは寂さみしげな笑顔だった。

「……くれないのか？」

「え？」

　尋ねた雪雄の声は小さく、全すべてを聞き取れない。

「……話して、くれないのか？」

　今度ははっきりと聞こえ、ゆき乃は青ざめる。背中にじっとりと汗あせが噴ふき出し、頭も酸欠のようになりボーッとしてくる。自分自身の正体を知ったこと、光流に正体を知られたこと、式神になったこと、葛くずの葉はのこと、妖よう怪かいのこと、何から順序立てて話せば良いのか分からなかった。この日が来ることはなんとなく予想出来ていたのに、考えることを先送りにしてしまった。

「……」

　ゆき乃は沈ちん黙もくした。父の雪雄も答えを待ち、沈黙する。そのとき、緊きん迫ぱくした空気を裂さくようにゆき乃の携けい帯たいから着信音が流れた。

「……！」

　ゆき乃は思わずエプロンのポケットの上から携帯を押さえる。それを見た雪雄は、力が抜ぬけたように、

「ほら、電話に出なさい」

　と、微笑ほほえんだ。

「……ごめんなさい」

（もう、なんてタイミング！　誰だれ？）

　画面を見ると「藤原光流」の四文字が表示されている。ゆき乃は複雑な表情をした。今まで何の連絡もなかったのに、休日の朝七時半に電話をするほどの用事だ。いやな予感しかしない。ゆき乃は覚かく悟ごして通話ボタンを押した。

「はい、もしもし」

『あ、俺！　お前、今どこ？』

　慌あわてる光流の声は、逆にゆき乃を冷静にした。

「藤原さん、おはようございます。今、家にいます」

『あ、はよ。俺さ、今、吉よし原わらにいるんだけど』

　ゆき乃は風ふう俗ぞく街である「吉原」という地名に目を据すわらせ、咳せき払ばらいをした。

「……わざわざご報告どうも」

　光流のいかがわしい報告が、父には聞こえないと分かっていながらも、さりげなく父から遠ざかる。

『バカ！　早朝じゃねぇからな！』

「早朝？」

　雪雄の視線を感じ、ゆき乃は小声になる。光流は日の出からオープンする風俗の早朝営業のことを言ったのだが、ゆき乃には理解出来なかった。

「えーと、こんな時間にどうしたんですか？」

『吉原に金魚の化け物が出た！』

「金魚、ですか？」

　花川戸の一件が終わった後に、光流が吉原の方角に邪じや気きがあると言っていたことをゆき乃は思い出した。

『そいつに出会った人間は、幻げん術じゆつの世界に引き込まれるらしいんだ』

「幻術の世界？」

『詳くわしい説明は後だ！　早く来い！』

「えぇっ！　今ですか？　すぐですか？」

　突とつ然ぜんの出動命令に慌てて時計と雪雄の顔を見比べるゆき乃。それから、自分の姿を見下ろす。Ｔシャツにパーカーを羽織り、ショートパンツにレギンスを合わせた格好は、ゆき乃からするとリラックスした部屋着だった。

「あの、私、部屋着で……」

『一応、服着てるんだろ？　ったく、グダグダ言うなよ。あー』

　光流はコホンと咳払いをした。

『稲荷いなりの神に恐かしこみもうす、願わくば我がもとへ参らせ給たまふ』

　祝詞のりとのようなその言葉を聞いた途と端たん、ゆき乃は熱に浮うかされたようになった。

「……はい、すぐ行きます」

　と、口が勝手に動く。

『マジ？　電波でも効くのかよ！　待ってるぞ！　じゃあな！』

　そう言って、光流は一方的に通話を切った。ツー、ツーという通話終しゆう了りよう音を聞いた途端、ゆき乃は我に返る。

（何、今の！）

　しかし、意思を奪うばわれたことに驚おどろいている場合ではない。朝食の途と中ちゆうで吉原へ出かけることを父の雪雄になんと言うべきか迷っていると、雪雄の方が先に口を開いた。

「行きなさい」

「え？」

「今の電話、浅草神社の藤原くんだな？」

「……うん」

「今、藤原くんが困ってるんだろう？」

「うん」

「帰ったら事情を話してくれるか？」

「うん、うん。色々話す」

　ゆき乃は、今は何も聞かずにいてくれる父の優しさに瞳ひとみを潤うるませ、何度も頷うなずいた。

「フ……」

　ゆき乃の返事を聞いた雪雄は微笑んだ。そして、小さな子供を見るような優しい眼まな差ざしでゆき乃を見る。

「ちょっと前までは小さな出来事まで全部お父さんに話したのに、うちのおチビさんはいつの間にか大人になったんだなぁ」

「……ごめんなさい」

　ゆき乃は、申し訳なさそうにうつむく。

「謝ることないぞ。娘むすめの成長を喜ばない親がどこにいる」

「お父さん……」

　ゆき乃は潤んだ瞳で雪雄を見た。

「なんだ、泣きべそかいてたら藤原くんに笑われるぞ！　藤原くん、待ってるんだろう？　しゃんとして早く行きなさい。ほら」

　雪雄は、ゆき乃の背中をポンと叩たたいた。

「お父さん、ありがとう」

　そう言うやいなや、ゆき乃は駆かけ出した。

「気をつけるんだぞ！　頑がん張ばれゆき乃！」

　父の声がゆき乃を後押しする。

「行ってきますっ！」

　笑え顔がおで手を振ふる父を振り返り、ゆき乃は大きな声で言った。

　そして、ゆき乃は黒くろ髪かみをなびかせ自転車を走らせる。三囲神社から吉原まではほぼ直線だ。桜さくら橋ばしを渡わたり、全力でペダルを踏ふみ込む間、ゆき乃は光流の事よりも、金魚の化け物の事よりも、父、雪雄の事を考えていた。母のいないゆき乃と姉を一いつ生しよう懸けん命めい育ててくれた父。母がいなくなり自分も寂さびしいはずなのに姉妹に寂しい思いをさせないように、父はいつも明るく振る舞まっていた。

（お父さん、帰ったら全部話すから待ってて！）

　江え戸ど時代の吉原への水路跡あとである山さん谷や堀ぼり公園に沿って自転車を飛ばす。

「あっ！」

　ゆき乃はブレーキをかけた。山谷堀公園から担任教師の豊とよ川かわが現れたのだ。ゆき乃に気づいた豊川は手を振る。

「先生っ、おはようございます」

　ゆき乃は慌てて自転車を降り、息を切らして挨あい拶さつをする。女子生徒から絶大な人気を誇ほこる豊川は学校で見るスーツ姿よりカジュアルなジャケット姿であるが、上品な雰ふん囲い気きは変わらない。

「三井さん、おはようございます。そんなに慌ててどこへ行くんですか？」

「えっと、吉原に」

　ゆき乃は戸と惑まどいながら答えた。

「吉原？」

　豊川の形のいい眉まゆがわずかに動いた。それに気づいたゆき乃は後こう悔かいする。

（ああ、千せん束ぞくって言えば良かった）

　吉よし原わら遊ゆう郭かくのあった地域は、現代は千束という住所であり、吉原は通つう称しようなのである。

「吉原には、行かないほうがいいですよ」

（やっぱり……）

　ゆき乃の予想通り豊川は反対した。しかし、ゆき乃は引き下がれない。

「とても大事な用事なんです！」

　ゆき乃があまりにハッキリと答えたことに驚いた豊川は、目を見張る。

「この前の彼に会いに行くのですか？　ホッピー通りで一いつ緒しよだった」

「え……あ、はい」

　今度はゆき乃が驚く番だ。今のやりとりでなぜ、光流に会いに行くと分かったのだろうと首を傾かしげる。それから、そっと下した唇くちびるを嚙かむ。憧あこがれの豊川に光流とのことを誤解されたくはないが、今は光流のもとへ急がなければならない。

　そんなゆき乃の様子を見て、豊川は言う。

「どうしても行くのですか？」

　ゆき乃は大きく頷く。ゆき乃の決心が固いことを知ると、豊川は小さくため息をついた。

「そうですよね。だって君は彼の……」

　そして、言葉を切って考えたあと、仕方がないというふうに「気をつけなさい」と言った。

「はい……先生さようなら」

　豊川と別れ、再び吉原を目指すゆき乃。

（どうして先生は吉原へ行くなって言ったんだろう。ただ単に風ふう俗ぞく街だからなのかな）

　ゆき乃は行く先の空に目を凝こらす。金魚の化け物とやらが現れたなら邪気があるはずだが、ゆき乃には晴れ渡るキレイな青空にしか見えなかった。

　土手通りを三みノの輪わ方面に行くと左手にガソリンスタンドがある大きな交差点が見える。その交差点が「吉よし原わら大おお門もん」だ。門はなくとも現代も交差点名として残っている。

「……！」

　ゆき乃はギョッとする。交差点の真ん中から、奇き妙みような少女がゆき乃を見つめていた。乱れた髪かみ、着き崩くずれた着物に橙だいだい色いろの打ち掛かけを羽織っている姿も妙だが、さらに全身ずぶ濡ぬれで、水を滴したたらせている様子は奇妙としか言いようがない。

　ゆき乃は、交差点の信号が気になり、少女から視線を外した。

「……あれ？」

　ほんのわずかな時間、視線を外しただけなのに交差点の奇妙な少女は消えていた。すると、──真っ赤なおべべの可愛かわいい金魚──と、囁ささやくような歌声がゆき乃の耳に響ひびく。

「なにこれ。あ、ありえない……」

　ゆき乃は息を吞のんだ。突とつ然ぜん、目の前の風景が平成の現代から、時代劇で見たような吉原遊郭の姿に変わったのだ。ガソリンスタンド脇わきにある柳やなぎはいつもと変わらず葉を揺ゆらしているが、ガソリンスタンドは跡あと形かたも無い。代わりに木造の建物が並んでいる。

（もしかして、これは幻げん術じゆつの世界？　じゃあ、さっきの女の子が金魚の化け物？）

　ゆき乃は辺りを見み渡わたすが、橙色の打ち掛けの少女は見当たらない。光流が電話で言っていた「金魚の化け物が見せる幻術の世界」の意味が今、理解できた。

「藤原さんを探さなきゃ」

　携けい帯たいの画面には「圏けん外がい」の文字。光流もこの幻まぼろしの吉原遊郭にいるのだろうか。

「行こう」

　自分を勇気づけるように言うと、ゆき乃は歩き始める。

　この風景の中で、ただ一つ見覚えのある柳の前にゆき乃は自転車を置く。遊ゆう郭かくからの遊び帰りの客が後ろ髪がみを引かれる思いで、この柳の辺りで振り返ったことから「見返り柳」の名がつき、現代でもこの見返り柳は残されている。

　見返り柳がある角から曲がりくねった五ご十じゆつ間けん道どうを行く。茶屋や商家が並ぶこの五十間道はわざと曲がりくねって造られている。街かい道どうを通る将軍や大名から遊郭を見せない工く夫ふうだ。

　そして、五十間道の終わりに黒くろ塗ぬり板いた葺ぶきの屋根付き冠かぶ木き門もんが姿を現す。吉原遊郭唯ゆい一いつの出入口である大門である。大門はゆき乃を招き入れるべく、大きく口を開けて待っていた。

　現代のグレーの道路、白いビル、黒い電線の無機質な吉原の風景はそこに無く、極ごく彩さい色しきの風景が目に飛び込む。

　真っ赤な提ちよう灯ちん、真っ赤な楼ろう閣かく。

「金魚……」

　ゆき乃は一人呟つぶやいて大門を通る。大門には門番が常にいて、遊女の逃とう亡ぼうを防ぐために目を光らせているはずだが、門番は見当たらない。

「誰だれも……いない？」

　ゆき乃が渡る小さな橋の下には黒い川が流れている。川かわ幅はば四メートル程ほどのお歯黒どぶと呼ばれるこの川は吉原を囲う堀になっている。お歯黒どぶの外側には黒くろ塀べいという高い塀へいが張りめぐらされ、吉原遊郭は完全に社会と隔かく絶ぜつされていた。男の楽園は遊女が逃にげ出さないよう幾いく重えにも厳重に造られた巨きよ大だいな檻おりだ。

　人通りの全くない吉原の中央通りである仲の町を行くと、きな臭くさい臭においが鼻についた。

（この臭い、何かが燃える臭い？　火事？）

　ゆき乃は行く先に目を凝らす。その先は鎮ちん火か後の遊郭だった。燃え崩れた楼閣からは、まだ煙けむりがくすぶっていて辺りの空気は熱を持っている。ゆき乃の鼓こ動どうは速くなっていく。

「このまま進んで大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　母に問いかけるように呟き、狐きつね魂だまを握にぎる。しかし、狐魂は何の反応も示さない。

　吉原は江戸時代に営業を始めてから明治になるまで十八回も全ぜん焼しようしている。黒塀により閉じ込められた遊郭での火災現場は悲ひ惨さんだったという。

　ゆき乃は目を細める。通りの真ん中でしゃがみ込む人の姿が見える。

「あれは……人？……もしかして幽ゆう霊れいだったり？」

　島しま田だ髷まげを飾かざる鼈べつ甲こうのかんざし、橙色の刺し繡しゆうの打ち掛け、帯を身体からだの前で結ぶ着付けで遊女だと分かる。

　その橙色の打ち掛けには見覚えがあった。しかし、交差点で一いつ瞬しゆん見た奇妙な少女と、行く先にしゃがみ込む身なりのキレイな遊女は別人に思えた。

　遊女は俯うつむいて足首を手でさすっている。足を痛めているようだ。ゆき乃は思わず駆かけ寄って、「大丈夫ですか」と、声をかけた。

「あ、足を挫くじいてしまって……」

　そう言って顔を上げた遊女は、遊女と呼ぶには幼すぎる美しい少女であった。幼い遊女はゆき乃の姿を上から下まで眺ながめる。

「あなた西洋人？　不思議な着物……」

　確かに遊女姿の少女とゆき乃のツーショットは、ちぐはぐだ。

「えっと、私、日本人です。向島に住んでるの。恥はずかしいけど、これ部屋着なの」

　緊きん張ちようしているゆき乃の変な答えの意味が分かったのか分からなかったのか、遊女は「そう」と言って微笑ほほえんだ。守ってあげたいと思わせるあどけない笑え顔がおだ。

「ここは通りの真ん中だから、あの縁えん台だいまで行きましょう」

　ゆき乃は肩かたを貸して遊女を通りの端はしまで連れて行き、縁台へ座らせた。

「ありがとう。姐ねえさんたちが迎むかえに来るからここで待つわ」

　遊女は首を傾げるようにして頭を下げた。すると鼈甲のかんざしが陽ひに輝かがやく。

「迎えの人が？　良かった」

　ゆき乃はホッとして、笑顔を返す。

「あなたもどなたかをお迎えに行く途と中ちゆうでしょう？」

「あ、うん……そうなの」

　遊女の問いに光流の安否が気になり、ゆき乃はそわそわとし始めた。

「あたしは河かわ津づ屋の玉たま菊ぎく。親切にありがとう。さようなら」

　玉菊と名乗った幼い遊女は、ゆき乃を見つめた。玉菊の黒く澄すんだ瞳に吸い込まれそうになる。一瞬、景色が揺らいだ気がしたが、「さようなら」とゆき乃は言った。

　ゆき乃を見送ると玉菊は縁台からすくっと立ち上がった。とても足を痛めているようには見えない。

「術を強くかけたことに気がつかないなんて……ふふふ、ようこそ、吉原遊郭へ」

　そう言うと玉菊は、小さくなったゆき乃の後ろ姿に怪あやしく微笑んだ。
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　ゆき乃は幻の遊郭を歩きながら眉まゆを寄せる。

（ここは幻術の世界のはずなのに、玉菊ちゃんは、なぜここにいたんだろう？）

　玉菊の純じゆん粋すいな笑顔を思い出すと妖あやかしや悪い者のようには思えないのだが、ゆき乃の中にわずかに疑いの心が生まれる。

（玉菊ちゃんも迷い込んじゃったのかな。でもお迎えの人が来るって言ってたし……そう言えば玉菊ちゃんは遊女言葉のありんすって言ってなかった、なんでだろ？）

　などと、考えながら歩いていると、お歯黒どぶと黒塀の突つき当たりまで来てしまった。遊郭の端から端まで歩いたようだ。

「どうしよう。藤原さん、どこにいるんだろう」

　その辺りは水すい道どう尻じりと言って吉原の水道はここまでだった。そこには、秋あき葉ば常じよう灯とう明みようという絶えず灯火をともしておく銅灯とう籠ろうがあり、火ひ伏ぶせの神、秋あき葉ば権ごん現げんが祀まつってある。この秋葉常灯明の灯ひが消えると遊郭に火事が起こると伝えられているが、今、その火は消えている。

　ゆき乃はもう一度、携帯の画面を確かく認にんする。やはり圏外だ。

「あ……」

　黒塀の一部が焼失しているのに気がつく。焼失した場所からゆき乃は遊郭を出た。しかし、まだ幻術の世界から抜ぬけ出せていないようだ。

　現代ならその辺りには吉原神社、その先に台たい東とう病院があり、さらにその先には吉原弁財天があるはずだ。吉原弁財天の中には現代、埋うめ立てられ家庭用の浴よく槽そうほどの大きさになった弁天池があるのだが、弁天池はかつての大きな池の姿で現れた。

　そこで、目に飛び込んできたもの──。

　その風景にゆき乃は頭を強く殴なぐられたような衝しよう撃げきを受け、小さく叫さけんだ。

「いやっ……」

　両手で頰ほおを押さえ、ゆき乃はその場に立ちすくむ。大きな弁天池には、水面が見えないほどに男女の死体が折り重なっていた。それは、いつか写真で見た関かん東とう大だい震しん災さい時の弁天池の風景と似ている。その衝撃的な風景が古写真のセピア色ではなく、実際の天然色で目の前にあった。震災で起きた火事の炎ほのおから逃のがれるために遊女や働き手の男達が次々に池に飛び込み、五百人近くがこの弁天池で溺でき死ししたのだ。

　息をしようと大きく口を開いたまま死んだ遊女たち。

　苦く悶もんの表情を浮うかべた男衆。

　火のついた着物を脱ぬぎ捨て、全ぜん裸らで死んだ人々。

　皆みな、生きようと引っ張り合い、助けを求める人の頭に足を掛かけ、水上に出ようともがいて死んでいった阿あ鼻び叫きよう喚かんの風景がゆき乃の目に飛び込んできた。

　見たくない風景であるのにゆき乃はその地じ獄ごく絵え図ずから目が離はなせない。

「うぅ……」

　恐きよう怖ふと驚おどろきと悲しみからゆき乃は呻うめいた。頭では幻術だと分かっているのに、心が理解しようとしない。

「お母さん……」

　ゆき乃の呼びかけに反応したのか、ネックレスの狐魂が熱くなり震ふるえだす。ゆき乃は狐魂を握りしめた。

　……しかし、葛の葉は現れない。

　そのとき、ゆき乃の耳に微かすかな声が聞こえた。

「助けて……助けて……」

　頼たよりないその声は、弁天池の淵ふちの方から聞こえる。ゆき乃は、恐おそる恐る死体が折り重なって浮かぶ弁天池の淵を覗のぞいた。

「……！」

　そこには岸に這はい上がろうと手を伸のばす少女の姿があった。橙だいだい色いろの豪ごう華かな打ち掛けと可か憐れんな顔、それは玉菊だった。

「玉菊ちゃん！　どうしてここに？　今助けるから、この手に摑つかまって！」

　とっさに、ゆき乃は手を伸ばす。玉菊は藁わらをも摑む勢いでゆき乃の手をとった。その顔は必死だからか恐怖のためか無表情だ。

「うっ……」

　玉菊は小こ柄がらであるのに想像以上に重い。下級の遊女は身につけることが許されない遊女の誇ほこりである打ち掛けが水を吸っておもりのようになり、玉菊を池から出させないのだ。それどころか、玉菊はゆき乃の手を必死に引っ張る。

「助けるから落ち着いて、玉菊ちゃん！」

　池に引きずり込まれそうになりながら、ゆき乃は言った。すると、池の中から無表情でゆき乃を引っ張っていた玉菊が、突とつ然ぜん静止し、表情を険しくした。

「お前なんかに助けられるわけがない！」

　その声は、さっきまでのか弱い声ではなかった。

　玉菊の島しま田だ髷まげに結ゆい上げられていた髪かみは弾はじけたようにほどけ水にたゆたい、ゆき乃を睨にらみつける幼い顔には朱しゆ色いろの鱗うろこが浮かび上がる。

　まさに金魚の化け物だ。その乱れた髪と、橙色の打ち掛けをゆき乃は知っていた。やっぱりという気持ちと、信じたくない気持ちが入り混じる。

「玉菊ちゃん、あなたが交差点にいた金魚の化け物だったのね!?」

　ゆき乃は手を離そうとするが、玉菊の朱色の鱗が浮かぶ濡ぬれた手は、ぬるぬると滑すべるわりに離れない。さらに玉菊は水に浮いているとは思えない力でグイグイとゆき乃を引っ張った。

（引きずり込まれる！）

　バシャンと音を立て、ゆき乃の右足は足首まで弁天池に入ってしまった。このままでは身体からだごと落ちてしまいそうだ。泳げないゆき乃は足の届かない深さの弁天池に怯おびえた。

「お母さん！　お母さん！」

　狐きつね魂だまは小刻みに震えるだけで、助けを求めるゆき乃の前に葛の葉は現れない。

（もう……無理かも……）

　ゆき乃が諦あきらめかけたそのとき、金魚の化け物、玉菊は多くの死体が浮かぶ弁天池にゆき乃を引き込んだ。大きな水しぶきを上げ、ゆき乃は弁天池に落ちた。

　──はずだった。
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「おい、狐きつね！　うろうろしてんな！　風ふう俗ぞく嬢じように間ま違ちがえられるぞ！」

　その瞬しゆん間かん、マウスで画面をクリックしたように風景が切り替かわった。

「あれ？」

　ゆき乃はパチパチと瞳ひとみを瞬またたく。手首を摑まれた感覚は残っていたが、弁天池に引きずり込もうとした玉菊の姿も、多くの死体が折り重なるように浮かんだ弁天池も、吉原遊郭の風景も消えていた。あるのは吉原弁財天と書かれた玉たま垣がきと見慣れた灰色のアスファルトの地面だ。ゆき乃は吉原弁財天の入口にしゃがみ込んでいた。

「ボーッとしてんじゃねぇよ、すっげー探したんだぞ。どこうろうろしてんだ」

　ゆき乃は聞き覚えのある巻き舌の江戸っ子口調の主あるじを、ゆっくりと振ふり返った。思った通り、そこにいたのは浅草神社の光源氏、藤原光流だった。

「藤原さーん」

　ゆき乃は泣き声を出した。

「は？　なに泣いてんだ」

　光流の姿をじっと見つめるゆき乃。そして、もっとよく見ようとするかのように立ち上がる。

「えっと……その格好……なんですか？」

「カッコ？　ああ……」

　クレイジーカラーのパーカーに黒のパンツ、九〇年代に流行したハイテクスニーカー、そして頭にはHappyBirthdayと書かれたティアラをつけている。さらに、その格好で右手に御ご幣へいを持っていることが、違い和わ感かんを大きくさせる。

「せめて頭のティアラ、なんとかならなかったんですか？　じゃなくて、御幣がいらないのかな？」

　ゆき乃は、目を潤うるませながら光流のファッションに首を傾かしげる。しかし、不覚にも光流にはティアラが似合うという事実を発見してしまった。

（さすが光源氏、何でも着こなす……）

「泣くのかケチつけるのかどっちかにしろよ。これは昨日、本ほん田だにパーティに呼ばれて、ついでにあいつが遅おくれたバースデーパーティしてくれたんだよ」

「あ……それでHappyBirthdayなんですね。そう言えば前に言ってましたね」

「あぁ、それじゃなくて昨日のは浅草の友だちが開いてくれたやつ」

「すごーい、人気者ですね」

「フフ、まあな」

　素す直なおに驚きの声を上げたゆき乃の反応に、光流は得意げに笑った。

「そんで朝方、パーティ終わって店を出たら親父おやじから留守電が入ってたことに気づいて、慌あわててここに来たんだ」

　光流は、父からの留守番電話のメッセージ内容を話しだした。

　夜中二時近くに吉原の近くの町会、千ち草ぐさ町会青年部部長から光流の父に電話があった。真夜中の電話に驚いた父が事情を聞くと、吉原界かい隈わいに金魚の化け物が徘はい徊かいしており、出会った人を化かすのだと青年部部長は言った。その金魚の化け物は着物姿の女のようであるが、全身がびしょ濡れで肌はだは魚の鱗のようだという。光流の父は、この怪かい異いの祓はらいを光流に頼たのんだ。

「藤原さん。私、その金魚の化け物に会ったんです」

「そいつがお前に泣きべそかかせたんだな」

　光流の言葉にゆき乃は慌てて涙なみだを拭ふいた。

「親父のメッセージが夜中の二時だったから、丑うし三みつ時どきから金魚の化け物は力を失ってないってことだな」

「丑三つ時から……」

　ゆき乃は、眩まぶしそうに朝の太陽を見る。本来、妖は朝日による浄じよう化か作用で太陽が昇のぼると姿を消すか、太陽から身を隠かくす。

「それだけ強い力を持ってるってことだ。……けど、幻げん術じゆつを操あやつるほどの強力な邪じや気きは感じなかったけどな」

　光流は辺りに視線を移し、御幣を肩かたに担かつぐ。紙垂しでが風になびいてサラサラと音を立てた。ゆき乃を化かした遊女は逃にげ、どこかに身を隠しているようだ。

「で、お前はその金魚の化け物にどんな風に泣くほど化かされたんだ？」

「私は──」

　ゆき乃は、経緯いきさつを説明した。橙だいだい色いろの打ち掛かけの幼い遊女、玉菊を見た瞬間、江戸時代のような吉原遊郭に迷い込んだこと、弁天池でたくさんの死体を見たこと、玉菊に池に引きずり込まれそうになったこと。

「はぁーん……やっぱり、お前が会ったその遊女が金魚の化け物だな。そいつは幻術を使う。元々、遊女は男を夢のような世界に誘さそうのが仕事だ。生きてたときから幻術が得意だったわけだ」

「彼女は、確か……河津屋の玉菊と名乗っていました」

「河津屋……」

　光流は記き憶おくを引っ張り出す。

「河津屋の玉菊って放火をして吉原を全ぜん焼しようさせた若い遊女じゃねぇか。その火事のせいで大勢の人間が死んだんだ。そんじょそこらの遊女とはワケが違ちがうぞ」

　光流が知る歴史上の遊女が金魚の化け物の正体だったようだ。

「玉菊ちゃんが放火を？　そんな……」

　ゆき乃は、幼い玉菊が犯おかした罪にショックを受け、呟つぶやいた。

「そんなもんを『ちゃん』付けすんなよ。そんで、お前が弁天池に引き込まれそうになったとき、葛の葉姫ひめはどうした？」

「……狐魂は震ふるえていましたけど、何も起きませんでした」

　ゆき乃は、そっとネックレスの狐魂を握にぎった。

「ふーん。葛の葉姫的には危険じゃなかったってことか？」

「……でも、生きた心地ここちしなかったです。あれが危険じゃなかったなんて思えません」

　ゆき乃は玉菊に摑つかまれた手首をこすった。

「……俺の事は危険人物扱あつかいするクセにな」

　光流は、すねたように言った。

「え、藤原さんをですか？　お母さんが？」

　ゆき乃は首を傾げる。

　奥おく山やまおまいりまち商店街でゆき乃にちょっかいを出した光流に、怒おこった葛の葉は狐きつね火びを浴びせた。しかし、葛の葉に意識を乗っ取られているときのゆき乃の記憶はあいまいで、ゆき乃には何のことだか分からない。

「いや、気にすんな」

　光流は誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをした。

「とにかく、お前が迷い込んだ吉原遊郭は幻術の風景だ。狐が金魚につままれたってことだな」

　ゆき乃は、全身ずぶ濡ぬれの玉菊の不気味な姿を思い出し、自分を抱だきしめる。

「どうして、彼女は金魚の化け物なのですか？」

「晩年、玉菊は『金魚女じよ郎ろう』と呼ばれてた。なぜ、そう呼ばれてたかは俺も分からないけど、それと関係あるのかも知れねぇな」

　そう言うと光流は吉原弁財天へ視線を移す。

「見せたいものがある。ついてこい」

　そして、吉原弁財天の中に入ろうとする。

「あ、藤原さん！　あの……」

　ゆき乃は弁天池での恐きよう怖ふを思い出し、玉垣の中へ入るのを躊ちゆう躇ちよした。吉原弁財天の境けい内だいには、現代では埋うめ立てられて小さくなった弁天池があるのだ。

「何だよ、怖こわいのかよ？」

　光流は、ぶっきらぼうに尋たずねた。

「はい……少し、怖いです」

　ゆき乃は、言葉を濁にごしてうつむく。

　すると、ゆき乃の目の前に手が差し伸のべられた。その手の主は照れくさそうに、そっぽを向いたまま言う。

「ほら、手繫つないでやるから……」

「え、あ、はい……」

　ゆき乃が、おずおずと手を伸ばすと、光流は素す早ばやくゆき乃の手を握った。

「よし、行くぞ」

「きゃっ！」

　光流は力いっぱい、ゆき乃の手を引く。つまずきそうになりながら、吉原弁財天の玉たま垣がきの中へとゆき乃は引き込まれた。

「ほら、大だい丈じよう夫ぶじゃねぇか。俺、ちょっと奥、見てくる」

　光流は繫いでいた手を離はなし、さっさと奥へ歩き出した。そして、頭をかきながら舌打ちする。

「あー。アイツの泣きべそ見たくらいで、なに優やさしくしてんだ、俺」

　一方、置いて行かれたゆき乃は、手のひらを見つめながら唇くちびるを尖とがらせる。

「これ、手を繫ぐっていわないよ……もう、優しくないなぁ」

　一人になったゆき乃は、弁天池での風景を思い出し、辺りを見回した。

「……」

　しかし、玉垣を一歩入ったそこは清せい浄じような空気で満ちていた。吉原弁財天は昭和十年に吉原神社と合ごう祀しされ、正確には神社ではないが、その静かな澄すんだ空気は神社の持つものと同じだった。どこの神社にもある石の境界線の玉垣は現世と常とこ世よの区切り──。そこは、神々の世界なのだ。

　吉原弁財天の中は様々な鎮ちん魂こん碑ひが混在して建てられている。そして碑の周りには近きん隣りんの住人が心を込めて手入れしている花が咲さき乱れていた。花々は木こ漏もれ日に照らされ、幻げん想そう的てきな風景をゆき乃に見せる。吉原弁財天は温かくゆき乃を迎むかえた。

（夢の世界みたい……）

　さっきまでの恐怖を忘れ、ゆき乃は吉原弁財天の風景にため息をついた。その夢見心地のゆき乃の前を、光流がドカドカと足音を立てて横切った。

「もう、藤原さんったら」

　現実に戻もどされたゆき乃は、光流を追った。光流は築つき山やまの前で立ち止まり、何かを見上げている。ゆき乃も続いて築山を見上げる。

「キレイ……」

　そこには陽ひを浴びて蒼あおく輝かがやく観音像が立っていた。吉原観音だ。かつて、これほど美しい像を見たことがあっただろうか。まるで、女め神がみが太陽の光を背に微笑ほほえんでいるようだ。ゆき乃は女性らしい優しげな観音像を見つめてため息をついた。築山の下では線せん香こうが煙けむりを立てていて、供えられた献けん花かもまだ瑞みず々みずしい。訪おとずれた人の気配を感じさせる温かい場所だ。

「お参りしよう」

「はい」

　光流は頭のHappyBirthdayのティアラを外し、吉原観音に手を合わせた。ゆき乃も手を合わせて目を閉じる。

　関東大震災時に弁天池で溺でき死しした五百人近くの犠ぎ牲せい者しやの慰い霊れいのため、楼ろう主しゆたちが造ぞう立りゆうした吉原観音。女性の悩なやみを聞いてくれるという吉原観音を参拝する人は多い。それなのに金魚女郎、玉菊が現れ、人々を恐怖へと導いている。

（観音さま、皆みなさんの思いは届いていませんか？）

　ゆき乃は心の中で問いかけた。美しい吉原観音は静かにゆき乃を見下ろす。

「よっと」

　光流は再びティアラを頭に載のせた。

「藤原さん。それ、もう取っちゃえばいいじゃないですか」

「あ？　なんでだよ！」

　光流は、ものすごい勢いでゆき乃を見る。

「なんでって……気に入ってるなら、別にいいですけど」

「ああ、いいんだ。友情の証あかしだから」

「変なとこ、江戸っ子ですね」

　ゆき乃はクスリと笑った。

「うるせー。変なとこも、どんなとこも江戸っ子だっつーの」

　そのとき、ジャリッと足音を立て、黒い人ひと影かげが二人の前に現れた。気配もなく突とつ然ぜん現れた人にゆき乃はビクッと肩かたをすくめたが、光流は現れた人の顔を見て、「うわ、出た」と渋しぶい顔をする。

　黒の法ほう衣えに袈け裟さ姿の僧そう侶りよが仁に王おう立だちしている。二十代半ばくらいだろうか。清潔感のある短たん髪ぱつで眼鏡めがねをかけたインテリな雰ふん囲い気きの僧侶だ。その僧侶は眉み間けんにしわを寄せ、光流を睨にらむ。

「出たじゃない！　まったくお前は……ふざけた格好で御ご幣へいを持つな！　通りから見かけて、まさかとは思ったが、やはりお前だったか」

「はぁ、会うなりうるせぇな。わざわざ追いかけてきたワケ？……何の用があって吉原に坊ぼうさんがいるんだよ。やらしい」

　光流は、わざとらしく悪態をついた。

「わっ、私は法事へ向かう途と中ちゆうだっ」

「へぇー。俺、朝帰りの途中」

　光流は若い僧を怒おこらせ、楽しんでいるように見える。

「お前は……」

　僧はあきれた顔で光流を見ていたが、怒っていたのを思い出したように再び声を荒あららげた。

「もっと自覚しろ、もうすぐ祭礼だろう！」

　しかし、その声に身を縮めたのは、ゆき乃だった。

「あ……」

　僧侶は、そのとき初めてゆき乃の存在に気づき、慌あわてて会え釈しやくをする。ゆき乃も慌てて会釈をした。

「そちらのお嬢じようさんは？」

「あぁ、こいつは……」

「み、三囲神社の三井ゆき乃です。初めまして」

　光流が言いかけたのを遮さえぎって、ゆき乃は挨あい拶さつをした。

「初めまして。私は浅せん草そう寺じの藤原晃こうと申します。光流の従兄弟いとこです。光流がお世話になっております」

　真ま面じ目めな性格がにじみ出るような自己紹しよう介かいだった。

「コウですだって。ウケる。晃こう照しようって名乗れよ。坊さんなんだから」

　光流はニヤニヤとした笑えみを浮うかべて言った。

「光流！　お前、いい加減にしろ！」

　晃は怒ど鳴なった後、ハッとしてゆき乃を見る。

「申し訳ありません。大きな声を出して」

「いえ」

　晃とゆき乃はお互たがいに頭を下げた。晃は気を取り直して光流に尋たずねる。

「……光流、今日は祭礼の予定は何も無いのか？」

「ああ、今日は親父おやじだけで、俺はなし」

「そうか。乗馬は大丈夫なのか？」

「完かん璧ぺき」

　光流は親指を立ててみせた。

「それじゃあ、各町会の……」

　晃が言い終わらないうちに、光流は舌打ちした。

「晃兄ぃ、三さん社じや祭まつりは神社の行事なんだから口出すなよ」

「な、なんだと！　私はお前を心配して言ってるんだぞ」

　再び晃は声を荒らげた。

「それは、ありがとうございます。失礼しまーす」

　光流は逃にげるように吉原弁財天の奥に行ってしまった。置いていかれたゆき乃は慌てる。

「あ、藤原さん！」

「はい」

　返事をしたのは晃だった。

「あっ、えーと。光流さんを……」

「あ、そうでしたか！　すみません。同じ苗みよう字じなもので勘かん違ちがい致いたしました」

　晃は深々と頭を下げた。

「こちらこそ。紛まぎらわしい呼び方をしてすみません」

　ゆき乃も深々と頭を下げる。

「何だかお互い、頭を下げてばかりいますね」

　そう言って晃は笑った。硬かたかった晃の雰囲気が一転、柔やわらかくなる。その笑顔は光流の光源氏の微笑みに似ていた。
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「おーい……」

　先に奥へ行った光流は囁ささやくような小声で、ゆき乃を呼んだ。ゆき乃はその小さな声を聞き取って視線を泳がせる。

「あ、では失礼します」

　ゆき乃は再び頭を下げた。

「ふざけた奴やつですが、光流のこと宜よろしくお願い致します。では三囲さん、失礼します」

　晃は黒の法衣を翻ひるがえして吉原弁財天から去っていく。

「あ……私、三井です」

　ゆき乃は、晃の後ろ姿に呟つぶやいた。

「ゆき乃、晃兄ぃは？　どっか行った？」

　いつの間にかゆき乃の背後に現れた光流は、辺りの様子を窺うかがう。

「はい、行かれました」

「口うるさいから苦手なんだよ、俺」

　光流は、ため息をついて言った。そして、吉原観音の築つき山やまから、さらに奥にある鳥居を御幣で指す。

「この奥に弁天池がある。それを見てくれ」

「……はい」

　ゆき乃は覚かく悟ごを決め一歩を踏ふみ出した。ゆき乃が見た関東大震災時の弁天池は、五百人近くが溺死するほどの大きな池であったが、今は埋うめ立てられ小さな池になっている。

「あ……」

　ゆき乃は澄すんだ池を覗のぞきこむ。その浴よく槽そうほどの大きさの池には、いつもたくさんの金魚が泳いでいるが、今は一いつ匹ぴきも姿が見えなかった。二人は隅すみの方に金魚が隠かくれていないか、顔を寄せ合うように覗きこんだ。

「な？　金魚がいねぇんだよ」

「どこに行っちゃったんですか？」

　金魚のいない澄んだ池は太陽の光を反射して輝かがやく。

「玉菊と関係があるんだろうけど分からねぇな」

　ゆき乃は空っぽの弁天池を眺ながめた。そこから振ふり返ると弁天祠がある。

　吉原遊郭があった頃ころ、大きな弁天池の真ん中に築山があり、そこに楼ろう主しゆたちの信しん仰こうを集めた弁財天の祠があった。弁財天は日本では七福神の女性の神であるが、インドでは「サラスヴァティ」と呼ばれる。インドに存在した大河の名前でもあり、流れる大河の音が音楽を奏かなでるようだとの連想から、音楽、芸事の女め神がみにもなる。弁財天は水と芸事の女神なのである。

　ゆき乃は祠の中の裸ら体たいの弁財天像に手を合わせる。裸はだか弁財天と呼ばれる弁財天像は金魚の行方ゆくえを見ていたはずだ。

（弁天様、金魚たちはどこに行ったのですか？）

　弁天池をひらひらと遊女のように泳いでいた、たくさんの金魚は消えてしまった。ゆき乃は、吉原遊郭から一歩も出られずに死んでいった遊女たちが、自分たちと同じ境きよう遇ぐうの金魚をどこか広い所へ逃がしたのではないかと思った。







　弁天池を見つめながら光流は尋ねる。

「そういや、あれから何もなかったか？」

「何もなさすぎたくらいです」

「俺も三社祭の準備とか、色々と忙いそがしくって……だけど、本当はそれが落ち着いたら……」

「あ、全然、大だい丈じよう夫ぶですよ。気にしないでください」

　光流の言葉を遮さえぎって、ゆき乃は顔の前で手を振りながら言った。連れん絡らくがなくて不安だったと悟さとられないよう笑えみを浮うかべる。

　その笑顔のゆき乃を、光流は真っ直すぐに見つめる。

「……少しくらい気にしろよ」

　そして、すねたように呟いた。

「え？」

（えっと、何……今の？）

　困こん惑わくするゆき乃の表情に気がついた光流は急に焦あせり出す。

「だ、だから、少しくらい気にしろっつーの！　俺はずっと忙しくてバタバタしてたんだぞ。式神だったら主あるじを手伝うとかあるだろ」

「そ、それも式神の仕事なんですか？」

「主を気き遣づかうのが仕事だ。たまにはお前から連絡しろよ」

「えぇー」

　理り不ふ尽じんな光流の言葉にゆき乃は頭を抱かかえた。

「もういい。吉原神社で美み津つさんがお祓はらいの準備をして待ってるから行くぞ」

「でも、私、慌あわてて出てきちゃって何にも持ってきてないんです」

　ゆき乃の持ち物は携けい帯たいだけだった。

「大丈夫だ。そんなことだろうと思って、うちのコスチューム持ってきたから」

「……コスチュームって」

　苦笑いするゆき乃の耳に奇き妙みような音が響ひびいた。

「……ん？」

　光流も耳を澄ます。ピチョッという濡ぬれた音と、ズズッという何かを引きずる音がする。

「……！」

　橙だいだい色いろの打ち掛かけを引きずり、髪かみを乱したびしょ濡れの遊女が二人の視界に入る。それは吉原弁財天の玉たま垣がきのすぐ外を歩いている。

「やべっ！」

　光流はゆき乃を引き寄せ、弁天祠の陰かげに身を潜ひそめた。ゆき乃は小声で言う。

「藤原さん、あれです。あれが金魚女じよ郎ろうの玉菊ちゃんです」

「だから『ちゃん』付けやめろって。なんでここにアイツがいるんだ。邪じや気きは無いぞ。どこから湧わいて出たんだ？」

「そんなこと考えている場合じゃないですよ。早く浄じよう化かしましょう」

　玉菊に弁天池へ引きずり込まれそうになったゆき乃は、光流を急せかした。

「は？　無理。今、祝詞のりと奏上しても無防備な俺と、役立たずのお前で何が出来るんだよ」

「私が『役立たず』なのは本当かも知れないけれど……『無防備な俺』って、どういう意味ですか？」

「祝詞奏上中は集中して無防備になる上に、俺は守備の神通力しか持ってないって前に言っただろ？」

「……」

　ゆき乃は眉まゆを寄せて考える。

「……聞いてません。どう考えても聞いてません。冗じよう談だんですよね？」

「冗談？」

　今度は光流が眉を寄せ、真剣に聞き返した。そうしている間に、金魚女郎は二人に気づくことなく、通り過ぎていった。

「おい、今のうち吉原神社に行くぞ。早く結界張らねぇとヤバそうだ」

「はい！」

　二人は金魚女郎が行った方向と反対に回り込み、足早に吉原弁財天を後にした。

「うわぁ……」

　小走りの光流は午前中の日ひ射ざしに顔を歪ゆがめる。

「藤原さん。もしかして、お酒残ってるんですか？」

「残ってるどころか真っ最中だ。ナウだよナウ」

「やっぱり、そうですか。ちょっとお酒臭くさいですもん」

「酒くせぇ？　もっとソフトな言い方があるだろうが」

　光流の乱暴な口調に、ゆき乃はムッとする。

「藤原さんの、べらんめえ口調よりソフトですよっ。いつも『じゃねぇよ』とか言うし」

「はぁ？　俺、そんなこと言わねぇよ」

「ほら、言ってる！」

「あ……」

　ゆき乃の指し摘てきに光流は口元を手で押さえる。

「普ふ段だんの藤原さんは乱暴な江戸弁ですよ。もう慣れてきたけど最初、すっごく怖こわかったです」

「ウソ、マジ？……俺、べらんめえなの？」

　浅草に何代も続く藤原家の長男である光流には、本人が知らぬ間に江戸弁が身についていたようだ。その事実を知り、本気で驚おどろく光流にゆき乃は目を丸くする。

「……自覚なかったんですか？」

　光流は申し訳なさそうな顔をした。

「ああ、全くな……なんか、ごめんなさいね。ゆき乃ちゃん」

「ぷっ、それじゃオネェですよ。もう、ありのままでいて下さい」

　結局、江戸弁しか話せない光流に、ゆき乃は笑顔を向けた。

　そのとき、吉原神社へ急ぐ光流とゆき乃の正面から、「おーい、藤原ー！」と、手を振る青年が歩いてきた。光流は目を凝こらす。明るい色の髪が陽ひに輝かがやいている。

「……本田か？」

　光流の友人の中で金きん髪ぱつに近い髪の色をしているのは本田しかいない。本田の後ろには同じように明るい髪色のギャルっぽい女性がいる。

「噓うそだろ、あのバカ」

　光流は呟つぶやいた。光流の呟きが聞こえたゆき乃は、首を傾かしげて本田と女性を見た。

「よう、藤原！　親父おやじさんにココだって聞いて来たんだ。ゆき乃ちゃんもおはよう！」

　髪色の明るい本田は、その性格まで明るい。

「おはようございます」

　自然にゆき乃も笑顔になってしまう。ゆき乃は女性にも会え釈しやくしたが、本田が連れているその女性は、あからさまに視線を逸そらした。その様子を見ていた本田が女性を紹しよう介かいする。

「ゆき乃ちゃん、こちら、同級生の立たち花ばな麗れい子こちゃん」

「初めまして、三井ゆき乃です」

「……」

　紹介されたにもかかわらず立花麗子はゆき乃を一いち瞥べつしただけで、挨あい拶さつをしなかった。

「本田。お前、寝ねてないクセに無む駄だに元気だな。何しに来たんだ。俺ら仕事中なんだぞ」

　光流は麗子の存在を無視して本田に言った。

「冷たいこと言うなよー。仕事中だって知ってるよ。ハハハ」

　本田の笑顔で、光流は昨夜のパーティを思い出した。

「あ、本田。昨日はありがとな」

　昨日、開かれたパーティは本田が主しゆ催さい者しやだったのだ。遅おくれた光流のバースデーパーティを兼かねたのも本田の発案だった。

「いやー、昨日のパーティは楽しかったなぁ。主催する俺まで楽しんじゃったもん。ゆき乃ちゃんも来れば良かったのに」

「え……」

　戸と惑まどうゆき乃の代わりに、光流は顔の前で手を振ふって言った。

「ダメだ！　こいつ未成年だし」

「そっか。ゆき乃ちゃん、女子高生なんだもんね」

　本田のその言葉に麗子はあからさまに不ふ機き嫌げんになる。

「なぁに光流、女子高生と付き合ってんの？　信じらんない」

　麗子は軽けい蔑べつの眼まな差ざしで光流を見る。光流も冷たい眼差しで麗子を見返した。

「付き合ってねぇよ。コイツ、今こんな格好だから見えねぇけど、これでも巫女みこだから」

　自分の格好を棚たなに上げて光流が言うと、麗子はゆき乃を上から下まで眺ながめて「ふーん」と言った。

「そう言えば、ゆき乃ちゃんはどこの神社の巫女さんなの？」

　本田はゆき乃に尋たずねた。

「私は……向島の三囲神社です」

　そうゆき乃が答えると、本田は驚いた表情でゆき乃を見つめる。ゆき乃も不思議そうに本田を見つめた。本田の茶の瞳ひとみの奥を覗のぞいたとき、ゆき乃の頭にある風景が浮うかんだ。

　花川戸公園で男の子に「狐きつね」「化け物」と罵ののしられ、姥うばが池いけに突つき落とされた幼い頃ころの嫌いやな思い出だ。

（なんで急に、こんな思い出が蘇よみがえるの？）

　しかし、いつの間にか本田はゆき乃から視線を外していた。

「で？　本田、何か用事か？　ちょっと俺ら急いでんだけど」

　光流は早口で本田に言った。

「ああ。お前さ、パーティの後すぐに帰っちゃったからさ。プレゼント渡わたしそびれて今、持ってきたんだ」

「マジかよ。お前、女のコみたいな奴やつだな……わざわざ悪わりぃな」

　本田はガサゴソとポケットを探さぐり、「これ」と白い小さな封ふう筒とうのようなものを光流に差し出した。

「え？　本田……お前これ……」

　光流の手には「浅草神社」と書かれた封筒に入ったお守りがあった。

「この前、花川戸でバァさんのお化けのお祓はらいしてくれたじゃん。最近、お祓いが忙いそがしそうだからお守りがいいかなって」

　本田は嬉うれしそうに話す。

「……あのさ本田、俺が浅草神社の神かん主ぬしって知ってる？」

　光流の言葉に本田はうんうんと頷うなずく。

「そんで、このお守りも俺が祈き念ねんしたものを売ってるって知ってる？」

　再び、本田はうんうんと頷いたが、ハッとして動きを止めた。

「えっ！　あっ、そーか！」

　本田は「しまった」と言って頭を抱かかえた。

「お前って本物のバカだったんだな……」

　光流は憐あわれんだ瞳で本田を見る。麗子はクスクスと笑った。

「でも、わざわざありがとな、本田」

　そう言って光流は、自分自身で祈いのりを込めたお守りをポケットにしまった。本田は「なんかこっちこそ、ありがとう」と呟く。

「ねぇ、光流。私もプレゼントがあるんだけど、今持ってないから今度渡すわ」

　麗子は言った。

「いいよ、別に」

「どうして!?」

　冷たく答えた光流に麗子は食ってかかる。そのとき、ひんやりと湿しめった空気が周囲を取り巻いた。

「もし、其そ処この神主はん……神主はん……」

　ビルとビルの合間から男の声が光流に呼びかける。光流は声のする方に注目した。しかし、声のする隙すき間まは十センチ程度しかなく、人間がいられるスペースではない。その狭せまい隙間から浮ふ遊ゆうする二つの目が光流を凝ぎよう視ししている。

　ゆき乃には何も聞こえなかったが、本田は光流と同じようにビルの隙間を見ていた。

「神主はん……」

　男の声は、なおも光流を呼び続ける。

「ちょっと、待ってくれ」という意味で光流は手で声の主を制した。

「えーと、俺ら、そろそろ帰るね。俺、寝てないから眠ねむいし……」

　本田は急にそわそわとしだした。

「え、なんでー？」

　麗子は不機嫌そうであるのにこの場を去るのを嫌がった。

「もう麗ちゃん、用事あるって言ってたじゃない。じゃあな、藤原」

　本田は麗子の背中を押して、立ち去ろうとする。

「本田。ありがとな。あ、着き崩くずれた着物の中学生くらいの女に気をつけろよ」

「なんだよ、その怪あやしいカテゴリーは？　ま、いいや。ゆき乃ちゃん、またね！」

「はい……失礼します」

　麗子を連れて慌あわてて去って行く本田を、光流とゆき乃は見送った。

「もし、神主はん……」

「あー、さっきから誰だれなんだ！　俺に何の用だ？」

　光流はビルとビルの合間に向かって怒ど鳴なった。

「どうしたんですか!?」

　突とつ然ぜん、大声を出した光流にゆき乃は目を丸くした。

　光流には二つ目の何かが、そのわずかな隙間から霧きりのようにフワーッと出てきたのが見えた。その霧は破れた着物のみすぼらしい男の姿になる。

「私は京都油あぶらの小路こうじの伊い藤とう安やす次じ郎ろうと申す者です」

　男は風ふう貌ぼうに似合わない丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいで挨拶をした。京都独特の語ご尾びにアクセントを置いた話し方だった。

「京都の伊藤安次郎？」

「左様でございますぅ」

　男が正体を明かしたにもかかわらず、光流は首を傾かしげる。

「神主はんに一生のお願いがあります。どうぞ助けてください」

　すでに「一生」は終わっている幽ゆう霊れいの伊藤安次郎は、そう光流に訴うつたえかける。

「じゃあ、伊藤安次郎さん。後で話はちゃんと聞きますから吉原神社まで一いつ緒しよに来てくれますか？　俺たち急いでるんです」

「そやけど、私は、此こ処こから離はなれられへんのんです」

　伊藤安次郎は申し訳なさそうに言った。

「……地じ縛ばく霊れいか」

　口の中で小さく呟つぶやくと、光流は姿勢を正して御ご幣へいを構えた。

「ゆき乃、周りを見張ってろ。金魚女じよ郎ろうが来たらすぐに言えよ」

「はい」

　光流は御幣を構え、清せい祓ばつ祝詞のりとを奏上した。

「……八百万乃神等共爾聞食志宇豆那比給辺止恐美恐美母白須」

　そして、刀を振り下ろすようにして、御幣で空を切る。伊藤安次郎をその場に縛しばり付けていた因いん縁ねんを絶ち切ったのだ。

「おおきに、おおきに……」

　地縛から解かれた伊藤安次郎は、光流に手を合わせて涙なみだを流す。

「ハハ、幽霊に拝まれるとはな……」

「へ？　幽霊!?」

　何も見えていないゆき乃は、すっとんきょうな声を上げて、ビルの隙間の闇やみを見つめた。

「もうそこにはいねぇよ。地縛を解いたから」

「え、じゃあもう……」

　その幽霊は昇しよう天てんしたと思い、ゆき乃は切なそうに空を見上げる。

「そうじゃなくて、俺の後ろにいる」

「えっ！」

　ゆき乃は思わず光流から一歩退く。

「とにかく吉原神社に急ぐぞ！　伊藤安次郎さんもついてきてください」

「はい、憑ついて参りますぅ！」

「イヤ、憑くのは勘かん弁べんしてください……」

　気合い充じゆう分ぶんの伊藤安次郎の幽霊に光流は苦笑いし、吉原神社へ急いだ。

　吉原神社は吉原弁財天の近くにある小さな神社だ。古くからこの地にあった玄よし徳とく稲荷いなり社と遊ゆう郭かく内四よ隅すみの守護神である榎えの本もと稲荷社、明石あかし稲荷社、開かい運うん稲荷社、九く郎ろ助すけ稲荷社の合わせて五社が明治五年に合ごう祀しされ、吉原神社として創建された。現在、駐ちゆう在ざいする神主や職員はいない。

　光流とゆき乃、そして伊藤安次郎の霊れいは美津の待つ吉原神社に駆かけ込んだ。玉たま垣がきの内側である神社の境けい内だいは神聖な場所だ。効力は強くはないが、結界の役割を持つ。

「あれ？　美津さん、いねぇじゃん」

　祭さい壇だんは完成している。しかし、美津の姿がどこにも見当たらない。こぢんまりとした吉原神社の境内は、見回せば全ぜん貌ぼうを把は握あく出来る。

「美津さん！」

　文句が多いものの光流の言葉に忠実な美津がいなくなった状じよう況きように、焦あせった光流は美津を大声で呼んだ。

「美津さーん」

　ゆき乃も辺りを見回しながら美津を呼ぶが、返事はない。

「……藤原の」

「は？」

　空から降ってきた声に、光流とゆき乃は吉原神社の社しや殿でんを見上げる。社殿の屋根には金色の大おお狐ぎつね、お美み津つ狐ぎつねがうずくまっていた。トリミング台に乗せられた犬のように怯おびえている。

「な、何、勝手に変へん幻げんしてんだ！　つーか、この罰ばち当あたりが！　即そつ刻こく、降りて来い！」

　光流は、神聖な社殿の屋根に乗っているお美津狐に激げき怒どした。

「しかし、大水が来たんやさ……」

「大水？　水なんかねぇぞ！」

　狐きつねは水を苦手とする。狐の子であるゆき乃もプールや海は苦手だった。しかし、光流の言うように吉原神社の境内の土は乾かわいていて、水があったようには見えない。

「いや、さっきまで湖のようになっていたんだが……」

　お美津狐は自信無さげに言い訳した。そして、乾いた地面を確かく認にんすると、屋根からヒラリと飛び降り、白はく煙えんを上げて人間の女性の姿に変幻した。巫女みこ姿の美津は、光流のもとへ駆け寄る。

「光流さんっ！　怖こわかった！」

「ぐえっ！」

　美津はドスンと鈍にぶい音を立てて、思いっきり光流に抱だきついた。

「美津さん！　ぐるしい……」

　光流は引き離そうとするが、美津の力の方が勝っている。

「圧死する！」

　美津は名残なごり惜おしそうに身体からだを離した。

「ゲホゲホ。美津さんみたいな稲荷神しん使しが金魚に化かされるとは、どういう事ですか」

「……すみません」

　美津はうなだれる。いつもは上から物を言う美津も自らの失態にシュンとした。そして事の経けい緯いを説明する。

「……橙だいだい色いろの打ち掛かけの奇き妙みような女の子を見かけた途と端たん、濁にごった水が社殿の屋根に届くほど溢あふれ出てきたんです。ちゃんと感かん触しよくもあって、臭においまで！　それに、その子には邪じや気きがなかったんです。だから油断してしまって……」

　大げさに身み振ぶり手て振ぶりをつけながら言い訳をする美津は、光流の背後の伊藤安次郎に気づいた。

「がぅぅう……人間の幽霊がおる……ぬしに取り憑つく気やさ」

　猛もう犬けんのような唸うなり声を出し、警けい戒かいした。

「ひゃあ！　なんまいだぶ、なんまいだぶ」

　伊藤安次郎は、震ふるえながら身を縮めて美津を拝み出した。目をかたく閉じ、絶対に美津を見ようとしない。

「狐や、九きゆう尾びの狐きつねや。おそろしや、おそろしや……」

　昔から狐は、荒あらぶれば九尾狐、和なぐればお狐様になると信じられている。伊藤安次郎は、自分が人から恐おそれられる幽霊であるにもかかわらず、金狐から女性に変幻した美津に怯えていた。

　光流は臆おく病びような幽霊である伊藤安次郎に説明する。

「安心してください、安次郎さん。この人は、人？　あ、狐か？　とにかく稲荷神使です。我々の味方です」

　伊藤安次郎は、おずおずと顔を上げる。

「あぁ、お狐様でしたか。あぁ、ありがたや、ありがたや……」

　そして、今度は熱心に美津を拝み出した。

「ふん、都合いいわね……」

　伊藤安次郎を気に入らない美津は、ゆき乃へと視線を移す。

「あら、ゆき乃さんいたの？　おはよう」

「おはようございます」

　慌あわてて挨あい拶さつするゆき乃に美津は微かすかに笑え顔がおを見せた。ゆき乃も笑顔を返す。仲良しというにはほど遠いが、少しずつ打ち解けてくれているとゆき乃は思った。

「ね、ゆき乃さん。あの幽霊、誰だれなの？」

　美津は小声でゆき乃に尋たずねた。ゆき乃は、ゆるゆると首を振ふる。

「すみません……私、見えないんです」

　その声は自信がなく小さかった。

「そう。まだ神通力が安定していないのね。じゃあ、じっとしてて」

　美津は祭壇用の白皿に神酒みきを満たすと指先を浸ひたし、神酒の水すい滴てきをゆき乃に飛ばした。すると、神酒を飲んだときと同じように身体の内側からぞわぞわと鳥とり肌はだが立つ感覚がゆき乃を襲おそった。

「あ……」

　独り言を話しているように見えていた光流の前に、みすぼらしい身なりの小こ柄がらな男がいた。見るからに気弱そうな男だ。

「あの人は……」

　ゆき乃の言葉を待って、美津は固かた唾ずを吞のむ。

「誰なんでしょう？」

「おりょ、分からんのかい」

　美津は飛ひ驒だ弁で言った。

「だけど、藤原さんは地じ縛ばく霊れいだって言ってました」

「地縛霊……」

　美津は眉まゆを寄せて伊藤安次郎を見た。太陽の力が強い午前中のうちに邪気を感じさせない金魚女じよ郎ろうや地縛霊の伊藤安次郎が現れたのは異常だ。吉原の街、現代で言う千束の街になにかが起きていた。

　そのとき、雲で太陽がかげり辺りが暗くなった。それだけではない薄うすら寒さを感じる。嫌いやな予感がその場にいる全員を襲う。良くないものの気配、そして微かな邪気を感じる。神社の境内という結界だけでは不充分だと感じた光流は言った。

「美津さん、ゆき乃！　結界を二重に張るぞ！」

「はい！」

　ゆき乃と美津は大きく頷うなずいた。

「お美津！」

「あい！」

　美津は光流の掛け声を合図に、白煙を上げてお美津狐に変幻した。金色の大狐は前足をペロリペロリと舐なめてから、地を蹴けって午前の薄雲の空へ駆け上がった。遊女の逃とう亡ぼうを防ぐ為ために作られた遊ゆう郭かくを囲む黒くろ塀べい。その跡あとが上空からだとよく分かる。お美津狐は、黒塀跡に沿って空を駆ける。飛行機雲状の金色の軌跡が壁かべを作りながら地表に降りる。それは、吉原遊郭を囲む巨きよ大だいな金のカーテンになった。

（キレイ……）

　緊きん張ちようの状況の中、幻げん想そう的てきな景色にゆき乃は嘆たん息そくする。

　この金のカーテンが第一の結界になる。それは魑ち魅み魍もう魎りよう、妖よう怪かいを吉原に閉じ込める結界の壁だ。これで金魚女郎はかつての吉原遊郭の中に閉じ込められた。

「藤原の！」

　第一の結界を張ったお美津狐が空を駆け、吉原神社に戻もどってきた。

「あやつが歩いているのが見えたぞ」

「金魚女郎か？」

　光流は眉み間けんにしわを寄せた。

「それも一人じゃないんやさ。大勢の怨おん霊りようを連れて歩いとる」

「大勢の怨霊？　どうりで邪気が漂ただよい始めたワケだ」

　光流は吉原神社の境けい内だいに作った祭壇の前に立った。

「今から吉原神社の玉たま垣がきに沿って結界を張る」

　ティアラを載のせた光流は、深刻な表情で御ご幣へいを構え、深く礼をする。ゆっくりと顔を上げた光流の瞳ひとみの色は、あざやかな青に変わっていた。

「……種々乃味物乎棒奉里氏大麻乃音毛須賀須賀爾祓清乃神事仕奉留……」

　光流の祝詞のりとが始まると空気の流れが止まった。鳥のさえずりや、車の音、全すべての音が消える。張り詰つめたような神聖な空気が満ち溢れる。境内は時が止まった現実から切り離はなされた空間となった。

（え……？）

　その瞬しゆん間かん、吉原神社の境内が消えた。代わりに現れたのは輝く太陽の下の青と蒼あおが混ざりあう大おお海うな原ばら。

（……海……青い海）

　ゆき乃の目に映るのは、群ぐん青じよう色いろの海面に立つ光流だ。ザァーン、ザァーンと海が鳴く。響ひびく祝詞以外、無音だった世界から凪ないだ海の音が聴こえる。そして大海原に立つ光流の足元から次々に波が生まれ、波は紋もんは大きくなりながら玉垣のあたりでぶつかった。ザァーザァーと音を立てながら波は重なり、社しや殿でんの屋根よりも高い位置で海水の壁となった。波を操あやつる光流の姿は、旧約聖書でイスラエルの民たみを救う為に海を割ったモーセのようだ。

　光流の祝詞が終わると同時に光流の瞳は藍あい色いろに戻り、大海原は消えた。元の吉原神社の景色に戻ったが、海水で出来た壁は消えていない。この海水の壁が第二の結界だ。第二の結界は怪あやしきモノの侵しん入にゆうから身を守る為の水すい壁へき。壁の内側は聖域となる。さっきまでザァーザァーと音を立てていた海水の壁は、今は水族館の水すい槽そうのように平面になり静かだ。この第二の結界の完成により、怪しきモノの行動範はん囲いは、第一の結界と第二の結界の間に限られた。また、第二の結界は吉原神社へ人々を近づかせない役割も持つ。

　ゆき乃はため息をついた。思えばゆき乃が落ち着いて光流の神技を見たのは初めてだった。それは神への儀ぎ式しきである神儀ではなく、神技と呼ぶに相応ふさわしい技わざだった。

（綿わだ津つ見み大おお神かみの力を持つ藤原さんって一体……）

　ゆき乃は光流を見つめた。隣となりに立つ伊藤安次郎も光流の神技を見てすっかり呆ほうけてしまっている。

「か、神の御み業わざや……このお方なら……」

　伊藤安次郎は口の中でなにやら呟つぶやいた。

「よし、これで境内は結界で守られた。ここを本ほん陣じんにして遊郭内を徘はい徊かいする金魚女郎を浄じよう化かしよう」

「あいさ！」

　自分の失態を取り戻そうとお美津狐は気合い充分だ。

「あの、美津さん、金魚たちはどこかにいませんでしたか？」

　そう尋ねたゆき乃に、お美津狐は首を振った。

「上からは見えんかったな」

「そうですか……どこに行っちゃったんだろう」

　そう呟いたゆき乃に、光流は御幣を担かついで笑顔で言う。

「金魚女郎を締しめ上げて、金魚たちも助けてやろうな」

「はい……」

　ゆき乃は小さく驚おどろいた。以前の光流は街や人々が救えれば、多少の犠ぎ牲せいは仕方がないという考えだったからだ。

「ゆき乃、今のうち社殿で巫女みこ装しよう束ぞくに着き替がえてこいよ。お前が着替えた後、俺も狩かり衣ぎぬに着替えるから」

「はい、分かりました」

　ゆき乃が社殿に向かおうとしたそのとき、お美津狐がピンと耳を立てた。おいおいという泣き声が三人の耳に聞こえてきた。見ると、伊藤安次郎が両手で顔を覆おおい泣いている。

「安次郎さん？　ど、どうしたんですか？」

　驚いた光流は、伊藤安次郎に歩み寄る。

「このような事態の中、大変申し訳ないと思いながら図ずう々ずうしいお願いを申し上げます」

　回りくどい言い方をする気弱な伊藤安次郎に、せっかちな光流は話の先を急がせるように何度も頷いた。

「神かん主ぬしはん、私はたまらなく京の街へ帰りたいのでございます。長年、地縛が解ければそれで充じゆう分ぶんと願っておりましたが、地縛が解けた今、どうしても望郷の念に堪たえませぇん……」

　最後は泣き声で言葉にならない。三十代であろう伊藤安次郎は、光流の両りよう肩かたに手を置いて、おいおいと泣いた。

「安次郎さん、落ち着いて」

　光流は伊藤安次郎の手を引き離そうとするが、伊藤安次郎は光流にすがりついた。

「神主はーん、聞いてください。私は……」

　伊藤安次郎は、泣きながら自分の人生を語り出した。
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　これは実在する記録だ。文化七年七月二十日夜。浅草、南みなみ馬うま道みち町にて全ぜん裸らに足袋たびだけの姿の男が倒たおれているのが発見された。町役人たちは男を自身番屋に担ぎ込み、意識が戻るのを待った。ようやく目をさました全裸の男は枕まくら元もとにいる見知らぬ男たちに驚いて跳はね起きた。

「自分は京都油小路に住む、伊藤内ない膳ぜんの倅せがれで安次郎と申します。ここは何処どこでしょう」

「ここは江戸の浅草だ」

　町役人が説明すると、伊藤安次郎は驚いて泣き出した。何が起きたのかと町役人が尋たずねると、伊藤安次郎は信じられないような話を始めたのだ。

　二日前の午前中に京都の愛宕あたご山やまに参さん詣けいに向かった。その途と中ちゆう、一人の老ろう僧そうに出会ったところから記き憶おくが途と切ぎれ、気がついたらここにいたのだと言う。

　そんなおとぎ話のような話を聞かされた町役人たちは、誰だれもが伊藤安次郎を疑った。

「それやったら、私が履はいている足袋を近所の足袋職人に見せてください。これは京都の仕立てやと言うはずです」

　伊藤安次郎が泣きながら見せた白足袋は、なるほど真っ白で泥でい土どがついていない。もし、歩き回っていたなら汚よごれているはずだ。

　町役人たちは伊藤安次郎のあまりに必死な姿に心打たれたが、町まち奉ぶ行ぎよう所しよは伊藤安次郎を乱心者として浅草千束村の犯罪者の収容施し設せつに放ほうり込んでしまった。それから、伊藤安次郎がどうなったのかは分からない。その後の記録が無いからだ。しかし、この話は「浅草に人が降る」と江戸の町で噂うわさされた。

　千束村は吉原遊郭のすぐ隣。そして現在、吉原という住所は無く、吉原があった地域は千束という住所なのである。この世に未練を残した京都の伊藤安次郎が吉原神社の近くで地じ縛ばく霊れいとなったのにはそういう経けい緯いがあったのだ。そして、記録からも分かるように、伊藤安次郎は気が小さくよく泣く男のようだ。着物はみすぼらしく、ボロボロだったが確かに真新しい真っ白な足袋を履いている。ちなみに幽ゆう霊れいだが足はちゃんとある。







「なんか、なんつったらいいか。大変な人生でしたね」

　光流は、いたたまれない面おも持もちで伊藤安次郎を見た。

「もしかして俺、えらい拾いもんしちゃったんじゃねぇか？」

　そうは思ったものの、伊藤安次郎の必死な泣き顔は、当時の町役人たちが心を打たれたのと同様に、光流の人情を揺ゆり動かした。光流は考えを巡めぐらせる。

「……じゃあ、こっちの事は俺とゆき乃に任せて、お美津は京都へ行ってくれ」

「あい？　京都？　何でや？」

　お美津狐は苛いらついて、うろうろと歩き回った。

「伊藤安次郎さんを京都のご実家まで送り届けてやってくれ」

「な、何でわしがこんな小こ汚ぎたないおっさんを！　イヤや！」

　お美津狐は、がなり声を上げた。

「お美津っ！」

　光流はお美津狐を言こと霊だまで縛しばった。キューンと鼻を鳴らして地に伏ふせたお美津狐は、上うわ目め遣づかいで光流を見る。

「たまには大人しく言うこと聞け！」

　強い口調の言霊に縛られ、お美津狐は大きな身を小さく縮めた。

「……分かった、行くやさ」

　お美津狐は大きくため息をつく。「狐きつね使いの荒あらいお人ひと好よしめ」という言葉を飲み込んで、渋しぶ々しぶ、京都行きを了りよう解かいした。

「神主はん……えろうすんまへん。うぅ、うぅ……何と御お礼れいを申し上げたら良いのやら……」

　伊藤安次郎は、何度も何度も光流に頭を下げては、そのたびに涙なみだで地面を濡ぬらす。

「礼は京都に無事着いてからお美津に言ってやって下さい」

　あまりの伊藤安次郎の泣きっぷりに光流は困った表情を浮うかべて言った。

「お狐様、有り難がとう御ご座ざいます。なにとぞ宜よろしくお願い致いたします」

　伊藤安次郎はお美津狐に頭を下げる。

「ふん。そやけど、藤原の。ぬしと、ゆき乃さんだけで大だい丈じよう夫ぶなんかいな？」

　伊藤安次郎を無視したお美津狐は、よほど京都へ行きたくないらしく光流に顔を寄せ甘えた。光流はお美津狐の額を撫なでる。

「ああ、もう結界は張ったし、葛の葉姫ひめもいるし心配すんな。な、ゆき乃？」

　しかし、同意を求める光流を、ゆき乃は不安げに見た。

「でも、弁天池でもお母さんは現れなかったし、助けてくれるかどうか……」

　狐きつね魂だまは母である白びやつ狐こ、葛の葉の魂たましいとも言える小さな水すい晶しよう玉だまだ。ゆき乃はネックレスの狐魂を外して手のひらに載のせた。ビー玉ほどの大きさの狐魂はゆき乃の手のひらでコロコロと転がる。

「えっ!?」

「どうした？」

　ゆき乃の声に光流も狐魂を覗のぞき込んだ。

「うわ……」

　狐魂が緑色に濁にごっていた。陽ひの光を反射する透すき通ったいつもの輝かがやきは見る影かげもない。よく見ると緑色の何かが狐魂の中を浮ふ遊ゆうしている。

「そりゃ、水草じゃないんか？」

　お美津狐も覗き込む。確かに金魚の水すい槽そうでよく見る水草の金魚藻もが狐魂の中にびっしりと生えていた。

「まさか、葛の葉姫まで金魚の幻げん術じゆつにハマったのか？」

　光流は舌打ちをした。

「ゆき乃、狐魂を両手で持ってろ」

「はい」

　ゆき乃は両手を皿のようにして狐魂を掲かかげた。狐魂に向かって光流は御ご幣へいを構える。

「稲荷いなり神納成じよう就じゆなさしめ給たまへ！」

　光流の声が吉原神社の境けい内だいに響ひびく。すると、狐魂は震ふるえだし、ゴボッとむせたように緑色の水を吐はいた。それから堰せきを切ったように水が溢あふれ、その小さな玉からは想像がつかないほど大量の水と水草を吐き出した。その水草を含ふくんだ水を、ゆき乃はもろに頭から被かぶってしまった。

「ゆき乃！　大丈夫か？」

　濡れた黒くろ髪かみが重たそうに顔を隠かくし、表情が見えない。

「……光る君」

「葛の葉姫!?」

　源氏物語の主人公、光源氏。その幼名で光流を呼んだのは、ゆき乃ではなくゆき乃の母、葛の葉だった。パーカーにＴシャツ、ショートパンツにレギンス姿の葛の葉は、滴したたる水と水草にまみれて震えていた。

「光る君、そないな冠かんむりつけて王子様みたいやな。助けてもろうて、おおきに。私としたことが油断してもうたみたいや」

　葛の葉は髪から水を滴らせて微笑ほほえんだ。

「何があったんですか？　この水は一体……」

　光流は、葛の葉の髪についている水草を取ってやりながら尋ねた。

「今朝、ゆき乃が吉原大門へ着いた時分に、狐魂に水が流れ込んできて出られへんようになったんや。おかげでゆき乃を守る事ができへんかった」

「そうだったんですか」

　確かに、ゆき乃は吉原大門の交差点で金魚女じよ郎ろうを見たと言っていた。そのとき、ゆき乃と同時に葛の葉も幻術に捕とらわれたようだ。

　すると、葛の葉は身体からだを震わせ、くしゃみをした。

「葛の葉姫、巫女みこ装しよう束ぞくを持ってきてるんで着き替がえてください。そのままじゃ風邪かぜを引きます」

　光流は、用意していた浅草神社の巫女装束を葛の葉に差し出す。

「おおきに、では遠えん慮りよなく」

　葛の葉はおもむろに濡れたＴシャツの裾すそをまくった。ゆき乃の白い腰こしが露あらわになる。

「うわ！　ここでじゃなくて！」

「あ、そうやな」

　焦あせる光流の前で葛の葉は白はく煙えんを上げ、濡れたゆき乃の洋服から、巫女装束へと一いつ瞬しゆんで衣装を替かえた。そして、すました顔で狐きつね火びを出し、髪を乾かわかす。

「なんなんだよ……」

　光流は呟つぶやいてから、ホッと息をついた。

「なんと、お嬢じようさんは妖あやかしやったんか。摩ま訶か不ふ思し議ぎな事もあるもんや」

　そう呟いた伊藤安次郎に葛の葉は目を細める。

「どちらさんや？」

　幽霊である伊藤安次郎を警けい戒かいする葛の葉に、光流は説明する。

「こちらは伊藤安次郎さんとおっしゃいまして、今からお美津が京都のご実家まで送り届けるところです」

　京都と聞いて、葛の葉の瞳ひとみが輝いた。

「京のどちらですか？」

「あ、油小路で、御座います」

　葛の葉の迫はく力りよくに伊藤安次郎は、おどおどと答えた。

「油小路と言うと新選組の決けつ闘とうの……」

　葛の葉は、遠い記き憶おくを呼び覚ますように遠くを見る。

「私はその頃ころには、もう今のような身の上になり、新選組の事はよう知りまへんのんです」

「そないな昔から？　可哀かわい想そうに」

　京都と聞くまで伊藤安次郎を不ふ審しんがっていた葛の葉は、急に伊藤安次郎をいたわった。そして、少し考えるような素そ振ぶりを見せ、言った。

「あい分かりました」

「……？」

　何が「分かった」のかと光流は首を傾かしげた。

「私もお美津狐と共に伊藤殿どのを京へお送り致します」

「はあっ!?」

「光る君がおれば、式神はゆき乃一人で充じゆう分ぶんやないやろか？　なぁ、お美津狐そなたもそう思うやろ？」

「きゅーん」

　葛の葉に同意を求められたお美津狐は耳を垂らして鼻を鳴らした。お美津狐という味方を失った光流は慌あわてる。

「えっ、えっ？　だって葛の葉姫。今、ゆき乃の身体にいるのにどうするんですか？」

「離はなれます」

　葛の葉は堂々と言った。

「は？　離れますって。葛の葉姫の力が無いゆき乃なんて、いても意味無いですよ！」

　焦る光流は、なんとか葛の葉を引き留めようとする。

「……なんやて？　ゆき乃はお役に立てないと？」

　光流の言葉に葛の葉は表情を険しくした。

「いや、あの、ハッキリ言って不安です。結局、俺以外みんな金魚に化かされたんですから」

「もう結界も張ってあることですし、先刻の綿津見大神の力を使えば良いやないですか、光る君」

「え？」

　全すべてを押しつけようとする葛の葉に光流はたじろいだ。

「綿津見大神の力があれば金魚の妖よう怪かいなど、敵では御座いませんやろ？」

　さらに葛の葉は不敵に微笑み、光流に近づく。そして、光流の首に両りよう腕うでを回し、抱だきつく格好になった。

「く、葛の葉姫!?」

「しっかり、抱いてくださりませ。ゆき乃が頭でも打ったらどないするんや」

「ゆき乃が……ですか？」

　よく分からないまま、光流はゆき乃の意識を支配する葛の葉を抱きしめた。

「うわっ！」

　その瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ音と共に白煙が上がり、ゆき乃の身体は全体重を光流に預け、脱だつ力りよくした。白煙の中、木の葉がヒラヒラと舞まい落ちる。

「では、お美津狐、伊藤殿、参りましょうや！」

　ゆき乃の身体から離れ、白びやつ狐この姿となった葛の葉は跳ちよう躍やくしてお美津狐の首に巻きついた。金きん狐こが白狐の襟えり巻まきをしている格好になる。それから、伊藤安次郎を背に乗せたお美津狐は地を蹴けって空へ駆かける。

「えー！　ちょっ、待って下さい！　葛の葉姫ひめ！　お美津！」

　光流は、気を失っているゆき乃の身体を抱いて叫さけんだ。

「そうや、藤原の！　腹へってるやろ？　ゆき乃さんの分も弁当買ってあるから食え」

「そうだ。頼んであったな。なに買ったんだよ」

「特製すきやき御ご膳ぜん弁当や！」

　正午前の青空に舞いながらお美津狐は得意げに言ったが、光流は眉まゆを寄せる。

「は？　朝から？　俺、テラサワのサンドイッチが良かった」

「なにぃ、わしが好きなもんでいいから買こうてこいって、ぬしが言ったんやさ！　喜ばんかい！」

　お美津狐は宙で地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「お前が、そこまで肉にく食しよく獣じゆうだと思ってなかった！」

「いいから黙だまって食え！　力出んぞ」

「分かった。黙って食うから、一いつ緒しよに食おうぜ」

「それは無理な相談や。ぬしが京都へ行けと言ったんやさ」

　光流の提案をお美津狐は一いつ蹴しゆうした。いよいよ本格的に光流は焦りだした。

「お美津のバカ！　葛の葉姫、待って下さい、ホントに！」

「我が子、晴せい明めいの様子も気になりますので見てまいります」

「いやいや、千年も前に死んでるでしょーが！」

　光流の言葉も耳に入らない様子の葛の葉は興奮気味に続けた。

「それと、二条に文久創業の美味おいしい大福屋がありますのや。土産みやげに買うてきます。ゆき乃のこと、よろしゅうに」

「大福いらないですから、行かないで！」

「神かん主ぬしはーん、この御お礼れいは必ずさせてもらいますぅ。おおきに」

　伊藤安次郎は笑え顔がおで手を振ふった。

「あー……もう。どうにでもなれ」

　ここまでくると、光流は諦あきらめて手を振り返す。

「安次郎さん、お元気で……」

　すでに幽ゆう霊れいである伊藤安次郎に「元気で」と言うのは正しかったのか、首を傾げながら手を振る光流。

「藤原の！　わしらは行くぞ！」

「おう、頼たのむぞ！」

　覚かく悟ごを決めた光流は、お美津狐に親指を立てた。

「光る君、ゆき乃に宇う迦か之の御み魂たまの神かみの御お米こめを食べさしてください。よろしゅうに！」

「はい！」

　光流は狐の襟巻きとなっている葛の葉に頷うなずいた。

　そして、お美津狐は西の空を睨にらむように見ると、金色の軌き跡せきを描えがきながら京都を目指し、空を駆けた。

「はぁ」

　ゆき乃を抱きかかえる光流は吉原神社の境けい内だいに残された。大きくため息をつくと気を失っているゆき乃を社しや殿でんへ寄りかかるように座らせる。ゆき乃は目を覚まさない。

「ゆき乃、宇迦之御魂神の米はどこだ？」

　光流が眠ねむるゆき乃へ問いかけたとき、聞き覚えのある音が聞こえた。

　ピチョ、ピチョ……という水音が近づいてくる。

「あ……」

　その音に振り向いた光流は声を上げる。

　それは、吉原神社に沿った海水の結界の外に立っていた。

　橙だいだい色いろの打ち掛かけを引きずったびしょ濡ぬれの幼い遊女。乱れた髪かみからポタポタと落ちる水すい滴てきが地面を濡らす。髪の隙すき間まからのぞく顔は朱しゆ色いろの鱗うろこに覆おおわれていた。光流と金魚の遊女は対たい峙じした。

「出たな、金魚女じよ郎ろう！　お前、なんで邪じや気きがねぇんだ。いつ来たのか分かんねぇだろうが。それに大勢連れてたっていう怨おん霊りようはどうした？」

　そう言って光流は、目を細め金魚女郎を見る。

「……一緒にいるわ」

　金魚女郎は、にたりと笑った。すると金魚女郎、玉菊の身体からだから大勢の怨霊が解き放たれた。怨霊たちは玉菊を取り巻いて浮ふ遊ゆうする。途と端たんに邪気が漂ただよう。

　玉菊を取り巻いていた大勢の怨霊が遊女の中でも位の高い花魁おいらんの姿へと変わり、玉菊の背後に整列した。そして一糸乱れることなく、その場から動かずに高たか下げ駄たで外八文字を描いた。きちんと八文字を描くまで三年はかかるといわれる花魁道中での歩き方だ。

　無表情で一言も発さず、外八文字を描く花魁たち。その動きに合わせてしゃなり、しゃなりとかんざしの音を鳴り響ひびかせる姿は、美しすぎて不気味だった。

「クソ、数多すぎるだろ。結界よ、破れるなよ。今の俺にはお前が頼たよりだ」

　たった一人の光流は御ご幣へいを構え、藍あい色いろの瞳ひとみを閉じる。ゆっくりと開いた瞳は青く輝かがやく。光流は、その瞳で玉菊を睨みつけると祝詞のりとを奏上するために大きく息を吸った。
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「此乃所乎祓比清米氏神籬刺立氏……」

　光流の清せい祓ばつ詞しが吉原神社、そして吉原の街に響き渡わたる。

「掛麻久母畏伎産土大神祓戸大神乃大前爾……」

　すると、清祓詞の途と中ちゆうで金魚女郎、玉菊は震ふるえ出した。徐じよ々じよにその震えは大きくなり、やがて爆はぜるように弾はじけた。それと同時に花魁たちの姿も消える。

「は？」

　光流は藍色に戻もどった瞳を瞬またたく。

　金魚女郎の欠片かけらは結界の壁かべにぶつかり、ボタボタと地面に落ちた。その欠片は肉のように赤く、ビチビチと地面を跳はねる。それは金魚だった。乾かわいた地面で何十匹ぴきもの金魚が水を求めて飛び跳ねている。

「アイツ、金魚で出来てたのか？」

　金魚女郎は金魚の集合体だったようだ。光流は不ふ審しんな瞳で地面を跳ねている金魚を見る。しかし、この金魚たちこそ、弁天池から姿を消した金魚たちに違ちがいなかった。

　金魚女郎のあっけない最さい期ごに拍ひよう子し抜ぬけしながらも、光流は安あん堵どの息をついた。

「はぁ、どうにかなるもんだな……」

　光流は玉たま垣がきの外で跳ねる金魚と、社殿の外壁に寄りかかり眠るゆき乃を交こう互ごに見た。

「ゆき乃は眠りこけてるから、先に……金魚だな」

　壁となる結界に御幣を向けると、ガラスのようだった海水の結界が一いつ瞬しゆんブルンと揺ゆらぎ、光流を結界の外に導いた。光流は御幣を置き、地面で跳ねる金魚たちの前に両手を皿のようにして差し出した。

「お前たち、水を与あたえるからここに来い」

　金魚たちは綿津見大神の力に導かれるように進んで光流の手の中に飛び込んでいく。手の器うつわが金魚でいっぱいになると光流は再び吉原神社の中に戻り、境内を見回した。

「どーすっかな？」

　参拝者が、手を洗い身を清める手水舎ちようずやが目に入る。

「……仕方ねぇか」

　光流は手水舎の水すい盤ばんに金魚を放した。これを三回繰くり返すと、全すべての金魚が光流によって救われた。金魚たちは嬉うれしそうに水盤をクルクルと泳ぎ回る。それを見て光流は満足げに微笑ほほえんだ。

「良かったな、お前たち」

　光流の言葉に応こたえるように一匹の金魚が水盤を跳ねた。

「さて、次は眠り姫ひめだな……」

　神通力の覚かく醒せいが不充分なゆき乃は、葛の葉に意識を乗っ取られると、気力体力共に使い果たしてしまう。光流はしゃがみ込んで、ゆき乃の肩かたを揺すった。

「おい、ゆき乃！　終わったぞ！」

「……」

　反応は無い。ゆき乃はピクリとも動かなかった。「うーん」と唸うなって考え込む光流。

「よし……許せよ？」

　覚悟を決めた光流はゆき乃の巫女みこ装しよう束ぞくの袖そで口ぐちから手を入れて袂たもとをまさぐった。

「宇迦之御魂神の米は……無いな」

　今度は逆の袂へ手を伸のばそうとしたとき、巫女装束の胸むな元もとに小物入れが見えた。

「……あ、コレか？」

　光流は、そっとゆき乃の胸元に手を伸ばす。しかし、それは何者かによって阻そ止しされた。

「うわっ！」

「何、してるんですか？」

　ゆき乃の手が光流の手首をしっかりと摑つかんでいた。そして、ゆき乃は光流を睨みつける。

「ちげぇって！　葛の葉姫がっ！」

「はい？」

　ゆき乃は、手に力を込める。

「痛いってぇな！　俺は、お前を回復させようと思って宇迦之御魂神の米をだな……」

「あぁ、それなら……」

　ゆき乃はようやく手を離はなし、腰こしにつけてある朱色の巾きん着ちやくを差し出した。

「これです」

「そこかよ！」
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　ゆき乃は、美津から貰もらった宇迦之御魂神の米を数すう粒つぶ飲んだ。身体の底から沸ふつ々ふつと力が湧わいてくる。良質な睡すい眠みんをとった後のような新しん鮮せんな気持ちだ。眠ねむたそうだった瞳もキラキラと黒く輝く。

「はぁっ」

　ゆき乃は目を閉じて息をついた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、大丈夫です。すみません」

　ゆっくりと目を開ける。天頂まで昇のぼった太陽の光が吉原神社に降り注ぎ、ゆき乃は眩まぶしさに目を細めた。その光の中、ティアラを頭に載のせている光流がゆき乃の顔を覗のぞき込み、目が合うとおとぎ話の王子のように微笑んだ。

（なにこれ、光源氏オーラ全開……）

　ぼんやりとしているゆき乃の頭に、光流はポンと手を乗せる。

「もう、終わったから」

「え？　終わったんですか！　みんなは？」

　驚おどろいたゆき乃は、キョロキョロと見回した。言われてみれば、お美津狐の姿も伊藤安次郎の姿もなかった。

「お美津は伊藤安次郎さんを京都に送ってった。ついでに葛の葉姫もついてった」

「お母さんも？　良かった、お母さん無事だったんですね」

「ああ、葛の葉姫も金魚女じよ郎ろうに化かされて、狐きつね魂だまから出られなかったみたいだ。だからお前を守ることが出来なかったんだ。で、肝かん心じんの金魚女郎と遊女の怨おん霊りようは俺の祝詞のりとのおかげで、ただの金魚に戻って……」

　ツンツン、ツンツンと、ゆき乃は光流のパーカーの袖そでを引っ張る。

「それで、さっき俺が手水舎の……ってなんだよ、話の途中だろ」

「……藤原さん、その金魚を手水舎の水盤に入れました？」

「ああ、今そう言おうとしたとこだ」

　光流は若じやつ干かん、苛いら立だちながら言った。

「あ、あ、あれ……」

　ゆき乃は光流の背後を指さす。

「は？」

　光流は振ふり返る。そこには手水舎があった。その手水舎の水盤から何かが姿を現す。陽ひに照らされるそれは、水盤から這はい出す遊女だった。島しま田だ髷まげにたくさんのかんざしを挿さす花魁おいらんである遊女が、水を吸った着物を重たそうに引きずり、水盤から上半身を出している。向こうが透すけて見えるような実体のない怨霊ではなく、完全なる人間の女の姿だった。ずぶ濡ぬれの着物だという違い和わ感かんを除けば、花魁と呼ばれるに相応ふさわしい華はなやかな容姿だ。遊女はもがくように這い出し、ビシャッと音を立て水盤から地面に降りた。

「はぁ、はぁ……」

　地面に這いつくばる遊女は、やっと肺に空気が満たされたかのように、苦しげに肩で息をしている。

「な！　なんだよアレ！」

　光流は、しゃがんで振り返った姿勢のまま固まった。そして、水盤から再び聞こえたバシャッという水音に光流は顔を青くする。

「は？　噓うそだろ……」

「ふ、藤原さん……」

　水盤から新たに白粉おしろいが塗ぬられたマネキンのような白い手が飛び出したのだ。二人目の遊女が姿を現した。

「……はぁっ」

　二人目の遊女は上半身までを水すい盤ばんから出し、大きく息を吸った。すると、また新たに白い手が現れる。三人目の遊女だ。次から次へと現れる遊女にゆき乃は身体からだを震ふるわせた。

「金魚に遊女の怨霊が取り憑ついてたんだ」

　それに気がつかなかった光流は、悔くやしげに呟つぶやいた。

「……藤原さん。金魚は何匹びきくらいいたんですか？」

　ゆき乃はうわずった声で尋ねた。

「ざっと三十匹ぴきはいたな」

「三十匹!?」

　金魚一匹一匹が遊女に姿を変えているとしたら、三十人近くが這い出してくることになる。そのとき、境けい内だいに降り注いでいた陽がかげり、冷たい風が吹ふいた。

「やべーな。結界の中だぞ」

　遊女が這い出す手水舎ちようずやは吉原神社の境内、すなわち結界の中にある。

　そうしている間にも次々と遊女は水盤から這い出してきている。現れた一人目の遊女はズルズルと打ち掛かけを引きずり、立ち上がろうとしていた。

「ゆき乃、社しや殿でんの扉とびらを開けて中にいろ。結界を張り直す。結界が完成するまでお前は社殿から出るなよ」

「はい！」

　光流は、境内に作られた祭さい壇だんから神酒みきを手にする。そして素す早ばやく社殿に沿って神酒を撒まき、社殿と向かい合うように立った。その間にゆき乃は、外から社殿の扉を開け放つ。社殿の中へ移動し、そこから境内を見守る。光流は御ご幣へいを構え、大きく息を吸うと結界を張る清せい祓ばつ詞しを奏上した。

　一人目の遊女から順に外八文字を描えがいて歩き出した。そして二人目、三人目と続く──。祝詞を奏上する光流を囲い、遊女たちはしゃなり、しゃなりと行列を為なした。

　青く輝かがやく光流の瞳ひとみは社殿もゆき乃の姿も映していない。映すのは空の青と、海の蒼あおと、波の白だ。

　光流の祝詞が奏上される間も遊女は次々と手水舎の水盤から這い出し、光流を取り囲むように連なって円を作る。皆みな、美しい顔立ちに美しい着物、そして下級の遊女は着ることが許されない打ち掛けを纏まとっている。蝶ちようのような艶あでやかな外見と水に濡れた姿、凜りんとして外八文字を描く歩き方が不気味な違和感を生む。そうして、三十人程ほどの遊女の輪が出来たとき、誰だれからともなく歌い出した。

　──真っ赤なおべべの可愛かわいい金魚　お袖をふりふり泳いでる──

　その合唱に光流の祝詞がかき消されるが、社殿に沿って撒いた神酒の跡あとから水音を立てながら海水が湧き出してきた。遊女の歌にかき消されようとも光流の祝詞は効力を失っていない。湧き出た海水は地面に染しみ込まずに、社殿の外がい壁へきを這うように湧き上がる。海水は生き物のような動きで、屋根まですっかり社殿を覆おおった。すると、海水は一いつ瞬しゆん、波打ってからキンと音を立て、ガラスのように硬こう直ちよくする。吉原神社社殿はガラスのような結界にコーティングされた。

（……すごい！）

　ゆき乃は社殿の中から目を見張った。しかし、急ごしらえの結界は、玉たま垣がきに沿って張った結界より薄うすい上に、まだ完成していない。その間も遊女たちは合唱しながら輪を作って歩いている。皆、前を向いて歩く中、一人の遊女が祝詞を奏上する光流を見つめていた。

「科戸乃風乃天乃八重雲爾吹伎……」

　光流の祝詞が終しゆう盤ばんに差しかかったそのとき、光流を見つめていた遊女が輪から外れた。

（……！）

　ゆき乃は、その遊女の存在に気がつき注目する。トランス状態のようになっている光流は青く輝く瞳を見開き、祝詞を発し続けている。背後に忍しのび寄る遊女には気がついていないようだ。

（お願いだから藤原さんに何もしないで）

　社殿を出るなと言われたゆき乃は、ハラハラしながらその様子を見つめた。

　輪から外れた遊女は白く細い腕うでを伸のばし、光流を背中から抱だいた。光流の青い瞳が泳ぐ。しかし、何事もなかったように祝詞は続く。

　光流に抱きつく遊女は赤い舌を出し、光流の首筋をチロリと舐なめ上げた。陽がかげり、肌はだ寒ざむくなっていたが光流の額に汗あせが浮うかぶ。

（……藤原さん）

　祝詞の途と中ちゆうで光流の集中力が途と切ぎれたら、結界は完成しない。さらに光流の身もどうなるか分からない。社殿を出るなという光流の命令と光流を守る式神であるという葛かつ藤とうにゆき乃は居ても立ってもいられない気持ちになった。

「旦だん那な……もっと、わちきを見ておくんなんし……」

　遊女はそう囁ささやくと、光流の構える御幣に手をかけた。

「ダメっ！」

　ゆき乃は叫さけびながら駆かけ出した。社殿に張りつく海水の結界を通り抜ぬける。それはガラスのように硬かたく見えたが、潮の香かおりがする海水の壁かべだった。そして、爆ばく発はつ音と共にゆき乃は白はく煙えんに包まれた。その白煙から飛び出したゆき乃の姿はさっきとは変わっていた。黒い瞳は金色に輝き、爪つめは紅あかく染まり、艶つややかな黒くろ髪かみからは白い毛並みの耳、そして腰こしからは白く豊かな尾おが現れた。ほんの一瞬、光流はゆき乃を見たが、すぐに視線を戻もどし、祝詞を続ける。

　ゆき乃は走りながら、紅い爪で遊女を引っかけてさらうように光流から引き離はなした。普ふ通つうの十六歳の女の子の力では到とう底てい無理だが、稲荷いなり神しん使しとして神通力を発揮しているゆき乃には容易たやすい。

「あんたさんには関係ありんせんっ！」

　怒ど鳴なる遊女の胸むなぐらを摑つかんだゆき乃は、遊女たちの輪を飛び越こえ、手水舎へ駆ける。そのとき、ゆき乃の心に、ある和歌が浮かんできた。

「このたびは　幣ぬさも取りあへず　手た向むけ山やま　紅葉もみぢの錦にしき　神のまにまに」

　学問の神として知られる菅すが原わらの道みち真ざねが詠よんだこの和歌は「今度の旅では御幣を捧ささげることも出来ません。紅葉を錦に見立てて御幣の代わりにするので神の御み心こころのままにお受け取り下さい」という意味だ。その和歌を詠んだ途と端たんに、遊女はゆき乃の手の中で金魚の姿に戻った。

「わっ、どうしよう！」

　ゆき乃は慌あわてて金魚を手水舎の水盤に放した。水を得た金魚は元気に水盤を泳ぐ。それを見ていた遊女たちは皆、ゆき乃を睨にらむ。

「なんとまあ、じれったいケダモノでありんしょう」

「女の嫉しつ妬とは見苦しゅうござりんすなぁ」

　遊女たちは口々に文句を言う。

「嫉妬じゃありません！　私は式神です。主あるじを守るのは当たり前でしょ！」

　思わず言い返したゆき乃を無視して、遊女たちはブツブツと文句を言いながら再び歩き始める。今度は歌いながら舞まい扇ぜん子すを振る。

　──梅は咲さいたか桜はまだかいな──

　遊女たちが扇せん子すを振るたびに、梅の花や桜の花が舞まう。それは魔ま法ほうのように幻げん想そう的てきにゆき乃の目に映った。

「……」

　ゆき乃は図はからずも見とれた。

　──真っ赤なおべべの可愛い金魚──と、囁くような歌声が耳に響ひびく。

　その瞬しゆん間かん、何かがゆき乃の身体へ侵しん入にゆうし、ゆき乃の意識は飛んだ。
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「いやぁぁぁぁぁあ！」

　ゆき乃は布ふ団とんの上で泣き叫んでいた。楼ろう閣かくの極ごく彩さい色しきの部屋で若い者と呼ばれる男の奉ほう公こう人に四し肢しを押さえられていた。他ほかに初老の男と年増の女、白衣の医者らしき男がいて、ゆき乃を見つめている。

「覚かく悟ごを決めなさい」

　初老の男はゆき乃に言った。上等な羽織を纏ったその風ふう貌ぼうは、おそらく楼ろう主しゆだ。

「お前の事を娘むすめの様に慈いつくしんで、花魁おいらんにまで育て上げたのに、こんな風に裏切られるとは……あの男の事も、子供も諦あきらめなさい」

　そう言うと、楼主は医者と思われる男に目で合図をした。医者は鉗かん子しで橙だいだい色いろの丸いものを摘つまむ。

「やめて！　いやあぁぁぁぁぁ！」

　なぜか、ゆき乃にはこれから行われる悲劇が分かっていた。わずかに動く首を起こして眺ながめた自分の身体からだは、妊にん娠しんしているように腹が膨ふくれている。

「さあ、ここからは遣やり手の仕事だ」

　楼主は年増の女をうながす。遣り手婆ばばぁと呼ばれる遣り手は元遊女で楼閣を切り盛りするのが仕事だ。遊女たちの母親的な存在でもあり、厳しい上司でもある。遣り手はゆき乃に微笑ほほえみ、優やさしく頰ほおを撫なでた。

「……子を宿せない身体になってこそ一流の花魁さ。吉原一の花魁になるのがあんたの夢だったろ？」

　ゆき乃の瞳ひとみから熱を持った涙なみだが流れる。

「わちきはどうなってもようござんす！　だけど、あの人の子だけはー！」

　ありんす詞ことばと呼ばれる遊女独特の言葉が勝手に口をついて出る。そのとき、腹の中で何かが動いた。

　──生きている！

　小さな命は自分の存在を知らせるように動き続けた。どうにもならない切なさ、悔くやしさでどうにかなりそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、あんたなら耐たえられるよ」

　遣り手は母のような優しい表情で、残ざん酷こくなことを言った。

　医者が鉗子で摘まんだ橙色の丸いものを見せ、合図をすると、遣り手と楼主は頷うなずいた。それは、ほおずきの実であった。

「鬼灯ほおずき……」

　ゆき乃は、ほおずきの実を見て怯おびえた。

「いやぁぁああああー！」

　そして、ゆき乃は魂たましいの限り叫んだ。







「おい、ゆき乃！　目を覚ませ！」

「いやぁあ！　私の子！」

　ゆき乃は両りよう肩かたを支える光流の腕うでを叩たたき、泣きわめいた。

「イテー！　子ってなんだよ。目を覚ませ、三井ゆき乃！」

　光流はゆき乃の肩を大きく揺ゆすりながら、言こと霊だまを持つ名前を発して、三井ゆき乃だということを自覚させた。すると、電池が切れたように動きが止まり、ゆき乃は我に返った。

「……あ、ここは、社しや殿でんの中？」

　ゆき乃は辺りを見回した。そこは極彩色の楼閣の中ではなく蠟ろう燭そくの灯あかりだけの社殿の中だった。光流が、手水舎ちようずやの前で意識を乗っ取られたゆき乃を社殿へ運んだのだ。

　自分が三井ゆき乃だと認にん識しきしているものの、遊女の体験に心が引きずられ、涙はまだ熱を持って流れる。

「私、どうして？」

　ゆき乃は涙をぬぐう。すでに耳も尾おも消え、瞳の色も金から黒へ戻もどっている。

「金魚に取り憑ついていた遊女の霊れいがお前に取り憑いて、幻げん術じゆつを見せたんだ」

　光流はゆき乃が何を見て、何を体験したのかは聞かなかった。取り乱したゆき乃の言動から容易に想像がつくからだ。

「浅あさ茅ぢヶが原はらの鬼おに婆ばばのときもそうだったけど、お前には相手の心を映す能力があるのかも知れねぇな。だから余計に幻術の世界に引き込まれやすいのかもな」

　光流は映画館の真っ白なスクリーンを思い浮うかべた。相手の心の風景を投とう影えいさせるスクリーン。それがゆき乃だ。

　遊女たちの舞まいに見とれ、油断した隙すきにゆき乃は遊女の霊に憑かれたのだ。ゆき乃は思わず膨らんでなどいない自分の腹を撫でた。

　避ひ妊にん具など無い時代、遊女の堕だ胎たいには、ほおずきが使われた。ほおずきにはヒストニンという有害物質が含ふくまれていて、子宮緊きん縮しゆくにより流産するのだ。このような無理な堕胎により不ふ妊にんになるのはもちろん、死亡する遊女が多くいた。ゆき乃が金魚に戻した遊女も堕胎により死んだ遊女だったようだ。

「……すみませんでした。社殿にいるように言われたのに……」

　シュンとして謝るゆき乃に、光流は表情を緩ゆるめた。

「いや、助かったよ。結界が完成したのは、お前のおかげだ。ありがとな」

　光流の感謝の言葉にゆき乃は唇くちびるだけで微笑んだ。結界は完成し、今、光流とゆき乃がいる社殿の中は結界に守られる安全な場所となった。

「お美津と葛の葉姫ひめの帰りを待とう。応急処置の結界だけど、夜までは持つはずだ」

　急ごしらえの薄うすい結界は数時間しか役目を果たさない。しかし、お美津狐の健けん脚きやくならば夜までには京都から戻ってこられるはずだ。

　ゆき乃は閉じられている扉とびらを見た。完全な密室となった社殿からは外の様子は分からない。

「遊女たちは、どうしてるんですか？」

「ああ、聞こえないか？」

　ゆき乃は、耳を澄すませた。微かすかに歌が聞こえる。

「お聞きの通り、舞えや唄うたえの大おお騒さわぎだ」

　ゆき乃は光流から離はなれ、扉の鍵かぎ穴あなから外を覗のぞいた。遊女たちはまだ社殿を取り囲んで輪を作り、歌っていた。その一人を見てゆき乃の心臓がキュッと縮む。堕胎を勧すすめた遣り手がいた。まだ遣り手となる前の若い姿だが間ま違ちがいない。

「赤子の為ために検けん診しんを受けなさいな」

　遣り手だけにこっそり妊娠を告げた遊女。しかし遣り手が呼んだのは普ふ通つうの医者ではなく、中条流と呼ばれる堕胎医者であったのだ。

　──アノヒトのコをコロシタように、コロシてヤル──

「うぁ────！」

　その時、遊女の感情が爆ばく発はつし、ゆき乃は叫さけんだ。ゆき乃の神通力が解放され、耳と尾が現れる。遊女の怨おん霊りようはまだゆき乃に取り憑いていた。

「コロシテヤル……」

「ゆき乃っ！」

　光流は、感情と力のコントロールを失ったゆき乃を制した。光流の声に振ふり返ったゆき乃の瞳は、薄うす暗ぐらい社殿で金色に怪あやしく光る。歯を食い縛しばり、唸うなり声を上げ、完全に自分を失っている。その姿を見た光流は社殿の祭さい壇だんに供えてある塩を摑つかんだ。

「お前は、三井ゆき乃だ！」

　そして、ゆき乃に向かって塩を投げつけ、社殿の扉を開けた。素す早ばやく御ご幣へいを構える。

「疎うとび祟たたる邪じや鬼きの上より行かば上を守り下より行かば下を守り給たまひ！」

　光流の祝詞のりとを聞いた途と端たん、身体から芯しんが抜ぬけたようになり、ゆき乃はその場にへたりこんだ。

「きゃあ！」

　そして、身体から何かが抜け出る。その霧きりのような煙けむりのような物体は遊女の怨霊だった。それは社殿の中を彷徨さまよったが、社殿を覆おおう結界が異物を吐はき出すように外へ追い出した。光流は素早く扉を閉じてため息をつく。

「……お前、憑ひよう依い体質なんだな。狐きつねのクセに」

「……ありがとうございました。すみません」

　ゆき乃は耳を押さえた。遊女の怨霊が身体を抜け出す瞬しゆん間かんに「祈いのって……」という声が聞こえた気がした。

「ん？　どうした。大丈夫か？」

　ゆき乃の様子に気がついた光流はゆき乃の顔を覗き込んだ。

「あ、はい。大丈夫です。なんか聞こえた気がしたんですけど、空耳です」

「……ならいいけど。あーなんか疲つかれた。着き替がえるわ」

　光流は、伸びをしながら言うと、狩かり衣ぎぬ一式を持って社殿の隅すみに行く。

「……見るなよ？」

「はい」

　ゆき乃は素す直なおに光流がいる方向と反対を向いた。

「ぎゃー！　ゆき乃！」

「どうしたんですか！」

　光流の叫び声に振り向いたゆき乃は固まる。

「狩衣、めっちゃ冷えてる……」

　片かた肌はだを露あらわにした光流が冷えた狩衣に袖そでを通すのをためらっていた。思っていたより色白でなめらかな光流の肌はだと、意外に引き締しまっている身体からだをゆき乃は思わず見つめたが、ハッとして我に返り、顔を背そむけた。

「もう、見るなって言ったのに、わざと見せないでください！」

　そうして、薄うす青あお生き地じに雲うん鶴かく紋もんの狩衣に着替えた光流は「さみーな」と袂たもとを合わせて腕を組み、ゆき乃の隣となりに座った。

「お前、寒くねぇの？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　そう答えたものの、言われてみれば思わず手をすり合わせてしまうような寒さだ。春も終わろうとしていたが、陽ひがかげるとやはり肌はだ寒ざむい。暖だん房ぼうも無く、板の間である社殿は特に冷える。

　気がつくと二人はぴったりと寄り添そっていた。寄り添う方の腕や太ももに光流の体温を感じたゆき乃は慌あわてて提案する。

「そうだ！　藤原さん、お弁当食べましょう。食べたら温まりますよ」

「そうだな、いいかげん腹減ったな」

　二人は隣となり合って美津が買ってきた特製すきやき御ご膳ぜん弁当を食べた。朝食もろくに食べていなかったゆき乃はキレイに完食したが、寝ね不ぶ足そくと二日酔よいの光流は半分を残した。

「ごちそうさまでした！」

「うう……狐って食しよく欲よく旺おう盛せいだよな」

　そして、二人は沈ちん黙もくする。社しや殿でんを遊女たちに囲まれた危機的な状じよう況きようであるのに、ゆき乃は今を穏おだやかな時間に感じていた。ゆき乃は隣の光流を見た。

「ん？」

　今の光流も穏やかだった。いつもならぶっきらぼうに閉ざされてしまう光流の心の扉が今は少し開いている気がした。ゆき乃は以前から気になっていた「あの事」を聞いてみようと勇気を出す。

「藤原さん？　藤原さんって、神様なんですか？」

「は？」

　光流は、きょとんとしてゆき乃を見る。その光流の様子にゆき乃は焦あせって説明する。

「だって！　綿津見大神の海の結界とか青くなる瞳ひとみとか……顔もキレイだし」

「顔……？」

　フイッと光流は顔を逸そらせた。その横顔は照れているように見える。神は人より美しい者として降臨するとおとぎ話で読んだことのあるゆき乃は素直にそう尋たずねたのだ。

「あー、顔は天然です……何、キレイって。恥はずかしー……」

　恥ずかしそうに片手で口を覆って、遠くを見る光流。そして小さく呟つぶやく。

「そういえば、俺もうっかりお前に同じようなこと言ったな」

「え……」

　今度はゆき乃が、きょとんとする。初めて出会った日、ゆき乃を妖よう怪かいだと思い込んでいた光流は「さすが……妖あやかしっつーだけに、ツラはキレイなんだな」と、不敵な笑えみを浮うかべ言ったのだ。

「妖は人をたぶらかすために美しい人間に変へん幻げんする。俺、あのときはお前のことを妖怪だと思ってたからな」

「……あの、それって」

　ゆき乃の頰ほおがみるみる赤く染まっていく。言っている本人は気づいていないようだが、遠回しに「美しい」と言われていることに、ゆき乃は言葉を詰つまらせた。

「……！」

　光流はゆき乃の様子を見て、ようやく自分の発言の意味に気づき、わざと不ふ機き嫌げんそうな表情でとぼけた。

「なに？　俺なんか言った？」

「……いえ」

　ゆき乃はうつむいた。

（キレイだって言われたなんて言ったら、絶対「勘かん違ちがいだ」ってバカにされる）

　そして、沈黙するゆき乃。

「その、黙だまるのやめろ」

「わっ！」

　光流はゆき乃の額をペチンと軽く叩たたいた。

「なっ、なにするんですか？」

　両手で額を押さえ、驚おどろくゆき乃を光流は笑った。しかし、笑顔は真しん剣けんな表情へと変わる。

「葛の葉姫ひめと約束したし、お前には言おうと思ってたんだ……えっと、俺のこと、なんだけど」

　奥山おまいりまち商店街で葛の葉と交かわした約束。光流はその約束を果たすのは今だと決めた。

「俺、神様なんかじゃねぇよ」

「……」

　光流の隣に座るゆき乃は、黙って頷うなずいた。言葉を発したら、光流がそれ以上語るのをやめてしまう気がした。思わず息を潜ひそめてしまう。

「俺が神通力を授さずかったのは、俺が十七歳になる前日のことだ」

　光流の視線は社殿の壁かべを通り越こし、三年前のあの日を見ていた。

　外の遊女たちの歌が社殿まで響ひびく……。
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　光流の十七歳の誕生日前夜。四月といえど夜中はかなり気温が下がる。

「藤原、遅おせーよ！　めっちゃ寒い！」

「悪い！　親父おやじの話が長くて……マジごめん」

　光流は浅草寺本堂裏の広場で待っていた同級生の本田に謝罪した。二人はある悪事を行おうとしている。不安などスパイス程度のほんの小さなもの。誰だれも為なし得ない許されざる秘ひめ事に光流は黒い瞳を、本田は茶の瞳を輝かがやかせていた。

「藤原、鍵かぎは？」

　本田は鍵を回すジェスチャーをしてみせた。

「任せろ。全すべては俺の手の中にある」

　光流は鍵を見せ、得意気に鼻を鳴らした。そして二人は夜の浅草寺本堂前へ移動し、打ち合わせ通りに陰かげに隠かくれる。光流がこっそりと手に入れた鍵で本堂へ忍しのび込もうとしているのだ。ライトアップが終しゆう了りようした境けい内だいに人ひと影かげはなく、真夜中の本堂前は静まり返っていた。

「本田、ちょっと様子見てくるから、ここにいろよ」

　光流は囁ささやくように言うと、一つしかない懐かい中ちゆう電灯を持って、本田から離はなれた。

　闇やみに残された本田は落ち着きなく周囲を見回し、身み震ぶるいする。見上げた扉とびらは自分の背せ丈たけの二倍以上あり、黒地に真しん鍮ちゆうの金の装そう飾しよくが厳格な雰ふん囲い気きを強調していた。その扉は何者をも拒きよ絶ぜつするように、しっかりと閉じられ、背後では五ご重じゆうの塔とうが闇にそびえ全てを見下ろしていた。

「……」

　本田は五重塔に責められている気分になり、うつむいた。そのとき、視界の端はしで人影が動いた気がした。本田は目を凝こらす。

「……誰かいるのか？　藤原？」

　──本尊を……いけません──

「うわー！」

　耳元で囁かれた声に本田は大声を上げた。

「騒そう々ぞうしーわ、お前はっ！」

　青ざめた本田の額をペチンと叩いたのは、光流だった。

「藤原っ！　バカ！　脅おどかすんじゃねぇよ！」

「はぁ？　何言ってんだよ。んなことより、大丈夫そうだ。準備はいいか？」

　光流は懐中電灯で本田の顔を照らした。本田は眩まぶしそうに顔をしかめながらガッツポーズを作る。

「おし、行くぞ！」

　光流は、黒い鍵を黒い扉の黒い鍵かぎ穴あなへ差し入れた。鍵穴はすんなりと鍵を受け入れた。慎しん重ちように鍵を回すと、扉はガ、チャンと仕方がないというふうに開かい錠じようした。二人は顔を見合わせる。

「やべ。自分史上最大のドキドキ警報発令中！　ホントにやる？」

　そう言って本田は光流の服の裾すそを引っ張った。

「んだよ、それ！　お前が言い出したんだろうが」

「これ、お前への誕生日プレゼントだからな」

　恐きよう怖ふ心しんから本田は、押しつけがましく言った。

「ほとんど、俺がやってんじゃねぇか！」

　光流は本田に向かって舌打ちすると、黒くそびえる扉を見上げた。そして、真鍮で出来た引き輪に手をかける。

「開けるぞ」

　光流の合図に本田は緊きん張ちようの面おも持もちで頷いた。光流により引かれた本堂の扉は中身を見せるのを嫌いやがるようにギィと悲鳴を上げる。

「……！」

　不気味な違い和わ感かんに光流は手を止めた。中から何かが扉を押しているのだ。その直後……。

「うわ────！」

　二人は、ものすごい力で押しのけられる。本堂の石段を滑すべるように下り、参道まで押し出された。扉から現れたのは無数の松の木だった。松の木が本堂から二人を引き離したのだ。現れた松は石いし畳だたみを割って根を張り、本堂を守り囲うように生えた。

「せ、千本松……」

　参道の石畳に尻しりもちをつく光流は小さく呟つぶやいた。浅草寺に伝わる伝説を思い出したのだ。

「本田！」

　光流は必死の形相で本田を探すが、本田の姿は見えない。

　続いて、地鳴りが響く。地鳴りは神仏の怒いかりの声のようでもあり、大地がおののく声のようでもあった。やがて大気も建物も全てが震ふるえ始める。

「地じ震しんだ……」

　地中深くから湧わき出るような地鳴りは地震へと変わった。そして、本堂の上空から金雲が生まれいでる。雲一つなかった夜空は、金雲立ち込める日本画のような風景となる。

　光流の耳に何かが擦こすれる音が聞こえる。金雲の奥から巨きよ大だいな何かが現れようとしている。金の鱗うろこが金雲の合間から覗のぞいた。それを見た光流は激しく後こう悔かいする。

「……金きん龍りゆうだ」

　光流の呟きに呼ばれたかのように、轟ごう音おんと共に金龍は現れた。何かが擦れる音は龍の鱗が擦れる音だった。生き物だけではなく、目の前の本堂も、光流が尻もちをついている石畳の参道も、背後の宝ほう蔵ぞう門もんも、浅草の大気も、全てが怯おびえて震えている。

　とぐろを巻く金龍は鎌かま首くびをもたげるようにしてから、光流の顔を覗き込んだ。金龍は光流を睨にらみつけるように見つめる。

「ただの、おとぎ話だと思ってたのに……」

　光流は浅草寺に伝わる伝説が真実であることを知った。

　遥はるか昔の観音示現のとき、寺辺に天空から金龍が舞まい降り、一夜にして千株の松林が出来た。その千本松は本尊を守るように現れたという。これは「浅草寺縁えん起ぎ」にも記述されており、浅草寺の山号も伝説に基もとづき「金きん龍りゆう山さん」という。

　金龍は光流に問う。

「汝なんじ、定められし掟おきて破らんとする者。如何いかなる理ことわりを持って聖観音の姿、拝もうとせん」

　皮ひ膚ふを通り越し、心臓まで震わすような声が響く。それは大おお晦日みそかに響く除じよ夜やの鐘かねの音に似ていると光流は思った。金龍の問いに答えず境内を見回す光流。やはり本田の姿は見えない。

「本田！」

　光流は叫さけんだ。

「思い煩わずらうな。今は己おのが為ために答えよ」

　金龍の言葉に、光流は黙だまって頷いた。

「俺は……願いが叶かなうと聞いて……本当に興味本位です」

　光流は素す直なおに答えた。

　浅草寺の秘ひ仏ぶつ本ほん尊ぞんを見ると願いが叶うという噂うわさを本田がどこかで聞きつけ、光流に持ちかけた。観音像が秘仏本尊と定められる以前、隅すみ田だ川で漁師の兄弟に拾い上げられた観音像が兄弟の願いを叶えたという伝説がある。それに基づいた噂だ。本田は光流を誘さそい、その噂の真相を暴あばこうとしたのだった。

　本田の誘いを光流は一度は断った。検分と称しようして秘仏本尊を見た明治政府の役人がその場で転てん倒とうして死亡し、秘仏本尊の怒りだと噂された話を父から聞いていたからだ。しかし、本田は笑い飛ばした。

「お前、それチョコレート食べ過ぎると鼻血出すっていうくらい迷めい信しんだろ？　子供を脅かす決まり文句みたいなもんだよ」

　本田にそう言われ「確かにそうだな」と思った光流は誘いに乗ることにした。そう決めてしまうと、光流にはもう罪の意識は無かった。ルールを破り、特別な存在になりたいという若さ故ゆえの暴走だ。

　──秘仏本尊を見る。

　それは、金龍と千本松により阻はばまれた。

「汝、何を求むる」

　しかし、金龍は言った。金龍は地を震わす声で光流の願いを尋たずねた。秘仏本尊の代わりに金龍が願いを叶えようとしている。しかし、光流は現実に起こるはずがないと考えていたため、何も答えを用意していなかった。

「……」

　光流は沈ちん黙もくした。

　光流はさっきまで、父と将来のことで言い争っていた。高校卒業後、服ふく飾しよくの道に進みたいと言った光流を浅草神社の神かん主ぬしである父は怒ど鳴なりつけた。

「光流、お前の将来はお前一人のものじゃないんだぞ！　頭を冷やせ！」

「……」

　光流は、ただ黙って父を睨むように見た。父も睨み返していた。しかし突とつ然ぜん、父は表情を崩くずし、ズズッと洟はなをすすり泣き出した。

「な、んで、泣くんだよっ！」

　父親が初めて見せた涙なみだに驚おどろき、光流はぶっきらぼうに大声を出した。

「……お前がいなきゃ誰だれが浅草神社を……浅草を守るんだ……」

　弱気になった父の声は消え入りそうだ。光流は一人っ子だった。光流が神職を継つがないのなら養子をとるしかない。

「俺、ちょっと出かけるから」

　父の返事は無い。ただ洟をすする音だけが響ひびいている。そうして、光流は本田との待ち合わせ場所に向かったのだ。

「……」

　金龍は光流の答えを静かに待っている。

　服飾への道は、ずっと思い描えがいていた光流の夢だった。心ときめく服は着るだけで気分を明るくする、人を変える魔ま法ほうなのだ。望んでいた服飾への道。しかし、それを手にしたら一生後悔するだろう。

　自分の夢、父の希望、皆みなの思い。

　そして、父の涙が頭をよぎる。叶えられる望みはたった一つだ。

「う……」

　光流は胸を押さえ、苦く渋じゆうの表情を浮うかべた。そして、光流は決断した。

「世界とは言わない。この街を、俺が生まれたこの街を守る力が欲しい！」

　しばらく沈黙が続く。光流には、一いつ瞬しゆん、金龍が微笑ほほえんだように見えた。

「己が為ではなく皆の為に願う心、澄すんだ海の青の如ごとし。汝に海の神、綿津見大神の力を授さずけたし」

　金雲が割れ、雲間から二筋の光が光流の黒い瞳ひとみを刺さす。

「うっ！」
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　両眼に走る鋭するどい痛みに光流は目を閉じた。痛みが引き、恐おそる恐る開いた瞳の色は、夏の海のようなあざやかな青に変わっていた。身体からだ中じゆうに、何らかの力がみなぎるのを感じる。巨大な金龍は光流に言う。

「汝に力を与あたえし代わりに──」

「え……」

　金龍の言葉を最後まで聞いた光流は、意識を失った。







　それから、光流が目を覚ましたのは、浅草寺の裏にある浅草寺病院のベッドの上だった。

「……」

「光流！」

　母は目を覚ましたばかりで状じよう況きようの摑つかめない光流に抱だきついてわんわんと泣いた。父は、あの夜と同じように洟をすすって静かに泣いている。

「……親父おやじが泣くとこ見たの……二度目だ」

　目を覚ました光流の最初の言葉に父は、

「何、言ってんだ。バカ野や郎ろう……」

　と、涙をぬぐって微笑んだ。

「光流、あんた私たちが分かるわね？」

　母は涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら訳の分からないことを言った。

「なに言ってんだよ。当たり前だろ」

　情けない表情で父と母を見ていた光流は、ハッとして金きん龍りゆうを見たことを思い出した。本田の安否が気になる。

「本田は？」

　父と母は顔を見合わせた。そして、父が重々しく口を開く。

「光流、本田くんな。記き憶おくが、無いんだ」

「え？」

　目に映る全すべての物の色しき彩さいが失われていく気がした。悪い夢を見ているのだと思いたい。

「記憶が……なんで……」

　そう問いかけたが、その答えは光流の胸に不気味にじわじわと湧わいてきた。本田も金龍を見たに違ちがいない。こうなったのは金龍を見たせいだ。いや、秘仏本尊を見ようとしたせいだ。

「本田くん、転んだ時に頭を強く打ったみたいなんだ」

　父は言った。

「え？　転んだ？」

　なぜか、光流と本田は本堂前の階段で転倒し、気を失っていたことになっていた。浅草寺の僧そう侶りよたちが、本堂の階段下で倒たおれている二人を発見したのだという。父は息子むすこの軽けい率そつな行動を責める目をした。

「本堂で何をしようとしてたんだ」

「お父さん、今はいいじゃないですか」

　問い詰つめようとした父を母が止めた。

「ごめん……本当に、すみませんでした。ごめんなさい……」

　光流は声を詰まらせながら本田や父母や浅草寺や浅草神社など、あらゆる者に向けて謝罪した。千年以上も守り続けられてきた掟おきて。それを破った明治政府の役人たちは死んだ。興味本位に掟を破ろうとした二人を、掟を守り続けた先人たちは許しはしないだろう。

　このまま、じっとしていられない光流は同じ病びよう棟とうに入院しているという本田に会いに行った。病室のドアは開いている。本田はベッドに身を起こし、熱心に本のようなものを見ていた。

「本田……」

　光流は、記憶を無くしたという本田を今までどおり呼び捨てにしていいのか迷いながら声をかけた。本田は一瞬、不思議そうな顔で光流を見たが、すぐに笑え顔がおになり「藤原！」と光流を呼んだ。

「藤原。お前、目が覚めたんだね。良かった。過ぎちゃったけど、お誕生日おめでとう！」

「あぁ、そっか。ありがとう。お前、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　光流の心は躍おどった。本田が記憶を無くしたという話は何だったのだろう。きっと、父や母の早とちりだったに違いない。悪夢から覚めたのだと光流は思った。

「藤原……俺さ、自分の名前しか記憶が無いんだ。いわゆる記き憶おく喪そう失しつってやつなんだよね」

「は？　だってお前、俺の名前呼んだだろ？」

　本田の悪ふざけがまた始まったのだと、光流は笑顔を浮かべて言った。

「ああ、母さん……が、藤原の事は絶対に覚えろって」

　本田はさっきまで見つめていた本のようなものを光流に見せた。それはアルバムだった。開かれたページには光流と本田が二人で写っている写真があった。

「本田……」

　光流は悪夢の中へ引き戻もどされた。

「今までの事やお前の事、母さんが色々教えてくれたんだ。お前も色々教えてくれよ。だって、俺たち親友なんだろ？」

　以前と変わらない笑顔でそう言った本田に、光流は涙なみだを浮かべながら何度も頷うなずいた。

「本田、ちょっと待ってて」

「お、おぅ」

　不思議そうに首を傾かしげる本田を置いて、光流は走り出した。病院内の廊ろう下かを全力で走る。スリッパが脱ぬげそうになる。患かん者じやや看護師が何事かと振ふり返る。それでも全力で走った。確かめなければならない。

　青空の下、日差しに輝かがやく朱しゆ色いろの浅草寺本堂を目指す。観光バスが並ぶ駐ちゆう車しや場じようを走り抜ぬけると、バスの運転手もガイドも振り返った。

「光流？　光流か？」

「わっ」

　本堂の裏手で背後から誰だれかに肩かたを摑まれた。

「お前、入院中だろう！　それにその格好……」

　法ほう衣え姿の若き僧そう、光流の従兄弟いとこの藤原晃だった。晃は光流のパジャマとスリッパの姿を見て、目を丸くしている。

「はぁっ、はぁ」

　全力で駆かけてきた光流は、激しい息切れによって、すぐに言葉を発する事が出来ない。光流は晃の法衣を摑んだ。

「晃兄ぃ！　本堂の鍵かぎは!?　千本松は!?」

「な、何だ？　落ち着け！　とにかく、これを羽織れ」

　晃はパジャマ姿の光流に、持っていた法衣の黒い着物を羽織らせた。

「で？　何だ？　鍵がどうした？」

　二人は裏口から本堂正面を目指し、連れ立って歩く。

「本堂の鍵を……」

　あの夜、本堂の鍵は鍵かぎ穴あなに差したままだったはずだ。しかし、光流は言い出せずに言葉を濁にごす。

「本堂の鍵は保管されてる。お前も保管場所を知ってるだろう？　何の異常もない」

「何も起きていない……？」

　本堂の鍵を持ち出したことも、鍵を鍵穴に差したままだったこともなかったことになっていた。

「じゃ、本尊は？　秘仏本尊はどうなってる？」

「ご本尊を拝めるわけないだろう。ご本尊は御お前まえ立だち本ほん尊ぞんの厨ず子しの中だぞ」

　誰も拝むことの出来ない秘仏本尊の為ために御前立本尊という開帳される仮の本尊がある。御前立本尊が安置されている厨子の中に秘仏本尊の厨子がある。秘仏本尊は二重の厨子により守られている。

「本堂と参道はどうなった？」

　現れた千本松は、参道の石いし畳だたみを割って根を張ったはずだ。

「参道？　何も変わらないぞ？　一体何なんだ？」

「変わらない……？」

　光流は呟つぶやいた。本堂前まで来ると晃が指を差す。

「お前、夢でも見たんじゃないか？　ほら、見てみろ」

　光流は晃が指さす方を見た。参道の石畳はいつもと同じように規則正しく整列し、いつもと変わらず多くの観光客を迎むかえていた。光流の瞳ひとみに映るものは何も変わらない、いつもの浅草の風景であった。

「……何もない」

　光流は脱だつ力りよくしたように言った。

「気が済んだか？　光流」

「うん、ごめん……」

　聞こえないくらいの声で謝る光流。どこまでが本当に起きたことなのか、それとも何も起こらなかったのか光流は混乱していた。何も変わらないのなら、本当にあの夜、本堂前で転んだだけなのかもしれない。

「元気そうで良かったけど、叔父おじさん叔母おばさんにあまり心配をかけるなよ」

　腕うでを組んで言う晃に、光流は頷いた。

「それと、お前。目の色どうした？　青く見えるけどコンタクトか？」

「え……」

　光流は思わず手で瞳を隠かくす。その晃の言葉でやはり、あの夜、金龍を見たのだと光流は確信した。







「それが、俺が神通力を持つ理由だ」

　光流が話し終わったそのとき、雷らい鳴めいが轟とどろいた。その稲いな妻ずまは閉まっている扉とびらの隙すき間まから、社しや殿でんの中を照らした。雨音が聞こえ始め、外はどしゃ降りの雨となった。雨音は遊女たちの歌声をかき消す。

「春の嵐あらしだな……」

　光流はボソリと呟いた。稲妻は雨を銀色に照らす。

「藤原さん」

　ゆき乃は隣となりに座る光流を見上げた。

「ぷっ！　なんでお前、涙目なんだよ」

　光流は吹ふき出した。

「だって、すみません……」

　ゆき乃は瞳を伏ふせる。

「は？　何が？」

「私、藤原さんのこと誤解してました」

「どんな風に？」

　光流は立てた膝ひざに肘ひじをつき、頰ほお杖づえをついた。

「なんていうか、お金のために神かん主ぬしをやってる、もっと不ふ真ま面じ目めな人なのかと……」

　光流は頰杖をついていた肘をカクッと落とした。

「お前、失礼極きわまりないな！　金のために、命がけでこんなことやってられっか！　俺の地元を愛す熱い心が分かんないのかよ」

「だから、すみませんって言ったじゃないですか」

　そして、ゆき乃は光流の話に登場し、午前中に吉原の街で会った本田を思った。

「本田さんは、その後、記き憶おくは戻ったんですよね？」

　本田の底そこ抜ぬけに明るい性格と笑え顔がおは、記憶喪失だとは思えない。しかし、光流は辛つらそうな表情で首を振る。

「今も戻ってねぇよ。けど、アイツはあまり気にしてねぇみたいだし、前と性格も変わらない。俺もアイツが記憶を無くしたってことをうっかり忘れるくらいだ。だから、アイツが分からない昔の話をついしちゃうことが多くて……少し距きよ離りを置くようにしてる」

　仲が良さそうなのにベッタリとしていないのは、そのせいかとゆき乃は思った。

「で、あのとき本堂にも参道にも異常はなかったし、本田はあの日の記憶すら無いから、あの夜の真実を確かめることは出来ない。でも、あの日から、見えないものが見えるようになったのと綿津見大神の力が使えるようになったのは事実だ」

「そうだったんですね……」

　光流が神通力を授さずかった経けい緯いに胸を重くしたゆき乃は、沈しずんだ声で相づちを打った。社殿には外の雨の音に交じり、遊女の歌声が聞こえる。

「それと……本田は記憶を失ったけど、俺もあの夜、失ったものがある」

「え……」

　ゆき乃は緊きん張ちようで顔を強こわ張ばらせる。

「俺は夢を失った……俺には、夢が無いんだ」

「夢……？」

　ゆき乃はどういう意味なのか分からず、繰くり返した。

「金きん龍りゆうは願いを叶かなえる代わりに夢をもらうと言った……確かに服ふく飾しよくへの夢は絶たれたけど、それだけじゃない。俺はあの日から、夢を見ていない」

「それじゃ、まるで……」

　ゆき乃はその先を言うことが出来ず、凍こおりついた。ゆき乃の頭に浮うかんだのは悪あく魔まとの契けい約やくだった。悪魔は契約により、主あるじの願いを叶える代わりに身体からだの一部や、大切な何かを奪うばうといわれている。光流は、街を守る力を授かった代わりに、将来の夢と睡すい眠みん中の夢、その両方を失ったのだ。ただ単に神通力を授かったのではなく、秘仏本尊を見ようとした罰ばつを受けていた。ゆき乃は、なんと声をかけたら良いのか分からないながらも光流を気き遣づかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　藤原さん」

「大丈夫ってなんだよ。大丈夫じゃねぇよ。ベッドの上で目閉じて開けたら、もう朝なんだから。結構、寂しいもんだぞ」

　ゆき乃の不安を打ち消すように、明るい調子で言う光流。ゆき乃は思わず笑った。

「ふふ」

「人の不幸を笑うな」

　そう言いながら光流も笑った。自分の運命はとっくに受け入れている。哀あわれんで欲しくなどない。

「こんな話、誰だれかに話したの、お前が初めてだな……」

　雨音に交ざって光流は囁ささやくように言った。

「そう、なんですか……美津さんにも？」

「美津さんにこんなの話したら『これだから人間は……』なんて言われるに決まってるだろ？　親にも友だちにも言えねぇし」

「……」

　ゆき乃は初めて気づいた。自分が狐きつねの子だというのは、友だちやこれから出会う人々に話すことはできない。それは、これから先ずっとだ。そう思うと、これから先の人生が不安に思える。光流は三年前からこの思いを抱かかえているのだ。強気な光流も大きな悩みを持っていることを知った。ゆき乃は光流の心に少し近づいた気がした。

「だから俺にはお前が必要なんだ」

「え？」

　ボソリと呟つぶやかれた言葉をゆき乃は聞き返した。

「俺は下町を守るってあの夜、決めたけど、それは一人では出来ないことだった……俺は攻こう撃げき力を持たない。攻撃は式神が頼たよりだ」

　光流の表情は真面目だった。

「どうして……」

　ゆき乃は独り言のように呟いた。

「あのとき俺が金龍に願ったのは下町を守る力だ。金龍はその言葉通り、俺に守護の力を与あたえた。逆を言えば守る力しかくれなかったんだ」

「じゃあ、弁天池で言ってたのって、そのことだったんですね」

　弁天池で光流が言っていた「無防備な俺」は冗談ではなく、本当だったのだ。

「そう。攻撃は最大の防ぼう御ぎよって言葉、金龍は知らなかったんだろうな」

　光流は、ため息まじりに言った。

　すると、ゆき乃は光流の正面に座り直し、真しん剣けんな表情で光流を見つめた。さっきまで潤うるんでいた黒い瞳は強く煌きらめき、何かを伝えようとする唇くちびるは大きく息を吸った。

「私も！　私も藤原さんを必要としています！」

「は？」

　光流は呆あつ気けにとられてゆき乃を見る。

「下町を守るのはお母さんや花川戸のおばあちゃんとの約束でもあります。藤原さんが下町を守るために私が必要なら私を使役して下さい。それは私の願いを叶えることにもつながるんです」

「……ああ」

　ゆき乃の迫はく力りよくに気け圧おされた光流はあいまいに返事をした。

「私、藤原さんの式神なのに守られてばかりで……結局、いつも迷めい惑わくかけちゃってますけど、役に立ちたいっていう気持ちはあるんです。今は人間でいたいっていう気持ちよりも藤原さんの役に立って、下町を守りたいって気持ちの方が大きいです。だから私、もっと強くなりたいんです！」

「……」

　ゆき乃のひたむきな瞳ひとみと熱い発言に戸と惑まどった光流は、視線をそらせた。その横顔の頰ほおは赤く染まっているように見える。

「あー、ありがとう……ございます」

　そして、光流はぎこちなく礼を言った。

（藤原さんが照れてる……）

　ゆき乃は光流の照れた横顔を見つめた。光流は、気持ちを落ち着けるためなのか咳せき払ばらいをする。

「お前は充じゆう分ぶん役に立ってるよ。ここに安全でいられるのはお前のおかげで結界が完成したからだし、花川戸のときだってお前の助けがなければ、ヤバかった。ありがとな」

　そして、光流はゆき乃の頭をポンポンと撫なでた。

「ウソ、藤原さんに褒ほめられた……」

　ゆき乃は撫でられた頭を押さえて呟く。

「あ？　さっきも褒めただろ？」

　光流は軽くゆき乃を睨にらんだ。それが気き恥はずかしさからくるものだと知っているゆき乃は微笑ほほえむ。

「ふふ、ありがとうございます。もっと褒められるように頑がん張ばろうっと」

「弱虫のくせに……守りたい、だなんて生意気言ったな」

　光流は唇に笑みを浮かべ、ゆき乃の頰を軽く摘つまんだ。

「えへへ」

　ゆき乃は、頰を摘ままれたまま笑顔を返す。手を離はなした光流は頰ほお杖づえをついて、ゆき乃を見つめた。ゆき乃も不思議そうに光流を見つめる。二人は無言で見つめ合った。社しや殿でんは異様に静かだ。

「静かだな……」

「はい……静か……？」

　二人は異変に気づいた。いつの間にか遊女たちの歌が止やんでいる。聞こえるのは雨の音だけだ。光流は社殿の鍵かぎ穴あなから外を覗のぞいた。

「……ん？」

　声を上げる光流。

「どうしたんですか？」

「遊女たちがいねぇぞ。そんで、玉たま垣がきの外に黒い狐と白い狐がいる。あれ、犬じゃねぇよな」

　玉垣の外、いわゆる海水の結界の外に黒こく狐こと白びやつ狐こがいる。現代、都会では野生の狐は見られない。

「狐ですか？　こんな所に狐がいるわけないですよ」

　ゆき乃は自分が狐の子であることを忘れ、狐の姿を見ようと光流の側に寄った。

「なんだよ。お前は余計なことしないで大人しくしてろ。また取り憑つかれても知らねぇぞ」

「大丈夫、狐を見るだけです」

「ふん、自分だって狐のくせに。ガキんちょ」

　ムッとした表情で光流を見てからゆき乃は鍵穴を覗いた。

　──真っ暗だ。狐どころか、遊女たちの姿も境けい内だいの風景も何も見えない。鍵穴の外は、ただの闇やみしかないのだが、何かの気配はした。気配は在るのに──無いのだ。

　ゆき乃はパチパチと瞬またたきをした。すると、パチリと闇も瞬きをした。

「ひゃっ！」

　ゆき乃が闇だと思っていたのは、外から覗いていた遊女の黒目だった。社殿の外壁に沿った結界に顔をつけるようにして遊女が鍵穴の外から目を見開き、中の様子を見ようとしていた。その目と、目を合わせてしまったゆき乃の意識は吉原神社の社殿から飛んだ。
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「はっ、元花魁おいらんがこのザマかよっ」

　男は布ふ団とんに這はいつくばるようにしている遊女に、唾つばを吐はきかけて罵ののしった。

「女衒ぜげんのくせに……」

　遊女はうつむいたまま唸うなるように言った。女衒とは女を買いつけ、遊ゆう郭かくに売る人身売買の仲ちゆう介かい業である。女衒は遊女にとって敵のような存在だ。

「てめぇだって、花魁から女じよ郎ろうに成り下がった女だろうが！」

　遊女は顔を上げ、女衒の男を睨んだ。元花魁であるという遊女の左目は包帯で覆おおわれている。しかし、片目だけでも充じゆう分ぶん迫はく力りよくのある睨みだ。

　よく見ると、遊女の身体からだは包帯だらけだった。皮ひ膚ふに何らかの疾しつ患かんを抱かかえているようだ。

　ゆき乃は女衒の男と包帯だらけの遊女が睨み合うあばら家の入口に立っていた。玄げん関かんとは呼べないような粗そ末まつな土間だ。すぐ外には澱よどんだ川がある。それが、お歯黒どぶだ。ここは浄じよう念ねん河岸がしと呼ばれる西河岸。吉原遊郭の中でも下から二番目の下級の見み世せが並ぶ地域だ。

　すぐ外を流れるどぶの臭においなのか、病者の持つ臭いなのかは分からないが、不快な臭いが漂ただよっている。

「おい何、睨んでんだ？　あぁ？」

　男は遊女を足あし蹴げにし、遊女の身体は床ゆかに叩たたきつけられた。ゆき乃はとっさに駆かけ寄った。

「やめて！」

「ん、なんだ、てめぇは。どこから湧わいて出た？」

　男は遊女をかばおうとするゆき乃の腕うでを摑つかむ。

「な、なにするんですか！」

　巫女みこ姿のゆき乃を眺ながめ、男は言った。

「あんた巫女か。こいつに祈き禱とうでも頼たのまれたのか？　祈禱なんかしたって無む駄だだ。遊郭で働く人間は神から見放された人間だ。俺も含ふくめてな。それに、どうせこいつも長くもたねえ」

　蹴けられた遊女は倒たおれたまま、動かない。

「おい！　くせぇから、俺ぁ行くぞ。鼻が曲がっちまう」

　男は吐き捨てるように言うと出て行った。

「うぅ、うぅ……」

　男の姿が見えなくなると、遊女はすすり泣き始めた。男の前では元花魁の威い厳げんを損そこなわなかったのだ。

「あいつ、私が花魁だった頃ころはしつこく言い寄ってきたくせに。私が梅毒にやられた途と端たんにあれさ。あの下げ衆す野や郎ろう……」

　その強い言葉とは裏腹にその声は涙なみだで震ふるえていた。顔は伏ふせられ表情は見えない。

（梅毒……）

　ゆき乃は過去に梅毒が不治の病であったことを知らない。

「……巫女さん、本当にご祈禱に来てくれたの？」

　すっかり弱気になった遊女は、顔を上げずに言った。

「いえ、祈禱ではないんです。ごめんなさい。私、気がついたらここにいて……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ゆき乃が声を掛かけると、遊女はゆっくりと顔を上げた。

（あぁっ）

　遊女の顔を見たゆき乃は口元を押さえる。遊女の眼がん窩かには眼球が無かった。片目は包帯、片目は眼球のない遊女の顔にゆき乃は叫さけび出したい気持ちを必死に抑おさえる。落ちた眼球は遊女の膝ひざ元もとに粘ねん膜まくを垂らし、転がっていた。

「ねぇ、治してくれるの？」

　ゆき乃は答える事が出来ない。「治せる」という噓うそも「治せない」という真実も伝えられなかった。ズズッと衣きぬ擦ずれの音を立て、膝で擦すり寄る遊女。

「あっ、ダメ！」

　ゆき乃の制止はすでに遅おそかった。遊女は自分の膝で自分の眼球を踏ふみ潰つぶした。ゆき乃は顔を背そむけ、ギュッと目を閉じる。

「ねぇ、巫女さんたら……ただ祈いのってくれればいいの。それだけで……いいの」

「ひっ……」

　目を失った遊女は手て探さぐりでゆき乃の腕を摑んだ。ゆき乃は目をつむって動かなかった。この可哀かわい想そうな遊女を傷つけまいと振ふり払はらうこともできず、じっと耐たえた。

　遊女はゆき乃の腕を摑む手に力を込める。腫しゆ瘍ようだらけの皮膚が破け、血と膿うみが流れる。梅毒の患かん者じやは痛みを感じないのだ。生きながら腐くさる、死し臭しゆうの様な臭いがゆき乃の鼻をつく。

「うっ」

　何とか我が慢まんしていたゆき乃だが、堪たまらず口と鼻を片方の手で覆う。

「ねえ、巫女さん。何とか、お言いよ……」

　ボトリと音を立て何かが落ち、床に転がった。その音にゆき乃は目を開ける。

「……！」

　床に落ちていたのは、遊女の鼻だった。

「きゃあ────！」

　これ以上の恐きよう怖ふに耐えきれず、ゆき乃は悲鳴を上げた。




「おい、ゆき乃！　おい！」

　何度も呼ばれ、ゆき乃は現実に戻もどった。

「あ、れ？　藤原さん？」

　ゆき乃は辺りを眺めた。そこは浄念河岸のあばら家ではなく、吉原神社の社しや殿でんの中だった。そして、目の前にいるのは目と鼻の無い遊女ではなく、狩かり衣ぎぬ姿の光流だった。

「『あれ、藤原さん？』じゃねぇよ。だから余計なことすんなっつったろ」

　光流は、ゆき乃の額をゲンコツでコツンと軽く叩いた。

「私、また遊女に取り憑つかれたんですか？」

　ゆき乃は叩かれた額を手で押さえた。優やさしい痛みは現実の世界へ戻って来られた喜びをゆき乃に与あたえた。

「外にいるのは男をたぶらかす事を生業なりわいとしてきた女達の怨おん霊りようだ。油断すんなよ」

「……」

　光流の言葉にゆき乃はうつむいた。確かに過か酷こくな人生を送った遊女たちからしたら、穏おだやかな生活を送ってきた十六歳のゆき乃を化かすことは容易たやすい。

「で？　何を見たんだ？」

「……あの」

　ゆき乃は声を詰つまらせる。寒さのためか、恐怖のためか身体が震える。

「ん？」

　光流は腕うで組ぐみしながら首を傾かしげ、辛しん抱ぼう強づよく待った。

「梅毒の……」

　そこまで言うと、ゆき乃は手で口を押さえた。言葉が出ない。言葉の代わりに涙が溢あふれそうになる。

　梅毒は現代では完治する性病であるが、戦後ペニシリンが出回るまでは不治の病であった。庶しよ民みん百人のうち九十五人は梅毒にかかっていると言われるほど江戸では蔓まん延えんしていた。その原因は花街や売春の規制がゆるく、感かん染せんの予防が出来ていなかった為ためだ。梅毒は吉原などの花街から江戸市中に爆ばく発はつ的てきに拡ひろがっていったのだ。特に下級の遊女は、ほぼ梅毒に感染しており「当たれば死ぬ」という意味で「鉄てつ砲ぽう女じよ郎ろう」と呼ばれた。鼻部の軟なん骨こつ炎えんのために鼻が欠損した街がい娼しようや女郎も多かったようだ。

　吉原遊郭とは華はなやかな場所ではあるが、それだけではない。「苦く界がい」と呼ばれる遊女たちの人生は、高校生のゆき乃には想像を絶する過酷なものなのだ。

「昔はな、生きる為に何だってしたんだ。何だってしなけりゃ生きられない時代だったんだ。今みたいに仕事や金が無けりゃ国が助けてくれる時代じゃねぇんだよ。外にいるのは確かに怨霊だけど、お前が身体からだを震わせるくらいの人生を送った哀あわれな霊れいでもあるんだ」

「……助けてあげられなかったんです」

　ゆき乃は涙なみだ声ごえで答えた。涙が堰せきを切って溢れる。確かにあれほど壮そう絶ぜつな人生を送れば人を恨うらむ怨霊となるのは当たり前かもしれないと思った。そして、この平成の時代に生まれたこと自体が幸せなことなのだと実感した。

「また泣く。だーかーらぁ、余計なことしないでココにいろっつったろ？」

　光流は腕組みしたまま言った。

「はい……」

「泣き虫のくせに好こう奇き心しんだけは強いんだから、お前は……」

　泣きじゃくるゆき乃に、光流は大きくため息をついた。

「うぅ、ごめんなさい、泣いたりして」

　声を震わせながら、ゆき乃は慌あわてて涙を拭ふく。

「……なんかもう……見てらんねぇな」

　そう言うと光流は、ゆき乃を抱だき寄せた。

「……！」

　驚おどろいたゆき乃は、泣き顔を上げる。

「ゆき乃、この先式神を続ければ、もっと怖こわい目に遭あうかもしれないぞ。いいのか？」

　光流は真ま面じ目めな顔で尋たずねた。

「……それでも、いいです。やめたくないです」

　ゆき乃は光流の胸に手を置き、狩衣を摑つかんだ。そして、決意が表れた強い眼まな差ざしを光流に向ける。瞳ひとみはまだ濡ぬれているが、涙はもう流れていない。式神をやめてしまったら、花川戸のキヨ子こや母との約束を違たがえたことになる。それに遊女は何かを伝えたがっているように思えた。

「ハハ、お前強くなってきたな。下町の女はそうでなくちゃ」

　光流はゆき乃に笑え顔がおを向ける。そして、胸に置かれたゆき乃の片方の手をそっと握にぎった。

「お前、手つめたっ！　氷みてぇじゃん」

「あっ、ごめんなさい！」

　ゆき乃は慌てて光流から離はなれ、光流の手を振りほどいた。

　社殿の外では再び、遊女たちの歌が始まった。吉原の遊女が好いた男への慕ぼ情じようを綴つづった「主さんと」という小こ唄うただ。午後の日差しは雲に遮さえぎられ、社殿は薄うす暗ぐらい。

「はぁ、カラオケのフリータイムかよ。こりゃ、長なが丁ちよう場ばになりそうだな」

　光流は壁かべに寄りかかって座った。

「ゆき乃、来い。寒いんだろ？」

　両手を広げる。

「え……？」

　ゆき乃は戸と惑まどって光流を見る。

「え？　じゃねぇよ。早く来い。狐きつねから雪女に変へん幻げんするつもりか？」

　光流は広げた両手をじれったそうに動かす。

「でも……」

　ゆき乃は頰ほおを染め、光流の藍あい色いろの瞳を見つめる。

「チッ」

　動こうとしないゆき乃にしびれを切らし、光流は舌打ちして立ち上がった。ドスドスと床ゆかを踏み鳴らし、ゆき乃に迫せまる。

「な、何ですか？」

　ゆき乃は身構えた。

「問答無用！　よいよいよいやさっ」

「えっ！　えぇ！」

　三社祭で神み輿こしを担かつぎ上げるときの掛かけ声と共に、光流はゆき乃をお姫ひめ様さま抱っこで抱かかえ上げた。そして、そのまま壁に寄りかかってドカッと座る。

「はぁ、神輿より重かった」

「ええっ」

　光流に抱えられているゆき乃は、解放されようとジタバタと手足を動かす。

「コラ、暴れんな！　お前身体が冷えきってるだろ。暖だん房ぼうないんだからこれで我慢しろ」

「でも……」

「冷や酒と俺の言うことは後から効いてくるんだから言うこと聞いとけ」

　光流はニッと笑った。

「冷や酒と親の言うことは……じゃなかったでしたっけ」

　ゆき乃は光流の腕うでの中から光流を見上げる。

「いいんだよ。なんでも」

「あ……親の言うことと言えば……」

　ゆき乃は父、雪雄に事情を話さなければならない事を思い出した。

「どうした？」

「……今日帰ったら、父に式神のことを話さなければいけないんです。どう話したらいいでしょうか」

　それを聞いた光流は、少し間を置いてから言う。

「そっか、分かった。俺も一いつ緒しよに話す」

「ホントですか？」

　ゆき乃は顔を輝かがやかせた。光流が一緒に話してくれるのなら心強い。

「ありがとうございます」

「もう少し頑がん張ばれば、帰れるからな」

　光流は励はげますように言った。

「はい」

　ゆき乃の心は少し軽くなった。胸につかえていたものが取れた気分だ。そして、心も身体も温かくなってきた。確かに光流の腕の中は温かかった。

（本当に温かい……）

「安心するだろ？　俺の腕の中は？」

　光流は、得意気にゆき乃を覗のぞき込む。

「……はい」

　ゆき乃は素す直なおに認めた。ドヤ顔されるのは悔くやしいが、光流の腕の中は遊女の怨おん霊りように囲まれていることを忘れさせるほど心地ここちがいい。

「俺はお前の主あるじだから、まぁ、ペットでいう飼い主みたいなもんだから、こうすることで自分の式神に平へい穏おんを与あたえられるんだ。だからって美津さんがすぐ抱きついてくるのはマジ勘かん弁べんなんだけどさ」

　ゆき乃は金魚に化かされたお美津狐が美津に変幻し、光流に抱きついたのを思い出した。

（そうなんだ……そうだったんだ……）

　温かい安心感に、じわりと胸が温かくなる。

（遊女たちの側にも安心を与えてくれる人がいたら、怨霊にならずにいられたかもしれない……）

　ゆき乃は、トクン、トクンという光流の心臓の鼓こ動どうを聴きく。ゆっくりとした規則正しいリズムは寄せて返す海の波を思い起こさせた。

（海みたい……）

　海は優やさしさを持ってその恵めぐみを人間に与えるが、時に厳しく荒あらぶり、人の命を奪うばうこともある。意地悪なようで優しさを持った光流のようだと思った。綿津見大神の力を持った光流は海そのものだ。

　ゆき乃は光流の腕の中の温かさと安あん堵ど感かんの中で優しい眠ねむ気けに襲おそわれた。静かな海にボートを浮うかべて漂ただようようなまどろみにゆき乃は包まれた。最後に海を見たのは父、雪雄と行った伊い豆ずの海だ。青く凪ないだ海は父のようでもあると思った。

「お父さん、みたい……」

　ゆき乃は夢うつつで呟つぶやいた。

「は？　お、お父さんかよ。寝ねぼけてんのか？」

　光流の声が遠くに聞こえる。

「ずいずいずっころばし、ごまみそずい……」

　子こ守もり唄うたのつもりなのか、光流はゆき乃の背中をトントンと叩たたき、拍ひよう子しをとって歌い出した。

（……なんで、その歌？）

　ゆき乃は眠ねむりに落ちた。







　どのくらい眠ったのか、あるいは、ずっと夢うつつだったのか。浅い眠りの中でゆき乃は夢を見た。

　幼い頃ころ、母を失ったばかりのゆき乃は寂さびしさから、夜になるといつも家の中で父を探していた。そのとき父、雪雄は神かん主ぬしの姿で三囲神社の社しや殿でんにいた。なにやら、荷物を片づけている。

「お父さんっ！」

　小さなゆき乃は、駆かけだして父の足に抱きついた。

「おお！　おチビさん、どうした？」

　雪雄は驚おどろいて振ふり返る。

「どこにも行かないで！」

　小さなゆき乃は必死になって雪雄にしがみついた。父もいなくなってしまうのではないかという不安に駆られたのだ。小さな手で摑む白い狩かり衣ぎぬは、ひんやりとして肌はだ触ざわりが良かった。

「ゆき乃……おいで」

　雪雄はゆき乃を抱だきかかえ、祭さい壇だんの前に座った。

「お父さんはどこにも行かないよ。ずっとゆき乃とお姉ちゃんの側そばにいるよ」

「……ホント？」

　ゆき乃は目に涙なみだを溜ためて、父を見上げる。

「本当だよ」

　雪雄は、小さなゆき乃を抱きしめて優しく頭を撫なでた。白の狩衣を纏まとった父は昔話の絵本で見た神様のように優しく見えた。

「どうしたんだ、寂しくなったのか？」

「……うん」

　そう尋たずねた父も寂しい思いをしていることは、時折見せる、ふとした表情で分かっていた。

「じゃあ、今夜はゆき乃とお姉ちゃんとお父さんの三人で寝ような」

　父は小さなゆき乃に微笑ほほえんだ。

「うん！」

　父の笑え顔がおはゆき乃を嬉うれしくさせた。ゆき乃は幼い腕で父をギュッと抱きしめる。

（お父さん、いい匂におい）

　離はなれたくないゆき乃は、力いっぱい父にしがみつく。

「うっ」

（お父さん？）

「こ……これは、やべーな……」

（お父さん、どうしたの？）

　父の存在を確かめるように、さらに腕に力を込めるゆき乃。

「あー、どうしよ……」

（……この香かおり、香こう水すい？）

　覚えのある香りにハッとしてゆき乃は目を開いた。

「はぁ……平常心、平常心……」

（え…？）

　ゆき乃は声の主を見上げた。父を抱きしめていたはずのゆき乃は、光流を力いっぱい抱きしめていた。

「藤原さんっ!?」

「あ、起きた」

　思ったより近い距きよ離りに光流の顔があることに、ゆき乃は慌あわててうつむく。すると、さっきは、海の波のようにゆっくりだった光流の心臓のリズムが速くなっていることに気がつく。

（藤原さん、もしかしてドキドキしてる？）

　そう思った瞬しゆん間かんに、ゆき乃の心臓もドキドキと騒さわぎ始めた。

「もうお前、そんなぎゅうぎゅう抱きしめんなよ……」

　光流はため息をつくように言った。

「な、何、言ってるんですか！」

　陽ひが落ちて薄うす暗ぐらくなった社殿に、ゆき乃の声は響ひびいた。光流は真しん剣けんな眼まな差ざしでゆき乃を見つめる。

「しぃ、お前が先に抱きしめてきたんだろ……」

　ゆき乃の耳元でボソリと囁ささやいた光流は、静かにゆき乃を抱きしめる。

「なっ、寝ぼけただけです」

「そっか、俺も寝不足だから変なんだよ」

　光流の唇くちびるがゆき乃の髪かみに触ふれる。光流は、ゆき乃を抱きしめる腕うでに力を込めた。

「……！」

　生まれて初めてこんな風に抱きしめられたゆき乃は、恥はずかしくなりギュッと瞳ひとみを閉じた。

「お前……そんな風に目なんか閉じてたらキスするぞ」

　掠かすれた声で囁かれた言葉にゆき乃は慌てて目を開ける。

（あ……）

　吐と息いきがかかるほど近くに光流の顔があった。伏ふし目がちの藍あい色いろの瞳は、ゆき乃を見つめている。ゆき乃は軽い目眩めまいに襲われ、社殿が揺ゆれているように感じた。

（……目眩……じゃない？）

「社殿が揺れてる……」

　社殿を見回そうとするゆき乃のあごに手を添そえると、光流は自分の方に向かせた。

「誤ご魔ま化かすな……こっち見ろ」

　藍色の瞳を伏ふせた光流の顔がゆっくりと近づく。
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　そのとき、ギシギシときしんだ音を立て社殿が揺れ始めた。ゆき乃を抱きしめる光流は、揺れる社殿を見回した。社殿内の祭壇から神具が床ゆかに落ちる。

「なんだよ、コレ」

「地じ震しんですか？　やだっ」

　今度はゆき乃から光流にしがみつく。

「ちょっ、ゆき乃、ゆき乃、ちょっと待て。もしかすると……」

　光流は、焦あせってゆき乃を引き離した。

「結界が切れたのかもしれねぇ」

「ええっ」

　今度は、ガタガタと音を立て扉とびらが震ふるえ出した。今にも開きそうな扉にゆき乃は怯おびえた。

「様子見てくるからお前はそこにいろよ。今度取り憑つかれたら助けねぇぞ」

「はい」

　二度も怖こわい思いをしたゆき乃は素す直なおに従った。光流は身をかがめて社殿の扉の鍵かぎ穴あなから外を覗のぞく。

「うわ、怖っ」

　結界が切れた社殿に遊女たちが押し寄せていた。数人の遊女が社殿に侵しん入にゆうしようと扉に手を掛かけている。光流は鍵穴から離れ、後ずさった。

「ヤバい、扉が破は壊かいされる」

「扉が？」

　扉は、今にも外れてしまいそうなほど揺れている。遊女たちが力を合わせれば、扉が破られるのは時間の問題だ。

「藤原さん……」

「大だい丈じよう夫ぶ、ここにいる」

　光流は片手でゆき乃を引き寄せると、もう片方の手で御ご幣へいを構えた。

「……」

　──しかし、何も起こらない。それどころか、社殿の扉はウンともスンとも言わず、静かになった。光流は、扉や鍵穴から柔やわらかい光が射さしていることに気づく。もう陽は落ちているはずなのに外が明るい。稲妻による光ではないようだ。

「なんだ？　街灯か？」

　そして、スコールのように激しく降る雨の音が聞こえてきた。

「光る雨……？」

　ゆき乃は震える声で呟つぶやき、光流の腕にしがみつく。

　扉の前に何かの気配がした瞬間、ガシャーンッと大きな音を響かせ、扉は勢いよく開いた。

「きゃあ！」

「はぁっ!?」

　二人は抱だき合ったまま声を上げた。

「ん……？」

　光流は目を細めて開かれた扉を見る。外では銀色に光る雨が激しく降っていた。その雨に打たれる遊女たちは皆みな、弱っているように腰こしをかがめている。そして、社しや殿でんの入口には飛鳥あすか時代の官人の衣い装しよう、朝ちよう服ふく姿の何者かが立っている。境けい内だいの玉たま垣がきに沿って張られた結界は、怪あやしきモノと普ふ通つうの人間は通ることが許されない。ここに人間ではない清いモノが現れた。銀色の雨は光り輝かがやき、逆光によりその者の顔は見えない。

「誰だれだ！」

「不純異性交遊はいけませんよ」

　銀の雨と共にやってきた者は言った。その声は男のものだ。

「はあ？」

　光流は眉まゆ根ねを寄せるが、ゆき乃はその男の持つ雰ふん囲い気きや声を知っている気がした。抱き合う二人は男の正体を見み極きわめようと目を凝こらすが、銀色の雨は輝き、男の姿を隠かくす。

「主あるじと式神がそんな風に抱き合ったりして、君は式神に手を出すタイプの主なんですか？」

　男の問いに、光流は慌ててゆき乃から身を離はなす。

「お、お前、何者だ！　姿を見せろ！」

「これは大変失礼致いたしました。クロ、シロおいで」

　男の呼びかけに、提ちよう灯ちんをくわえた二匹ひきの狐きつねが軽かろやかな足音を立てて社殿に上がる。お美津狐より小さい黒い狐と白い狐だ。二匹が社殿に上がると、扉は自然に閉じた。

「あの黒こく狐こ、白びやつ狐こはさっきの……」

　光流は、鍵穴から見えた黒狐、白狐の登場にますます首を傾かしげる。膝ひざ下したまである紫むらさきの上衣と白しろ袴ばかまの朝服姿の男の両りよう脇わきに二匹の狐は座った。逆光で見えなかった男の顔が、提灯の灯あかりに映しだされる。

「三井さん、大丈夫ですか？」

「あんたは！」

「と、豊川先生!?」

　光流とゆき乃は同時に声を上げた。男はゆき乃の高校の担任教師、豊川だった。

「はい、豊川です。こんばんは」

　豊川は、にっこりと微笑ほほえむ。

「な、なんで、キラキラ教師が……？」

　上等な朝服姿の豊川を、光流は上から下まで眺ながめるように見た。一方、豊川は、光流の後ろに立つゆき乃を気き遣づかうように見る。

「……私は、大丈夫です……けど、先生どうして？」

　ゆき乃はこの状じよう況きようと豊川の存在が結びつかず、混乱している。学校の担任教師の豊川と朝服姿の豊川は別人のようだが、柔らかい雰囲気と優やさしげな口調はいつもと変わらない。その豊川の左右には黒狐と白狐が提灯をくわえたまま、行ぎよう儀ぎ良よく座っている。光流と出会ってから現実離ばなれした風景やありえない出来事に何度も遭そう遇ぐうしているゆき乃だが、突とつ然ぜんの豊川の登場にはかなり戸と惑まどっていた。それは、光流も同じだ。豊川ただ一人が、和なごやかな表情で佇たたずんでいる。

「君がどうしても吉原に行くと言うので、このクロとシロに様子を見に行かせたのです。そうしたら二人が危ないと聞いて……」

　様子を見に来た黒狐、白狐は豊川に光流とゆき乃の危機を報告したのだ。ゆき乃は行儀の良い利発そうな二匹に思わず微笑んだ。

「この子たちは九郎助稲荷いなりのクロとシロです。僕の仲間です」

　豊川は黒狐と白狐を二人に紹しよう介かいした。

「九郎助稲荷！」

　光流が声を上げる。

　この吉原神社に合ごう祀しされている九郎助稲荷は、黒狐、白狐が天下るのを見た千ち葉ば九郎助が勧かん請じようした稲荷だ。歴史は古く、なんと七一一年のことだ。九郎助稲荷は伝説や遊女、遊客と絡からむ逸いつ話わに富み、開運、縁えん結むすび、商売繁はん昌じようのご利り益やくのある神として信しん仰こうを集めた。江戸の小こ噺ばなし集などにも登場する稲荷である。明治時代に吉原神社に合祀された九郎助稲荷の稲荷神しん使しは、もう存在していないと光流は思い込んでいた。

「九郎助稲荷のご両人、ありがとうございます」

　光流が礼を言うと二匹は毛並み豊かな尾おを振ふって光流に応こたえた。光流は光が射す社殿の扉を見る。外では銀色の雨が降り続いているようだ。

「まさか、この銀の雨もセンセが降らせてるとか？」

「はい。浄じよう化かの力を持つ雨なのですが、やはり、この土地に根付く怨おん念ねんや遊女たちの怨念は相当強いようですね」

　三〇〇年ほども続いた男と女の愛あい憎ぞう渦うず巻まく吉原は、簡単には浄化出来そうにない。だがそれよりも、浄化作用を持つ銀の雨を降らせる豊川を光流は不ふ審しんがった。

「で？　その雨を降らせたり、九郎助稲荷を連れているセンセは、一体何者なんでしょーか？」

「藤原さんったら……」

　ゆき乃は豊川に対して態度の悪い光流の袖そでを引っ張ったが、豊川は光流の嫌いやみをはねのける微笑みで答えた。

「僕は、葛の葉姫ひめの後任でこの地を守る者です」

「は？　じゃあ守護ってことですか！」

　光流はゆき乃と目を見合わせた。守護は幽ゆう霊れいや妖あやかしや小さな神々を統すべる神である。怪かい異いを取り締しまる、いわば警察のようなものだ。

「それでは、豊川先生は稲荷神使ってことですか？」

　憧あこがれの豊川が自分と同じ世界の人だという予感にゆき乃の胸は高鳴った。

「稲荷神使ではなく鎮ちん守じゆです」

「はぁ？　もっと分かりやすく言ってくださいよ」

　光流は訝いぶかしげにジロジロと豊川を見るが、豊川は表情を崩くずさずに自らの正体を明かした。

「僕は、豊川稲荷の鎮守である荼だ枳き尼に天てんです」

「日本三大稲荷のっ!?」

　光流とゆき乃は声を揃そろえ、顔を見合わせた。

　愛知県豊川市にある豊川稲荷は稲荷と称しようするが、妙みよう厳ごん寺じという寺院である。境内にある稲荷堂が有名なため、豊川稲荷の名で広く知られる。

　豊川稲荷の「稲荷」とは、境内の鎮守として祀まつられる荼枳尼天のことだ。荼枳尼天は仏教の神であるが、日本では稲荷信仰と習合し、稲荷神と同一視されるに至った。豊川荼枳尼天は、白狐の背に乗り、稲いな束たばを担かついで宝ほう珠じゆを持つ天てん女によの姿の女め神がみなのである。

「けど、荼枳尼天って女神じゃなかったっけ？」

　光流の疑問に、豊川は少し困った顔をする。

「ええ、それは……人間に姿を見られたときに勘かん違ちがいされたようなんです。髪かみも長く、化け粧しようもしていたものですから」

「は？　化粧？」

　光流は眉まゆを寄せる。

「そうなんです。こんな風に……」

　そう言うと、豊川の身体からだは銀色に輝き出した。濃こい茶ちやだった髪が、根元から水を吸うように銀色に変わっていき、スルスルと伸のびる。髪は両りよう隣どなりに控ひかえる九郎助稲荷の黒狐と白狐の足元まで伸びていく。そして顔は歌か舞ぶ伎きの女形おやまのように白く塗ぬられ、唇くちびると目め尻じりに紅が引かれる。床ゆかまで伸びた銀ぎん髪ぱつは今度は生き物のように、スルスルと結ゆわれていく。銀髪であるという違ちがいはあるが、若かりし頃ころの聖しよう徳とく太たい子しのようだ。豊川は、まさに神のような姿になった。

　ゆき乃は息を吞のんだ。

（先生、なんて…………なんてキレイなの）

　そして、荼枳尼天である豊川のあまりの神こう々ごうしさに瞳ひとみを潤うるませた。

「驚おどろいたな。なるほど、デカいけど女みてーだ」

　うんうんと頷うなずく光流。

「先生、とてもキレイ……」

　思わず心の声が出てしまったゆき乃に、豊川ははにかむように微笑んだ。

「は？　お前、さっきは俺のことキレイっつっただろ？」

　光流は、振り返って小声で言った。

「だから、それはジャンルが違うっていうか」

「なんだソレ」

　光流は舌打ちした。二人のやりとりに豊川は割って入る。

「藤原くん。この地を守る者として、僕を君の仲間に加えて頂けませんか？」

「え？　仲間？」

　葛の葉から下町を守る守護の存在を聞かされ、出会えたら協力を願い出ようと思っていた。それが先日会ったゆき乃の担任教師であり、そちらから頼たのまれるとは予想外だ。しかも、豊川は稲荷神使ではなく荼枳尼天という仏教の神そのものだったのだ。

「僕を君の式神にしてください」

　豊川は真しん摯しな瞳で訴うつたえた。光流は目を丸くする。

「式神に？」

　豊川は大きく頷いた。

「どうして守護であるセンセが俺の式神に？」

「恥はずかしながら、あの塔とうが建ってから僕自身の力が弱まったように感じるのです……」

　豊川が言う塔とはスカイツリーに他ほかならない。徳とく川がわ家いえ康やすの築いた結界を崩ほう壊かいさせたスカイツリーは荼枳尼天である豊川にも影えい響きようを与あたえたようだ。豊川は続けた。

「それに、僕はこの地に来て、そう長くない。代々この土地で神職をつとめる家系の君と協力すれば、この地の秩ちつ序じよを保つ力が強くなると思うのです。君の活かつ躍やくは陰かげながら拝見させていただきました」

「はぁ!?　だったらもっと早く名乗り出てくださいよ」

　光流は唇を尖とがらせた。

「すみません。本来なら人に正体を明かしてはいけないのです。しかし、神通力を持つ君や三井さんなら例外かと判断しました。それと……」

　豊川は、チラリとゆき乃を見てから、光流に視線を戻もどした。

「……気がついてくれるかと思いまして」

「ああ、でも、その人間離れしたキラキラの意味が判明しましたよ。ゆき乃、どうする？　センセを式神にしていいか？」

　光流は自分の後ろに立つ、ゆき乃を振り返った。

「は？　何、お前……」

　光流は、呆あきれてため息をついた。ゆき乃の豊川を見つめる瞳は乙女おとめの輝かがやきに満ちている。胸の前で手を組み、荼枳尼天である豊川に見とれているゆき乃には光流の声は届いていないようだ。

「っおい！」

「痛っ！」

　光流はゆき乃の額を軽く叩たたいた。

「お前のセンセが式神になりてぇんだと。どうする？」

「それは、私は大だい歓かん迎げいです」

　ゆき乃は叩かれた額を押さえて、ぼんやりしながら呟つぶやいた。

「あっそ。じゃ、センセ。遊女たちの怨念の浄化を手伝ってくださいよ。今、俺の式神、こいつしかいなくて」

　光流はふて腐くされたように言ってから式神契けい約やくのため御ご幣へいを構える。

「その前に……言いたいことがあります」

　豊川は、光流の動きを止めるように手で制止した。

「君は先ほど三井さんを抱だきしめていましたが、あれはどういうことですか？」

「え！　あっ、あれは守ってたっつーか、コミュニケーションつーか、手を出したワケじゃないですよ！」

　そして、光流はチラッとゆき乃を見た。

「それに、なんつーか、まぁ俺も神かん主ぬしである前にハタチの健康な男子であるというか……」

「もう！　ハタチの健康な男子である前に神主でいてください！」

　そう言って頰ほおを紅潮させるゆき乃に、光流は舌を出した。

「僕は、僕のあらゆる立場から君に抗こう議ぎします」

　神であり、教師であり、男である豊川は光流に迫せまる。しかし、光射さす扉とびらが視界に入る。

「今は、式神契約が先のようですね。契約をさせてください」

　そう言って豊川は一歩、光流に近づいた。豊川の方が光流より数センチ背が高い。

「……はい」

　見下ろされた光流は思わず後ずさる。

（式神の正式な契約って、えっと……えぇ！）

　式神契約のときに光流に額に優やさしくキスされたことを思い出し、ゆき乃は一人パニックになった。

「では、お願いします」

　豊川はひざまずき、光流を見上げる。そして、誓ちかいを立てるように、胸に手を当てる。

　豊川の決心に光流も覚かく悟ごを決めて式神契約に臨のぞんだ。御幣を構える光流の藍あい色いろの瞳は青く輝き出す。すると、きしむ薄うす暗ぐらい社しや殿でんは、月の影を落とす夜の群ぐん青じようの海うな原ばらへと変わった。満天の星とそれを映す海面に三人は立っていた。天の川が見えるほどの星空だ。ひざまずく豊川に向け、光流は短い詞を述べる。

「御ご前ぜん、加持賜たまわる……」

「神仏は水波の隔へだて。我、忠を尽つくさんとす」

　豊川は胸に当てていた手を、光流に差し出す。光流は青く輝く瞳を閉じて、恭うやうやしく豊川の手の甲こうに唇をつけた。

（ん？　手の甲でも良かったの!?）

　信じられないというふうに光流を見るゆき乃。

　そして、光流が豊川の手の甲から唇を離はなすと、シャッと音を立てて数本の絹糸の様なものが豊川の全身を縛しばった。契約が結ばれたのだ。

（私もあんな風になったんだ……）

　ゆき乃は花川戸公園に現れた夕暮れの海辺での契約を思い起こす。光流の唇が額に触ふれたときの感覚は今でも残っている。ゆき乃は思わず額を手で押さえた。

（先生もこれで藤原さんの式神なんだ）

　豊川が言った「神仏は水波の隔て」とは、「神と仏は水と波との関係のように、形だけの違いで、元は同じものである」という意味の故事だ。下町の守護であり、豊川稲荷いなりの鎮ちん守じゆであり、そして荼枳尼天である豊川はたった今から光流の式神となった。

「じゃあ、センセ行きますよ」

　豊川は主あるじとなった光流に頷く。その様子を見ていたゆき乃は慌あわてた。

「あの私は！　私は何をしたらいいですか？」

「お前は余計なことしないでここにいろ」

「また、それですか……」

　ゆき乃は唇くちびるを尖らせた。

「お前の意識がぶっ飛ぶたびに呼び戻すのだって神通力を消しよう耗もうしてるんだぞ」

「……すみません」

　光流の言うとおりだと思ったゆき乃は大人しくなる。

「まず、遊女の怨おん霊りようを金魚から解き放とう。それからその怨霊を浄じよう化かする」

　光流は青く輝く瞳ひとみで言った。そして、荼枳尼天と九郎助稲荷を従えた光流は社殿の扉に手をかけ、一気に開く。浄化の雨に打たれ、弱っている遊女たちが光流を見てワッと押し寄せる。光流は、社殿の中から遊女たちに向かって御幣を振ふった。突とつ如じよ海の波が現れ、遊女たちを押し流す。境けい内だいへの道が出来た。

　光流は社殿を出て、遊女たちのいる境内に降り立つ。雲の無い夜空から銀色の雨が降り注ぐ。そこは光と闇やみの世界だった。銀色の雨に濡ぬれる光流は光り輝いた。

　──金魚、金魚、めだか、金魚──

　遊女たちは「梅雨つゆの晴れ間」という小こ唄うたを歌い、光流を囲んで歩きだした。すると、邪じや気きが漂ただよい始める。歌は遊女たちの邪気を強くする呪じゆ文もんのようだ。

「俺がターゲットか。俺モテるな」

　光流は青い瞳で遊女たちを睨む。青く輝く瞳の色は光流の神通力が発動している証あかしだ。そして、ゆき乃がいる社殿を背に御幣を構え、清せい祓ばつ詞しを奏上する。

「……八十日日波在礼抒毛今日乎生日乃足日登撰毘……」

　トランス状態のようになり、光流は無防備となる。それを見計らったように遊女たちは、舞まい歌う輪から外れる。光流の祝詞のりとを阻そ止ししようとしているのだ。遊女が光流に迫るたび、豊川が手のひらから銀の糸を放って遊女を縛り上げ、九郎助稲荷の黒こく狐こ、白びやつ狐こが遊女の着物に嚙かみつき引っ張った。

「……神職仲取持知氏恐美恐美母白須！」

　すると、結界の内側である境内の地面から海水が勢いよく湧わき始めた。あっという間に吉原神社境内は巨きよ大だいな水すい槽そうのようになり、海水で満たされた。海水は社殿の中にも浸しん入にゆうし、ゆき乃は慌てて息を止める。水中を遊女たちの着物がたゆたう。光流の狩かり衣ぎぬも御幣の紙垂しでも、豊川の長い銀ぎん髪ぱつも水に漂った。

（苦しい！　もうダメ！）

　ゆき乃がそう思った瞬しゆん間かん、水槽の底が抜ぬけたようにバシャンと音を立て、海水は引いた。地面もゆき乃の巫女みこ装しよう束ぞくも濡れていなかった。海水は光流の神通力が見せた幻まぼろしだったのだ。

　海水が引いた瞬間、遊女たちは元の金魚へと戻り、地面を跳はねた。境内の地面にたくさんの朱しゆ色いろの金魚が跳ね、宙には邪気を持った怨霊が無数に飛び交かう。

「はぁ、次は浄化だな」

　光流が深くため息をついた瞬間、地面を跳ねていた金魚たちがぴょんぴょんと移動し、一いつ箇か所しよに集まり始めた。

「え？」

　あっという間に最後の一匹ぴきまで一ひと塊かたまりとなると、金魚たちは橙だいだい色いろの打ち掛かけの幼い遊女に姿を変えた。銀の雨に打たれて立つ、その遊女は玉菊だ。朱色の鱗うろこに覆われた顔はまだあどけなさを残しているが、けだるい表情と、乱れた着物と髪かみは、世の中を知り尽くしたような退たい廃はい的てきな雰ふん囲い気きを漂わせていた。

　光流は目を丸くする。

「玉菊、お前、さっき爆ばく発はつしたんじゃ……」

　邪気を持たない玉菊は、にたりと笑った。

「うん、境内に入るためにね。あんたが引き入れてくれなきゃ入れなかったから」

「くそ……」

　光流は悔くやしそうに唇を嚙んだ。確かに金魚たちを抱かかえて吉原神社境内に引き入れたのは光流だ。豊川が手のひらを玉菊に向けた。荼枳尼天の浄化の雨に打たれる玉菊は、銀の糸により簡単に拘こう束そくされた。

「姐ねえさん達、力を貸して」

　玉菊の言葉で境内を浮ふ遊ゆうしていた遊女の怨霊が玉菊のもとへ集結する。怨霊たちは最後の力を玉菊に与あたえた。金魚女じよ郎ろう、玉菊はビー玉のように透すき通る瞳で全員を睨にらんだ。境内にいる光流と社殿にいるゆき乃も玉菊を見返した。

「藤原くん、三井さん！　見てはいけない！」

　豊川が叫さけんだと同時に、玉菊の黒い瞳が異様に見開いた。──真っ赤なおべべの可愛かわいい金魚──と囁ささやくような歌声が聞こえ、光流とゆき乃は玉菊の幻げん術じゆつに捕とらわれた。

「きゃあ！」

　ゆき乃がいる吉原神社社殿が一いつ瞬しゆんにして燃え上がり、炎ほのおが轟ごう々ごうと音を立てる。

「ゆき乃！」

　光流はすばやく社殿に駆かけ上がり、ゆき乃の身体からだを抱えて境内に放ほうり出した。直後、社殿は大きな音を立て燃え崩くずれた。

「うぅ……」

　光流は崩れた社殿のわずかな隙すき間まにうつぶせに身体を挟はさまれていた。ゆき乃は慌てて駆け寄り、悲鳴のように光流を呼ぶ。

「藤原さんっ！」

「大だい丈じよう夫ぶだから、耳元でそんな大声出すなよ。お前はケガしなかったか？」

　そう言う光流の顔は青ざめ、指先は痙けい攣れんしていた。とても大丈夫そうには見えない。ゆき乃は震ふるえる光流の手を握にぎる。

「私は大丈夫です。藤原さんが助けてくれたから」

「そうか……ああ、お祓はらいしに来たのに、吉原神社壊こわしちゃってどうしたらいい、俺？」

　ゆき乃に心配をかけまいと調子良く言ったつもりが、あまりの痛みに顔を歪ゆがめる光流。

「藤原さん、これは幻です。しっかりして！」

「んなこと分かってるけど、痛いもんは仕方ないだろ……」

　そう言う光流の声には力がない。ゆき乃は光流の傷を癒いやそうと光流の手を両手で包み、念じた。しかし、玉菊の幻術の中では効き目がなかった。

「キャハハハハ！」

　玉菊の笑い声が響ひびく。ゆき乃は境内に立つ玉菊を睨む。幻術の吉原神社には豊川の姿が無かったが、玉菊は銀の糸に拘束されている。笑い続ける玉菊にゆき乃の怒いかりが爆発した。

「こんなこと、許さない！」

「ゆき乃、ダメだ！」

　光流は立ち上がろうとするゆき乃の手を引いたが、その手はするりとすり抜けた。玉菊を睨んでいたゆき乃は光流を振り返り、微笑ほほえんだ。

「式神は主に守られるものじゃなくて主を守るものでしょ？　藤原さん」

「ゆき乃……」

　そして、玉菊の方へ向き直ると白はく煙えんを上げ、ゆき乃は稲荷いなり神しん使しに変へん幻げんした。白煙の中、木の葉が舞う。白い耳、白い尾おを持つゆき乃は金色の瞳で玉菊を見つめた。そこから跳ちよう躍やくすると玉菊の懐ふところに飛び込み、乱れた着物の胸むなぐらを摑つかむ。

「幻術を解きなさい！」

　ゆき乃は片方の手を振り上げて、朱色の鱗が浮うかぶ玉菊の頰ほおを打とうとした。

「……」

　しかし、振り上げた手は震え、やがて力なく下ろされた。

「あんなに可愛い笑え顔がおが出来る子がどうして、こんなひどいことをするの！」

　ゆき乃は声を震わせて、玉菊に訴うつたえた。胸ぐらを摑まれている玉菊は、大きく瞳を見開き、ゆき乃を見上げる。光流は叫んだ。

「ゆき乃、その目を見るな！」

　しかし、ゆき乃は見てしまった。異様に見開かれた玉菊の黒い瞳が、魚眼のようにぐるりと動いたのを……。

　玉菊はさらなる幻術にゆき乃を捕らえようとしたが、稲荷神使へと変幻しているゆき乃は玉菊の力をはねのけた。

　金色の瞳で玉菊を見つめるゆき乃は、玉菊の心の風景、そして人生を見た。
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　金魚女郎は河津屋の遊女だった玉菊の通つう称しようだ。弘こう化か二年十二月、楼ろう主しゆの女によう房ぼうから折せつ檻かんを受けていた玉菊は吉原から脱だつ走そうしようと放火をした。このとき玉菊は十三歳だった。

　河津屋が出火元となり、吉原は全ぜん焼しようした。逃とう亡ぼうを企くわだてた玉菊は、浅草周辺ですぐに捕つかまってしまう。当時から放火は大変な重罪である上に、吉原からの逃亡の罪が重なる。幼かったのと、河津屋での虐ぎやく待たいの事実が考こう慮りよされ、死罪、流る罪ざいは免まぬかれたが、玉菊は羅ら生しよう門もん河岸がしで働かされた。

　羅生門河岸は遊女が客の腕うでを引っ張って引きずり込むことからそう呼ばれ、吉原でも最下級の見み世せが並ぶ通りだ。

　美少女であった玉菊は人気があり、朝から晩まで休みなく客をとらされた。逃にげ出したいと願った河津屋にいた頃ころよりも酷ひどい境きよう遇ぐうとなったのだ。そして、玉菊は心を壊した。

「揚あげ代は金魚でちょうだい」

　それが金魚女郎と呼ばれる玉菊の決まり文句だった。揚げ代とは代金のことだ。下級の遊女である玉菊はありんす詞ことばといわれる遊女言葉を使わない。

「金魚、あ、あぁ。それで良いのかい？」

　客の男は玉菊の粗そ末まつな部屋を見回した。部屋中に水すい槽そうや水みず瓶がめや桶おけが所ところ狭せましと置かれている。水の中では丸々と太った橙色のランチュウや、尾びれ胸びれが豊かな琉りゆう金きんがゆらゆらと泳ぐ。

「金魚がいいの」

　十四歳になった玉菊は男に流し目で一いち瞥べつくれると、煙管キセルを吹ふかした。煙けむりは、ゆらゆらとくゆる。

「じゃあ、後で届けさせるから……」

　男は名残なごり惜おしそうに、あばら家のような部屋を出るが、玉菊は男を気に留めることなく、ただ水槽の金魚を見つめていた。桶の中で優ゆう雅がに泳ぐ金魚に話しかける。

「あんた達は、幸せを運ぶおめでたい魚なのでしょ？」

　そう言うと鼻歌を歌いながら、桶に桜色の指を浸ひたす。朝から晩まで男に抱だかれ、身体より心を壊した玉菊は、幸せを求め金魚を飼い始めた。しかし、何なん匹びき飼っても幸せは訪おとずれない。

「まだ、足りない……」

　側そばに置くだけでは、足りないのだと思った。眺ながめるだけでは駄だ目めなのだと思った。一つになろう……そう思った。玉菊は桶からランチュウを摑み上げる。ランチュウはビチビチと身体をよじり、抵てい抗こうした。

　ランチュウは一いつ般ぱんに金魚と呼ばれる和金と違ちがい、背びれがなく、ずんぐりとした体で頭部の肉にく瘤りゆうの隆りゆう起きなどが特色の金魚だ。江戸時代、金魚に怨おん念ねんが憑き異形となったものがランチュウであるという考えもあった。

　ビチビチと震えるランチュウを、玉菊は強く握った。そして、おもむろに口を開き、摑んだランチュウを口の中へ押し込んだ。ゴクリと喉のどを鳴らし丸飲みする。しかし、ランチュウは喉の奥で蠢うごめき、空間を求め暴れる。ゴクリと更さらに強く飲み込み、胃の中へ流し込んだ。

「フフフフ、ウフフフフ」

　玉菊は達成感とも充じゆう実じつ感かんとも言える気持ちになり笑った。生まれて初めて幸せを感じたように思う。そして再び、桶から金魚を摑む。今度は尾びれも胸びれも振ふり袖そでのように豊かな琉金という金魚だ。玉菊は手の中の金魚を嚙かみちぎった。焼き魚のはらわたと同じ生なま臭ぐさい苦味が口に広がる。

「アハハハ！　キャハハハハ！」

　玉菊は笑いながら、両手に金魚を摑んで次々と嚙みちぎった。食べれば食べるほど、幸せがやってくる気がした。幸せを運ぶ金魚が自分の血肉となり一体になるのだ。これで幸せになれぬはずがない。

「ぅぐ……ぐぐ」

　口に残るうちに次から次へと金魚を詰つめ込む玉菊。そこへ、粗末なあばら家の戸が開けられる。

「金魚屋でーす。金魚を届けに参りました」

　半はん纏てん姿にねじりハチマキをした粋いきな金魚屋が現れた。

「うわぁぁぁぁ！」

　金魚屋は異様な風景を目まの当たりにし、その場で尻しりもちをつく。ビシャビシャと音を立て、玉菊が口から大量の金魚の肉にく片へんを吐はいていた。

　それから、玉菊は乱心したとされ、療りよう養ようさせられた。何度か寝ね床どこを抜ぬけ出し、大門まで歩いてみたが、やはり大門より外に出る事は叶かなわなかった。次し第だいに身なりも構わなくなり、髪かみを乱し着き崩くずれた着物を引きずって遊ゆう郭かく内を歩いた。その姿は正気の沙さ汰たではない。玉菊を興味本位に見に来る男はいても、もう買う男などいない。

「見るな！」「うるさい！」「キャハハハ！」

　遊郭内を徘はい徊かいし、一人で話す玉菊の奇き行こうは日に日に酷くなり、やがて、真っ黒な水のお歯黒どぶで泳ぐようになり、最後は溺でき死しした。橙だいだい色いろの着物で、どぶに浮いて死んだ姿は金魚のようだったという。吉原を全焼させた玉菊であったが、その不幸な人生に遊女たちは同情した。放火をしてまで逃げ出したい気持ちは皆みな、一いつ緒しよなのだ。玉菊は遊女たちにより手厚く葬ほうむられた。花魁おいらんと呼ばれる高級遊女たちは、玉菊の好きな色である橙色の刺し繡しゆうの打ち掛かけを墓に供えた。下級の遊女であった玉菊には着ることが許されなかった豪ごう華かな打ち掛けだ。その後も、玉菊の墓には線せん香こうと花が絶えなかった。

　そこで場面が変わり、遊女たちの供く養よう塔とうの前で手を合わせて泣いている玉菊の姿が見えた。向こうが透すけて見える身体からだは幽ゆう霊れいである証あかしだ。







「玉菊ちゃん……」

　向かい合う玉菊とゆき乃。稲荷神使の姿であるゆき乃は、玉菊の衝しよう撃げきの人生に言葉を失った。

「女め狐ぎつね……あんたには想像もつかないでしょう？　何も知らないお嬢じようちゃんのあんた見てるとイライラする。むかつくの」

　十四歳の玉菊は、十六歳であるゆき乃に言った。

「確かに、あなたから見たら私は世間知らずかも知れない。だけど、私にも何か出来ることがきっとある。あなたの目的は何？」

「そんなの自分で考えて」

　玉菊は冷たく言い放ったが、ゆき乃はその言葉通り考えた。そして思い出した。幻げん術じゆつの中の遊女たちが皆、「祈いのって」と言っていたことを。そして、玉菊が誰だれも訪れることのない遊女たちの供養塔の前で泣いていたことを。

（もしかして、供養をして欲しいっていうこと？）

　強がる玉菊の瞳ひとみの奥には、悲しみが渦うず巻まいている。

「玉菊ちゃん、あなたと遊女たちは供養をして欲しいと思っているのね？　供養は生きている人間にしか出来ない。あなたが手を合わせても遊女たちは供養されない。だから、あなたは……」

　玉菊は、目を見張った。すると、幻術の吉原神社の風景がジグソーパズルが壊こわれるようにバラバラと崩れていく。玉菊の動どう揺ようは幻術を崩ほう壊かいさせた。

　光流は吉原神社社しや殿でんの前でうつぶせに倒たおれていて、玉菊の周りでは遊女の怨おん霊りようが玉菊を守るように浮ふ遊ゆうする。そして、玉菊の向かいにはゆき乃が立ち、その横で荼枳尼天である豊川が手から放つ銀の糸で玉菊を縛しばり上げていた。

「藤原くん、三井さん、幻術を破ったんですね」

　光流は背中の激痛に耐たえ、うつぶせたまま豊川に言う。

「う……センセ、そいつを逃がすなよ。そのまま浄じよう化かしてくれ」

　玉菊の幻術は玉菊が浄化されなければ完全になくならない。幻術の風景は消えても、燃え崩れた社殿に潰つぶされた背中の痛みは消えていない。

「分かりました。浄化します」

　豊川は胸の前で人差し指と中指を立て、構える。

「ふん、あたしたちが消えたって女の怨念は消えないよ！　見てみなよ、あれを！」

　豊川はチラリと玉菊の指さす境けい内だいの外の風景を見た。ソープランドと呼ばれる何棟ものビルの屋上から湯気が立ち上っている。遊郭だった吉原は今は煌きらびやかなネオンが輝かがやく風ふう俗ぞく街だ。大量の湯気に包まれた吉原は都会の真ん中でありながら温泉地のような匂においがする。

「君のようにここでしか生きられない人は今はいないのです。君たちの時代とは違うんです。時代は変わりました」

　豊川は諭さとすような教師の口ぶりで、ゆっくりと首を振った。

「君の魂たましいを浄化します」

「いやよ！　約束したんだから！」

　玉菊は吠ほえるように言った。

「おい、玉菊。わがまま言ってんな！　誰と何を約束したんだ？」

　光流が、わがままな妹を叱しかるように怒ど鳴なった。

「……それは言えない」

　玉菊のはっきりとしない答えに光流は舌打ちした。豊川は再び、構える。

「待って下さい！　玉菊ちゃんが納なつ得とくしていないのに浄化をしても怨念は消えません」

　ゆき乃は、白い尾おをなびかせて歩み出た。

「藤原さん、玉菊ちゃんや遊女たちはご供養を望んでいるんです。玉菊ちゃんは遊女たちのためにこんなことをしているんです」

「供養……そのために？」

　光流は呟つぶやいた。人はなんと悲しい生き物だろう。そんな小さな願いを叶えようと彷徨さまよう霊れいと、そんな小さな願いを叶えてあげられない人間のすれ違いを光流は悲しく思った。

　ゆき乃は玉菊に言った。

「玉菊ちゃん、私が約束する！　ご供養に行くわ。だから皆と一緒にキレイな魂に戻もどって。玉菊ちゃんが怨霊のままじゃ仕方ないじゃない」

「俺も供養に行ってやる。だからお前も頑がん張ばってないで休めよ。生きてるときも今も自分が壊れるくらい頑張ってどうするんだよ。お前が誰かのために頑張るイイコだってことは分かったから。放火をしたのだって誰かのためだったんだろ？」

　光流は、玉菊の放火の動機を思い出した。その光流の言葉を聞いた玉菊は、驚おどろいた表情で光流を見つめる。確かに玉菊が放火をした本当の理由は、同じ河津屋にいた自分より幼い遊女二人を女によう房ぼうの折せつ檻かんから救うためだった。

「イイコ？　私が？」

　顔の鱗うろこがスゥッと消えていく。着崩れた着物も乱れた髪も美しく整い、びしょ濡ぬれだった全身は乾かわいていく。そして玉菊は、狼狽うろたえるように尋たずねる。

「休んで……いいの？　姐ねえさんたちの供養も本当にしてくれる？」

「僕たちの主あるじは見た目にそぐわず人情深いんですよ」

　玉菊の問いには、豊川が笑え顔がおで答えた。玉菊は微笑ほほえんだ。さっきまでの怪あやしい微笑みとは違ちがい、少女らしい愛らしい微笑みだった。







　稲荷いなり神しん使し姿のゆき乃は、社殿前にうつぶせる光流のもとへ戻り、光流の手を再び握にぎった。

「もう、大だい丈じよう夫ぶだって」

　そう言って引っ込めようとする光流の手を強く握る。

「私がこうしていたいんです」

　ゆき乃は微笑みながら言った。ゆき乃の白い尾がふさふさと左右に揺ゆれる。二人は、対たい峙じする豊川と玉菊を見つめた。

　豊川はヒュウと短く口笛を吹ふいた。すると九郎助稲荷の黒こく狐こ、白びやつ狐こが豊川の隣となりに並んだ。そして、豊川は、人差し指と中指を胸の前で立てると真言を唱えた。

「オン シラバッタ ニリ ウン ソワカ」

　豊川の足元に銀色の梵ぼん字じが浮うかび上がった。左右に控ひかえる黒狐、白狐が爆ばく発はつ音を上げて白はく煙えんに包まれる。白煙が引き、現れたのは狐きつねの面を着けた稚ち児ごが二人。黒狐面の稚児はインドの弦げん楽がつ器きシタールを、白狐面の稚児は太たい鼓このタブラを持っている。黒と白の稚児はゆったりとしたインド風の音楽を奏かなで始めた。

　豊川は銀色に浮かび上がる梵字を舞ぶ台たいにして舞まい始めた。飛び立つように優ゆう雅がに全身を伸のばしたかと思えば、力強く地を踏ふむ。神楽かぐら舞まいとインド舞ぶ踊ようが融ゆう合ごうされたような不思議なステップだった。

（これが荼枳尼天の舞……）

　ゆき乃は、豊川の舞を見つめた。遊女たちの舞に見とれ、幻術の世界に引き込まれたゆき乃だったが、豊川の舞はそれと比べものにならないほど芸術的であり、神秘に満ちていた。ゆき乃は意識して呼吸をした。そうしなければ呼吸すら忘れてしまいそうなほど魅み入いってしまう。

（こんなに綺き麗れいな舞、誰もかなわないよ。先生……）

　舞が佳か境きように入ると、銀色の雨はいよいよ激しくなり、辺りを銀世界に変えた。銀の雨に打たれ、全すべてが銀色に輝き出す。豪ごう雨うとなり視界は銀世界となった。銀色の雨がスクリーンのようになり、黄金に輝く稲いな穂ほの大地を映し出す。豊かなる実りの大地を象しよう徴ちようする神。それがインドから朝ちよう鮮せん半島を経て、日本へやってきた仏教の神、荼枳尼天だ。

　強い雨に打たれる玉菊は、豊川を見つめる。

「オン シラバッタ ニリ ウン ソワカ」

　再び、真言を唱えると銀色の雨は止やんだ。

「あ……」

　玉菊と玉菊を守るように浮遊していた怨霊は姿を消し、光の玉へと姿を変えた。

「オーブだ……浄化された魂だよ」

「……怨霊だった遊女たちがこんなにキレイな光に……」

　ゆき乃は思わず繫つないだ手に力を込めた。光流も応こたえるように握り返す。

「オン シラバッタ ニリ ウン ソワカ。オン シラバッタ ニリ ウン ソワカ」

　稚児の姿の黒狐、白狐の演奏が盛り上がると、豊川は弦楽器を抱かかえるような水の女め神がみサラスヴァティのポーズをとる。直後、色とりどりの光の玉が宙に浮かび上がる。シャボン玉が宵よいの口の空に吸い込まれるような風景をゆき乃は見上げた。橙だいだい色いろの光の玉が、ゆき乃と光流の周囲を回ってから天へ昇のぼる。
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「玉菊ちゃん？」

　ゆき乃は呟いた。

「有り難がとうござりんす」

　遊女たちの声が境内に響ひびいた。遊女たちの怨おん念ねんは浄じよう化かされ、金魚女じよ郎ろう、玉菊の魂と共に吉原の空へ消えた。

　豊川はゆっくりと二人を振ふり返る。髪かみは銀色からいつもの濃こい茶ちや色いろに変わり、化け粧しようも消えていた。

「あ？」

　急に身体からだが軽くなり、光流は声を上げた。幻げん術じゆつを操あやつる玉菊、そして遊女たちの怨念が消え、光流の背中の痛みも消えた。幻まぼろしは去ったのだ。ただ、社しや殿でんの前でうつぶせる光流とゆき乃の手だけはしっかりと繫がれている。

「あ……」

　二人は手を離はなし、気まずそうにうつむく。

「お、終わったんですね」

　ゆき乃はぎこちない笑みを浮かべて言った。

「ああ」

　光流もぎこちなく返事をした。そんな二人に近づいてくる豊川は爽さわやかに微笑んでいる。

「藤原くん、三井さん。行きませんか？」

「へ？　どこに？」

　豊川の訳の分からない提案に光流は間ま抜ぬけな声で聞き返した。

「遊女たちからのお礼ですよ」

　豊川は手のひらで吉原神社の外を指し示した。
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　そこには、かつて繁はん栄えいを極きわめた吉原遊ゆう郭かくの風景があった。豪ごう華か絢けん爛らんな楼ろう閣かくが並ぶ大通りの仲の町は行あん灯どんが一定間かん隔かくで置かれ、昼と見まがうほどの灯あかりと、昼の日本橋の喧けん噪そうに負けないくらいの活気があった。三味線しやみせんや鼓つづみ、男女の賑にぎやかな笑い声が聞こえる。不夜城である吉原は夜間に最も活気づく。

「さっきまでビルだったのに……」

　ゆき乃はたくさんの赤あか提ちよう灯ちんが連なる吉原の街並みや通りに溢あふれる客の男たちを眺ながめた。現代の吉原へ通うコソコソした客と違ちがい、当時の遊ゆう客かくは堂々と歩く。昔は吉原での遊興は男のステータスであった。遊客は皆みな、通を気取って格好つけたのだ。

　そして、花魁おいらん道中をする遊女たちも誇ほこりを持って堂々と練り歩いた。遊郭は数あれど、江戸唯ゆい一いつの幕府公許の遊郭で働く自分たちは特別なのだという自負があった。吉原では客も遊女も誇り高かった。その活気ある、賑やかな街の様子は遊園地のような魅み力りよくがある。

「遊女たちがお礼として見せる幻です。せっかくだから、少し遊んで行きませんか？」

　豊川は首を傾かしげ、同意を求めた。現代の吉原であれば高校教師にあるまじき誘さそいである。

「マジで言ってんの？　それ、誘っていいワケ？」

　光流はチラリとゆき乃の顔を窺うかがう。

「先生、私、行ってみたいです！」

　定じよう紋もん入りの箱提灯、外八文字を描えがく黒くろ塗ぬりの高たか下げ駄た、豪華絢爛な衣い装しようの花魁。通りを行く華はなやかな花魁道中が目に入り、ゆき乃は瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ご招待を受けたのですから、着き替がえて行きましょうか」

　豊川は真言を唱えた。

「きゃ！」

「うわ！　何すんだよ、センセ！」

　皆、一いつ斉せいに白はく煙えんに包まれた。煙けむりが引くと光流は武家の男子、ゆき乃は若い遊女である振ふり袖そで新しん造ぞうの姿に変わっていた。

「……」

　ゆき乃は凜々しい袴はかま姿すがたの光流に、そして光流は艶あでやかな遊女の姿のゆき乃に見とれた。見つめ合う二人の間に豊川が割って入る。

「お二人共、とてもお似合いです」

　豊川は貴族の男子の金糸で飾かざられた豪華な衣装を着ていた。

「センセ、なんか自分だけズルくね？」

「すみません」

　文句を言う光流に豊川は、にっこりと微笑ほほえんで謝罪した。

　三人の前を稚ち児ご姿のクロ、シロが提灯を持って歩く。「ありんす国」と呼ばれた吉原は男性には非現実の夢の国。長年貯金をし、念願叶かなって来ることが出来た田舎いなかの若者。浅草は紙すきが盛んで、その紙を冷やして乾かわかす間に吉原をぶらつく「ひやかし」の語源となった紙すき職人たち。花魁道中には、そんな男たちの人だかりが出来ている。ゆき乃は目に映る全すべてを記き憶おくにとどめようとクルクルと見回した。

「藤原さん」

　ゆき乃は隣となりを歩く光流を見上げた。街の様子を眺める光流の瞳は輝いていた。

「信じらんねぇ。俺、こんな風景、見られると思わなかった……」

「私もです……」

　ここは遊女たちの記憶の中の美しく華やかな遊郭の姿だ。感動で瞳を輝かす光流の横顔をゆき乃は見つめた。

（藤原さん、浅草もその歴史も本当に好きなんだ）

　すると、ゆき乃の視界に桜色の風景が飛び込んできた。

「わぁ……」

　この吉原遊郭は今、桜咲さく春の初めのようだ。桜の名所と謳うたわれた吉原だが、実は桜の木は一本も生えていない。毎年、桜の時季になると千本近くが移植され、花期が過ぎれば抜ぬいてしまう贅ぜい沢たくな桜の名所なのである。

　吉原遊郭の住人であった九郎助稲荷いなりのクロとシロは三人をある楼閣へ案内した。

「クロ、シロ。どうもありがとう」

　豊川が礼を言うと「ハイ」と二人は可愛かわいい声を揃そろえた。そして、白煙を上げてクロとシロは消えた。

「稲いな本もと楼ろう……」

　ゆき乃のは看板代わりの大きな提灯の文字を読んだ。

「お待ちしておりました。楼ろう主しゆの稲本屋庄しよう三ざぶ郎ろうでございます」

　楼閣に入ると、成金風の派手な衣装を身につけた初老の男が三人を出で迎むかえた。稲本屋庄三郎が楼主の稲本楼は有名な遊女を多く抱かかえる人気の見み世せだ。歴史に名を残す稲本屋庄三郎を知る光流は目を丸くする。

「マジ？　本物？」

「ええ、本人の霊れいですよ」

　豊川は光流に頷うなずいた。しかし、庄三郎を見たゆき乃はハッとする。

「ゆき乃？　どうした？」

「あの人……」

　ゆき乃は庄三郎に見覚えがあった。ほおずきにより中絶を受けた遊女の幻げん術じゆつの中だ。医者や遣やり手に指示していた初老の男こそ、稲本屋庄三郎であった。怯おびえるゆき乃に光流は言う。

「式神だったらしっかりしろよ。弱虫」

「……」

　ゆき乃は黙だまってうつむいた。二人きりのときの光流は、もう少し優やさしかったとゆき乃は思う。うつむくゆき乃に豊川が言う。

「三井さん、大だい丈じよう夫ぶですよ。ここは遊女たちの一番幸せな記憶から生み出された幻の吉原なんです。皆、酷ひどいことはしませんよ」

「先生……」

　豊川を見上げたゆき乃のかんざしがシャランと鳴った。豊川は、ゆき乃と視線を合わせるように屈かがみ、ゆき乃の手を取る。

「大丈夫、僕が側そばにいます。ね？」

　そう言って、微笑む。

「どぅわ──────っ！」

　突とつ然ぜん、光流が叫さけぶ。

「なんじゃそら！　鳥とり肌はだ立つ！」

　豊川の王子様的な振ふる舞まいが、光流には受けつけられない。

「ささ、お三方。こちらでございます」

「あー寒っ！　寒い、寒い！」

　稲本屋庄三郎にうながされ、光流は床ゆかを踏ふみ鳴らしながら行ってしまった。

「僕たちの主あるじは面おも白しろい人ですね。いつもは光源氏なんて呼ばれているんでしょう？」

「先生、藤原さんのこと知ってたんですね」

　豊川は、「フフ」と笑った。

「ええ。三井さんのことも小さい頃ころから良く知っています」

「え、私をですか？」

　豊川は頷き、真しん剣けんな眼まな差ざしで、驚いているゆき乃を見つめる。

「僕はずっと君の事を待っていたんです。学校で」

「学校で、ですか？」

　ゆき乃は思わず遅ち刻こくした朝を思い出した。確かに豊川は遅刻取り締しまりとしてゆき乃を昇しよう降こう口ぐちで待っていたが、「ずっと」という言葉の意味が分からない。

　そんなゆき乃の様子に、豊川は少し悲しそうに微笑む。

「約束……もう、忘れてしまいましたか？」

　切なそうな豊川の声に、ゆき乃は戸と惑まどって視線を泳がせる。

「約束って……」

　以前、三囲神社を懐なつかしい場所だと言った豊川。ゆき乃は記憶を探さぐってみるが、やはり心当たりはない。しかし突然、蟬せみしぐれがワンワンと耳に響ひびいた。ゆき乃の耳は何かを記憶している。

「さぁお二方、どうぞこちらへー」

「あ……」

　急せかす楼主の声に蟬しぐれは消え、豊川は教師の顔に戻もどる。

「さぁ、行きましょうか。藤原くんは、せっかちなようですから叱しかられますよ」

　豊川は、ゆき乃の背に手を添そえ、うながす。

「……はい」

　ゆき乃は戸惑いながら稲本楼の廊ろう下かを歩き出した。楼主自らが案内したのは二階にある豪ごう華かな座敷だった。

「わぁ……」

　ゆき乃は天てん井じようを見上げて声を上げる。金きん箔ぱくで飾られた豪華絢けん爛らんな天てん井じよう画がと柱の彩さい色しき彫ちよう刻こくは、現代の由ゆい緒しよ正ただしい結けつ婚こん披ひ露ろう宴えん会場にも引けを取らない。桜が咲き乱れる窓の外の風景は赤あか提ちよう灯ちんの額がく縁ぶちに収まった浮うき世よ絵えのようだ。

　光流は中央に席を取り、朱しゆ塗ぬりの膳ぜんを前にあぐらをかいて座っている。光流を真ん中にして右手側にゆき乃、左手側に豊川と並んで座った。

「それでは、少々お待ちを」

　稲本屋庄三郎は恭うやうやしく畳たたみに手をついて礼をすると、座敷を出て行った。

「藤原くん、どうぞ」

　豊川は光流の盃さかずきに酒を満たす。

「お、どうも。センセもどうぞ」

　光流は返へん盃ぱいした。豊川は盃に口をつけて言った。

「ところで、藤原くん」

「はい」

　光流も盃に口をつけたまま返事をした。

「主さまから金魚浄じよう化かの礼が、まだなのですが……」

　光流の式神になったばかりの豊川は言葉での褒ほう美びを欲しがった。

「あっ、ありがとうございました。お美津も葛の葉姫ひめもいなかったので、俺もゆき乃も助かりました。センセのおかげです」

　光流は素す直なおに頭を下げる。豊川は嬉うれしそうに微笑んだ。

「お役に立てて嬉しいです。だけど、先生なんて呼ばないで名前で呼んでください。僕は君の先生ではなく、式神なんですから」

「あぁ、名前ね。そういや、センセのフルネームは？」

「はい。僕は豊川……」

　豊川はあごに指を当てて瞳ひとみを横に動かす。

「えーと、豊川……何でしたっけ？」

「は？」

　光流は手にしている盃を落としそうになる。

「自分から言っといて、どういうことですか？」

「すみません。元々、名前は持っていませんし、普ふ段だんも滅めつ多たに下の名前まで名乗らないものですから。大切な友人にもらった名前なのに僕としたことが……。確か、歴史上の人物と同じなのですが……」

「へぇ、信のぶ長ながとか秀ひで吉よしとか家康とかですか？」

　光流は茶ちや化かすつもりで尋たずねた。

「いえ、そういう誰だれでも考えつくようなベタなものではなくて……」

　あしらわれた光流は、悩なやむ豊川を面白くなさそうに一いち瞥べつするとゆき乃に尋ねた。

「おい、ゆき乃。センセのフルネームって何？　担任の名前くらい知ってんだろ？」

　遊女姿のゆき乃は「え……」と言って少し眉まゆを寄せ、ボソボソと小さい声で言った。

「先生の名前は、頼たよるに光と書いて頼より光みつです」

「は？　頼光？　それって源みなもとの頼光と同じ？」

　源頼光は「らいこう」とも読まれる平安時代中期の武将で、頼光四天王と呼ばれる家臣と共に酒しゆ吞てん童どう子じ討とう伐ばつや土つち蜘ぐ蛛も退治の伝説を残す人物だ。

「すっげー！　正に今のセンセの境きよう遇ぐう通りじゃないですか。それに光に頼るって、俺の式神にピッタリだし！」

　思わぬ偶ぐう然ぜんを発見し、光流は膝ひざを叩たたいて笑った。

（絶対、そう言うと思った……）

　ゆき乃は唇くちびるを尖とがらせ、憧あこがれの豊川を笑う光流を軽く睨にらんだ。豊川は笑えみを浮うかべて静かに言う。

「でも、光に頼るじゃなくて、光が頼るでもいいのでは？　実際、今日の藤原くんは僕に頼ったわけですし」

「う……」

　痛いところを突つかれた光流は声を詰つまらせたが、

「……先生と呼ばせてください」

　と、言った。

「そうですか。では、呼びやすいように呼んでください。僕は藤原くんと呼びますから」

「う……はい」

　教師として生活している豊川は荼枳尼天の姿でも、光流の式神となっても教師らしさが抜ぬけない。主従関係の交代したようなやりとりに光流は唇を尖らせた。

　そのとき、座敷の襖ふすまが引かれた。きれいに着飾った花魁おいらんと呼ばれる高級遊女たちが正座をし、整然と並んでいた。三十人はいそうだ。

「おー、大奥みてぇ」

　光流は呟つぶやいた。

　遊女たちは順々に名乗り、挨あい拶さつをする。

「あたしは玉菊です」

　最後の金魚女じよ郎ろうこと玉菊の挨拶で、光流は小さく「出た」と呟いた。

　ゆき乃は凍こおりつく。並んでいる遊女たちは、金魚に取り憑いていた遊女たちだ。ゆき乃自身が記き憶おくに入り込み、中絶を受けた遊女。梅毒で眼めも鼻も腐くさって落ちた遊女。そして金魚女郎、玉菊。それぞれの幻げん術じゆつでの体験が蘇よみがえる。

　すると、遊女たちが一いつ斉せいに畳に手をつき、頭を下げる。かんざしがシャラシャラと鳴った。

「先程は申し訳ありんせん。許してくださんし」

「え？」

　遊女たちの謝罪に光流とゆき乃は目を見張った。玉菊を含ふくめ、遊女たち全員が畳に額をつけるようにして頭を下げていた。客に媚こびない花魁がこのような振る舞いをするのは珍めずらしいことだ。

「神かん主ぬしさん。供養をお約束いただいたと玉菊から聞きんした。ありがとうござりんす」

　遊女の一人が言った。

「ああ、約束したけど、俺、三社祭の準備で忙いそがしいから、いつ行けるか分からないぞ」

「藤原さん、そんな言い方……」

　ゆき乃は光流を軽くたしなめる。しかし、光流の心ない発言にも遊女たちは感謝の念を表す。

「お約束いただいたことで怨おん念ねんが解かれたのでありんす。感謝申し上げます」

　遊女たちは光流に頭を下げた。それから、豊川に言う。

「荼枳尼天の神様、魂たましいの浄化をしていただきありがとうござりんす。恨うらみは幻まぼろしと共に散りましてござりんす」

　豊川は微笑ほほえみで応こたえた。

　そして、一人の遊女がゆき乃に言う。

「巫女みこさん、怖こわい思いをさせて申し訳ありんせん」

「あなたは……」

　言ったのは、ほおずきにより堕だ胎たいを受けた遊女だった。そして、今はキレイな肌はだとなった梅毒の遊女が言う。

「誰にでも伝えられるものではありんせん。神通力を持った巫女さんだからこそ見せた、わちき達の記憶でござりんす」

　ゆき乃は潤うるんだ瞳で頷うなずいた。すると、ほおずきの遊女がゆき乃に向かって頭を下げる。

「私たちの供養への望みを受け取っていただきありがとうござりんす」

　それに続いて、遊女たちは口々に礼を言い、低頭した。

「皆みなさん……」

　ゆき乃は声を詰まらせた。

「皆さん、ごめんなさい……私怖がってばかりで……」

　ゆき乃は両手で口元を押さえて涙なみだを流す。

「巫女さん。そんなに泣かないでおくんなんし。綺き麗れいなお化け粧しようが流れてしまいますよ」

　梅毒の遊女がゆき乃のもとへ駆かけ寄り、懐かい紙しでそっとゆき乃の涙を押さえた。

「では、巫女さんの笑顔のために、ここで余興を一つ」

　空気を読んだ楼ろう主しゆが手を叩いた。それを合図に、芸者衆が座ざ敷しきへ入ってくる。芸者は座敷を盛り上げる役目をし、遊女とは役割が違ちがう。唄うたと三味線しやみせんと鼓つづみの演奏が始まり、遊女たちは舞まい始めた。下級の遊女は舞まいなどの芸事を披ひ露ろうすることは無く、色を売ることだけを仕事としていたが、ここにいる遊女たちは花魁として育てられたエリートだった。芸も教養も話術も身に付けているのだ。

　玉菊は豊川の隣となりにつき酌しやくをする。

「ゆき乃、こっち来いよ」

　光流は重々しい表情でゆき乃を手招きした。

「はい」

　その表情が気になったゆき乃は、素す直なおに光流の隣へ座った。光流は酒が満たされた盃さかずきに口をつけ、花魁たちの舞を見つめる。

「……女ってこえーな」

　ボソリと舞を見つめたまま呟く。

「え？」

　ゆき乃は聞き返す。

「アイツ、さっきまでさんざん暴れといてアレだろ？」

「……？」

　光流があごで指した先を見ると豊川の耳元に唇を寄せ、微笑む玉菊が見えた。玉菊は何かを囁ささやいているようだ。豊川と玉菊を見てゆき乃は複雑な気持ちになった。憧れの担任教師が、幼い遊女と楽しげに会話しているのだ。

（先生も恋こいとかするのかな？）

　ゆき乃は想像してみたが、浮かんでこない。……というよりも想像したくないのかも知れない。

「女心と秋の空か……俺、ホント、女性不信になりそう」

「え、藤原さんがですか？」

　ゆき乃は意外だと思った。そして昼間に会った立花麗子のことを思い出した。

「藤原さん、今日会った立花麗子さんって同級生なんですよね？　ただの同級生ですか？」

「あ？　どういう意味だよ」

　立花麗子と聞いて、光流は急に不ふ機き嫌げんになった。

「なんか、立花さんの態度が気にかかって」

「ああ、アイツ態度悪いからな……立花麗子は二宮なんだよ」

「二宮さんってことは……浅草神社のご祭神のご子孫なんですか!?」

　浅草神社の祭神は浅草の三人の賢けん人じんだ。それぞれ一宮、二宮、三宮と呼ばれる。観音像を隅田川で拾った漁師の兄弟。その兄が二宮だ。麗子は神の血を引く神の子だった。

「それと、アイツが……」

　そのとき突とつ然ぜん、豊川が立ち上がった。

「それは、本当ですか」

　豊川は厳しい表情で玉菊を見下ろしている。

「あたし、起こされたんだもん！　本当だもん！」

　玉菊は幼い少女のような口調で叫さけんだ。

「……」

　豊川は玉菊を見つめながら、立ったまま深刻な顔で考えこんでいる。

「なになに？　どうしたのセンセ？　痴ち話わゲンカ？」

　にやける光流に、豊川は言う。

「玉菊に幻術を操あやつらせる力を与あたえた男がいると言うのです。そして遊女たちを怨おん霊りようとして操り、金魚に宿らせたのもその男の仕し業わざだと。吉原を恐きよう怖ふへと導く代だい償しように、男は浄じよう閑かん寺じの遊女の供く養よう塔とうへ供養をすると約束したらしいのです」

　玉菊は「その通りだ」というように頷いた。

「そして、それは黒衣の男だと言っています」

「黒衣の男？」

　光流の頭の中に死神のような男が浮うかんだ。

「そんな胡う散さん臭くさいもんが歩き回ってたら、もっと騒さわぎになるだろ？　噓うそつくな」

　光流は玉菊に言ったが、玉菊は何も答えずツンと横を向いた。

「く……クソガキ」

「……」

　ゆき乃は黙だまっていた。ゆき乃が黒衣の男と聞いて思い浮かんだのは、法ほう衣えを翻ひるがえす藤原晃だった。

（でも、そんなわけないよね）

　浅草寺の僧そうであり、光流の従兄弟いとこである藤原晃が光流を陥おとしいれるはずがないとゆき乃は考えを打ち消した。

（だとしたら、黒衣の男は誰だれ？　何が目的？）

　そして、ゆき乃は豊川に問いかける。

「先生、それはつまり……」

「それは、何者かが故意にこの街を混乱させようとしているという事です」

　下町の守護をつとめる豊川は、最近の不ふ穏おんな空気の原因は、スカイツリー建設による磁場崩ほう壊かいだけではないと睨にらんでいた。

「玉菊、詳くわしく話せよ」

　光流は横を向く玉菊に言った。

「あんたに話すのは嫌いやよ。全部、荼枳尼天に話したもの」

「は？」

　玉菊の生意気な態度に光流は、盃を膳ぜんに置いた。

　そのとき、カ、カ、カ、カと拍ひよう子し木ぎを短く打つ音が廊ろう下かに響ひびく。

「大引けでございます」

　楼主の稲本屋庄三郎が呼びかけた。──吉原の営業が終わるのだ。

「は？　大引け？　もうそんな時間？　やべぇじゃん！」

　江戸時代の吉原遊郭の大引け、今でいう営業終しゆう了りようが午前二時だと知る光流は慌あわてる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ここは時間の流れが現実と違いますから。まだ、そんなに経たってはいないはずです」

　豊川は冷静に言ったが、光流は時間を確かく認にんしようと慌てて携けい帯たい電でん話わを探して袂たもとをまさぐる。遊女たちは舞をやめ、衣きぬ擦ずれの音を立てながら、ゆき乃のもとに集まった。

「巫女みこさん、どうぞ江戸を守っておくんなんし……あぁ、今は東京と呼ぶのでありんしたな」

　ほおずきの遊女が言うと、他ほかの遊女たちも真しん摯しな瞳ひとみでゆき乃に懇こん願がんした。

「はい、藤原さんについて頑がん張ばります」

　ゆき乃は誓ちかうようにそれぞれの遊女たちを見た。

「それと、あの、神かん主ぬしさんの事でありんすけど……」

　ほおずきの遊女がチラッと光流を見てからゆき乃に囁く。

「はい」

「まだ添そい遂とげていないのでござりんしょう？」

「はい。まだ添い遂げ……え!?」

　ゆき乃は焦あせって口元を手で押さえる。

「花魁おいらんにまで上り詰つめたわちきの手て練れん手て管くだ、お教え致いたしましょうか？」

「へっ？」

　その申し出に、ゆき乃はおかしな声を出した。手練手管は男を骨ほね抜ぬきにする花魁の恋の駆け引き方法だ。

「あ、大丈夫です！　っていうか、そういう関係ではないですから」

「まあ、うぶだこと。でも、そのうちにね」

　ほおずきの遊女は意味ありげに微笑ほほえんだ。

「巫女さん。これはわちき達からお詫わびとお礼の品でありんす。持っていておくんなんし。きっと力になってくれんす」

　梅毒の遊女は黒こく檀たんに見事な螺ら鈿でん細工が施ほどこされた、手のひらに収まる大きさの丸い手鏡をゆき乃に差し出す。華か美びでは無いが、その細かな装そう飾しよくは相当な値打ちの鏡であることを表している。

「わぁ、キレイ。いいんですか。皆みなさん、ありがとうございます」

　ゆき乃は螺鈿の手鏡を両手で包んだ。

「さようなら、巫女さん。女衒ぜげんからわちきをかばってくれてありがとうござりんす。それなのに脅おどかして申し訳ありんせん」

　そう言うと、梅毒の遊女はゆき乃をふわりと抱だきしめた。ゆき乃の助けたいと思った気持ちは伝わっていたのだ。ゆき乃は涙なみだぐんで頷うなずいた。

「さようなら皆さん……鏡、大切にします」

　螺鈿の鏡を抱きしめるゆき乃に遊女たちは口々に別れの挨あい拶さつをした。

「荼枳尼天、女め狐ぎつね、藤原、さよなら、またね」

　玉菊は無表情で言った。

「俺を呼び捨てで韻いんをふむなっ。もう出てこなくていいからな」

　光流は玉菊にシッシと手を振ふる。

「皆みな様さま、ありがとうござりんした」

　遊女たちと玉菊は畳たたみに手をつき頭を下げた。そして、遊女たちが顔を上げた瞬しゆん間かん、その姿は桜の花びらへと変わり、風に吹ふかれて赤あか提ちよう灯ちんに縁ふちどられた窓から外へ飛んで行った。

「あんの、ガキ！」

　窓の外を見て舌打ちする光流に、ゆき乃は首を傾かしげた。

「どうしたんですか？」

「玉菊のガキ。顔を上げた瞬間に俺に舌出しやがった」

「ふふふ、玉菊ちゃんたら」

　無む邪じや気きな玉菊をゆき乃は笑った。

「お三方、そろそろお時間です。宜よろしいでしょうか」

　稲本屋庄三郎にうながされ、三人は稲本楼を出る。

「楼ろう主しゆ、楽しませて頂きました。ありがとうございました」

　光流は光源氏の微笑みを見せた。

「お有り難がとう御ご座ざいますぅ。今後とも是ぜ非ひにご贔屓ひいきに……」

　風が吹く。稲本屋庄三郎は頭を下げた姿のまま、桜の花びらに変わり、風に流れた。すると、吉原遊ゆう郭かくを飾かざるように並ぶ楼ろう閣かくの赤提灯の灯あかりが順に消えていった。通りの行あん灯どんも同様に消える。

「終わりましたね……」

　豊川はしみじみと言った。

「この遊郭の風景も、もう消えちゃうんですね」

「ああ」

　真っ暗な遊郭の風景を眺ながめて呟つぶやくゆき乃に、光流は嘆たん息そくするように返事をした。

「あ……」

　吉原遊郭の向こうに、青くライトアップされたスカイツリーが見えた。三人は遊郭のシルエットに輝かがやくスカイツリーを眺める。そのスカイツリーの方向からゴォッと音を立て強い風が吹く。風に飛ばされていく塵ちりのように吉原遊郭は姿を消し、現代の吉原の風景が現れた。

「ビジネスホテル稲本……？」

　ゆき乃は蛍けい光こう灯とうで光る無機質な看板を見上げた。幕末から明治にかけて盛せい況きようを極きわめた楼閣、稲本楼は現在ビジネスホテルとしてその名を残す。

「……ふーん」

　そのビジネスホテルの屋上から影かげのような黒い男が三人を見下ろしていた。







「うわ、恥はずかし！」

　光流はゆき乃と豊川、そして自分の姿を見て言った。吉原遊郭が消えると共に元の姿に戻もどった三人であるが、ネオン輝く吉原のど真ん中でそれぞれ、神主、巫女、朝服の衣い装しようで佇たたずむ姿は滑こつ稽けいだ。蝶ちようネクタイをした客引きの男がジロジロと三人を見ながら通り過ぎる。

「あ、巫女ちゃんだ！　お店どこなのー？　君のこと指名するよ」

　酔よったサラリーマン風の男たちがゆき乃を見て手を振る。

「藤原さん、早く吉原神社へ戻りましょう！」

「……そうだな」

　光流は袂から携帯を取り出し時計を見た。まだ、午後七時だ。大引けの午前二時にはなっていなかった。三人は吉原神社に戻った。光流は、吉原神社の境けい内だいから夜空を見上げる。

「お美津と葛の葉姫ひめは何やってんだ。帰ったら説教だな」

「まあまあ、藤原くん。京都までの往復はいくらお美津狐といえども大変ですよ」

　豊川は、お美津狐を知っているようだ。

「お母さんに会えるのかなぁ」

　ささやかな期待を込めてゆき乃は、誰に言うでもなく言った。

「会えるっつーか、首に巻けんじゃねぇか？　ハハ」

　光流は狐きつねの襟えり巻まきとなり、お美津狐に巻きついた葛の葉を思い出して笑った。

「首に巻く？」

　ゆき乃は首を傾げる。そのとき、ゴォッと突とつ風ぷうが一同を襲おそった。

「キャー！」

「うわ！」

　突風と共に金色の大狐が境内に舞まい降りた。

「お美津。バ、バカヤロー！　もっと地味に登場出来ねぇのか！」

「……すまん。ただいま」

　お美津狐は素す直なおに頭を下げた。ゆき乃はお美津狐の首に巻きついている白びやつ狐この襟巻きを見た。

「もしかして、お母さん？」

　すると、狐の襟巻きだった葛の葉は、白はく煙えんを上げゆき乃に憑ひよう依いした。

「光る君、ゆき乃も、大事ないか？」

「葛の葉姫、乱暴ですよ……」

　光流は呆あきれて葛の葉を見た。お美津狐が光流に鼻先を寄せる。

「藤原の、無事でよかった。大丈夫やったか？」

「大だい丈じよう夫ぶじゃねぇよ。すっげー大変だった。だけど、なにをそんなに慌あわててるんだよ」

「あのな、ひと通り京都を回ったあとに、伊藤安次郎の実家へついたら伊藤安次郎の霊れいが泣きよるんやさ」

「ふーん、だから？　あの人、ずっと泣いてんじゃねぇか」

「いや、ぬしに京都へ帰りたいと言えと、黒い男とやらに脅おどされてたらしいんやさ」

「え？」

　光流は表情を強こわ張ばらせた。

「伊藤安次郎はな、騙だますようなことしてすまんかったって。ぬしが心配やから、はよ、吉原へ帰れと。あー、藤原の、ぬしが無事で良かった」

　お美津狐は一気にまくしたて安あん堵どの息をついた。

「そうだったのか」

　やはり玉菊の言っていた黒衣の男というのが、今回の怪かい異いに絡からんでいるようだ。

「とにかく、ご無事でなにより。金魚の化け物の怪異は祓はらえたようやな」

　葛の葉は微笑んだ。

「はい、全すべて終わりました。ゆき乃と、あと、センセのお陰かげです」

　光流は豊川を指す。

「先生？」

　葛の葉は豊川を見て、目を見開く。朝服を着た美しすぎる男の神を葛の葉は知っていた。

「あなたは、荼枳尼天様！」

　お美津狐も荼枳尼天である豊川を見て驚おどろき、毛を逆立てた。

「葛の葉姫。僕はあなたの後任で、この地の守護となりました。今は豊川頼光と名乗っています」

　豊川は、今度は下の名前まで忘れずに言えた。

「荼枳尼天様、御おん自みずからが守護に？」

　葛の葉は豊川を上から下まで眺める。

「葛の葉姫。豊川センセはゆき乃の高校の担任のセンセなんですよ」

　光流の言葉に葛の葉はさらに驚く。

「まあ！　そうですか。学校でゆき乃はどないですか？」

「とても素直でいい生徒ですよ。僕の受け持つ古文は苦手なようですが」

「古文が苦手とは……私という母を持ちながら情けない。先生、よろしゅうお頼たのみ申します」

「はい、もちろんです」

　豊川は微笑ほほえんだ。

「お美津、葛の葉姫。センセも俺の式神になりましたから宜しくお願いします」

「え！」

　守護であり、神である豊川を式神とした一大事を軽い調子で報告した光流に、お美津狐も葛の葉も面めん食くらったようだ。

「お美津狐、葛の葉姫。これからは共に下町の平安を守っていきましょう」

　そう言って微笑む豊川の気品は薄うす暗ぐらい夜の境内で輝くようだ。

「お美津、京都までご苦労様。ありがとな」

　まだ呆あつ気けにとられているお美津狐に光流は笑え顔がおを見せた。その笑顔を見たお美津狐は鼻を鳴らす。

「……クーン」

　そして、光流に顔を寄せた。

「なんだよ。甘えてないで片付けしろよ」

　お美津狐は白煙を上げ、美しい女性、美津に変へん幻げんした。

「光流さん、私が最初の……第一の式神でしょ？」

　美津は少し寂さびしそうに尋たずねた。

「なんすか？　いきなりどうしたんですか？」

「……何でもないです」

　美津は光流に背を向けて、片付けを始める。式神が自分ひとりでは力不足なのだと思った美津は、複雑な気持ちになった。

「……なんなんだよ」

　美津の様子に光流は首を傾かしげた。

「光る君っ！」

「今度は、何っ!?」

　悲鳴のような葛の葉の声に光流が振ふり向くと、崩くずれるように倒たおれていく葛の葉の姿が目に映った。

「葛の葉姫！」

　地に倒れる前に葛の葉を抱だき止めたのは豊川だった。光流も美津も駆かけ寄る。

「荼枳尼天様、なんや急に力が入らんようになって……」

　豊川の腕うでの中で葛の葉は力なく訴うつたえた。

「あなたもゆき乃さんも力を使い過ぎたんです。まだ実体が無いのに京都まで行くなんて。後先考えない子供っぽいところがあなたにはありますからね。ゆき乃さん、あなたに会いたがっていたんですよ……」

「怒おこられてるし」

　豊川と葛の葉の関係に、驚いた光流は呟つぶやいた。

「光る君。ゆき乃にも大福あげてください」

　それだけ言うと、葛の葉は狐きつね魂だまに戻った。

「……遺ゆい言ごんか？」

　光流は、豊川の腕の中で気を失ったゆき乃を見る。穏おだやかな表情をしている。光流は手を伸のばした。

「センセ、ゆき乃は俺が……」

　すると、豊川は光流からゆき乃を隠かくすように体勢を変え、光流を見上げた。

「なぜですか？」

「なぜって……俺、ゆき乃の家に行かなきゃいけないし」

「三井さんの家に？　なぜです？」

　豊川は、なかなかゆき乃を手放さない。

「いや、色々とあって」

「僕も行きましょうか？」

「えっ！　大丈夫です。余計、ややこしくなりますから」

　きっぱりと断られた豊川は名残なごり惜おしそうにゆき乃を光流に渡わたした。

「美津さん、センセ。悪いけどタクシーで荷物持ってってもらえるかな。今日はここで解散ってことで」

「いいですけど、ゆき乃さんは大丈夫なんですか？」

　気を失っているゆき乃を美津は見つめた。

「ゆき乃は俺がちゃんと送っていきますから」

「……そうですか。分かりました」

　美津が言うと、豊川も頷うなずいた。







　心地ここち良よいリズムの揺ゆれにゆき乃は目を覚ました。薄うす青あお生き地じに雲うん鶴かく紋もんの狩かり衣ぎぬの背におぶわれている。

「……藤原さん？」

「んー？　体調はどうだ、大丈夫か？」

「……はい」

（私、また倒れたのかな？　美津さんが戻もどってきたところまでは覚えているんだけど……お母さんもいた気がする……）

　しかし、ゆき乃は何も聞かなかった。

（もう少しだけ、このままでいたい）

　目を閉じて心地良い揺れに身を委ゆだねる。しばらくすると、揺れは止まった。

「おーし着いた。ゆき乃、起きてるか？　見てみ？」

　ゆき乃は、おぶわれたまま光流が指さす先を見た。そこには灯あかりに照らされた弁天池があり、赤や白や橙だいだいの金魚が泳いでいるのが見えた。豊川が遊女から金魚の姿に戻し、この弁天池まで神通力で移動させた金魚たちだ。

「良かったな。元気に泳いでるぞ」

「みんな、キレイ……」

　金魚はそれぞれ違ちがった模様だが、皆みなそれぞれの魅み力りよくを持っていた。泳ぐたびに揺れる尾おびれは、着き飾かざった遊女のようだ。

「じゃ、三井さんに式神のこと話しに行くか」

「えっと、美津さんと先生は？」

　ゆき乃は光流の背から周囲を見回す。

「先に帰ってもらった……お前と金魚たち見たかったし、それに、一いつ緒しよに大福食べようと思って」

「大福？」

「葛の葉姫ひめからの京都土産みやげだ」

「お母さんから、ですか」

　ゆき乃はキュッと唇くちびるを嚙かんだ。葛の葉はゆき乃に憑ひよう依いしなければ姿を現せない。ゆき乃が葛の葉に会えるのは先のことになりそうだ。

「藤原さん、もう大だい丈じよう夫ぶです。お神み輿こしより重いのにありがとうございます」

「あれは冗じよう談だんだ。根に持つなよ……」

　光流は苦笑いしてゆき乃を背から降ろすと、大福の袋ふくろを差し出す。

「お母さん、いただきます」

　狐魂に向かって言うと、ゆき乃は大福を頰ほお張ばった。真っ白な大福は優やさしい甘さだった。

「あ、美味おいしい……さすがお母さん。美味しいもの知ってる」

　そう言ったゆき乃に光流は微笑ほほえむ。光流も一口、大福を食べた。

「あ、ホントだ。ウマいな」

　光流とゆき乃は、大福を頰張りながら吉原の街を後にする。







　ビルの屋上から黒い影かげが二人の後ろ姿を見つめている。

「ねぇ、これってどういうこと？」

　黒い影のような男は言った。

「俺、式神全員をアイツから離はなせって言わなかったっけ？」

　男は首を傾げて振り返った。目ま深ぶかに被かぶったフードの奥から瞳ひとみを光らせる。その男の視線の先には美しく幼い遊女、玉菊が立っている。

「あたし、あれ以上の事は出来ない。狐きつねと藤原はお互たがいを守りたいという気持ちが強かった。それに二人とも多くのモノに守られてる」

「ふーん。これは立派な裏切り行こう為いだよ。もう供養の約束はナシだね」

　男は冷たく玉菊に言った。

「別にいい。あなたなんかに姐ねえさん達の供養をして欲しくない」

　気の強い玉菊は負けじと言った。

「せっかく俺の正体を明かしたのに、君にはがっかりだよ」

「あたしだって、あの中ちゆう将じようが、そんなおかしな黒衣を着ているなんて残念で仕方ないわ」

　玉菊は、男の姿をまじまじと見つめる。

「だから、黒衣じゃなくてジャージだって。文明が生んだ高機能ウェアだって教えたよね？」

　玉菊の言う黒衣とは、光流が想像した死神でも、ゆき乃が懸け念ねんした藤原晃の法ほう衣えでもなかった。上下セットアップの黒のジャージの事だったのだ。

　男は舌打ちし、フードの影から煌きらめくネオンと、その先に青くそびえ立つスカイツリーを眺ながめる。

「下町も賑にぎやかになったな。けど、品が無いのと雑多な臭においは相変わらずだ」

　男は、さも臭くさいというように口をへの字にした。

「あなたは、生まれた街が嫌きらいなの？」

「ああ、『初めて来たとき』から好きになれないね」

　吐はき捨てるような男の言葉に、玉菊は眉まゆをひそめる。

「だからこんなことするの？」

「アイツには恨うらみがあるし、俺にとっては邪じや魔まな存在なんだよね。それに、せっかく授さずかった力、使わなきゃ宝の持ち腐ぐされじゃん？」

「恨みって。全すべてが藤原のせいでは無いと思う」

「は？　そんなの知らねぇよ」

　男の声こわ色いろが変わった。フードの奥の瞳が緋ひ色いろに妖あやしく光る。男の内に秘ひめた強力な神通力が一いつ瞬しゆん姿を現し、玉菊は口をつぐんだ。

　玉菊の様子に、男はクスリと笑う。圧あつ倒とう的てきな力を持つ余よ裕ゆうから出た笑えみだ。

「生きてるときに、その幻げん術じゆつを操あやつる力を持っていたら君は吉原一の花魁おいらんになれたね。俺も骨ほね抜ぬきにされちゃってたかも」

　茶ちや化かして言う男を玉菊は睨にらんだ。

「稀き代たいの色男が何を言うの」

　玉菊の言葉に男はフッと笑った。

「それは俺であって俺じゃない……もう行っていいよ。またね」

　だるそうに手を上げる男に、無表情の玉菊は言う。

「さよなら。……出来れば二度と会いたくないわ。……本田さん」

　ブワッと音を立て、紅葉もみじの竜たつ巻まきと共に玉菊は姿を消した。その風の勢いで男が被っていたフードが外れる。男はチェッと舌打ちした。

「玉菊ちゃんは、冷たいなぁ」

　肩かたについた紅葉を払はらい、男は笑った。人ひと懐なつっこい笑顔と明るい色の髪かみ。

　──男は光流の親友、本田だった。

　本田は屋上から怨おん念ねんの去った吉原を眺める。眼下に広がるのはネオンの海。青、赤、黄、紫むらさき、あらゆる色がキラキラと輝かがやいているが、昭和の産物である派手な輝きは衰すい退たいする前のあがきにも見える。なぜなら、現代の吉原は特例地域であり、現行の建物を使用する限りは営業を継けい続ぞく出来るが、新たに建設して営業することは不可能なのである。昭和のデザインのままの建物が並んでいるのはそういう理由だ。

「あの頃ころは本当にヨシの原っぱだった……」

　吉原の街に向けて、ポツリと呟つぶやく。

「たいそうなもん、建てやがって」

　今度はスカイツリーを睨み、いつかの風景を思い浮うかべるように目を閉じる。

「我がおもふ人はありやなしやと、か。……俺、記き憶おくないけど、あの夜『本尊を見てはいけない』と忠告してくれたのはあなたなんでしょう？」

　本田は独り言のように何者かに語りかけ、自分の胸に手を当てた。
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「だけどこれで良かった。俺は感謝してるよ。あなたに会えて……」

　本田は大きく伸のびをして首をぐるりと回す。それから、スマホのディスプレイを見た。

「なんだよ。アイツ三囲神社へ向かってるのか」

　そう言うと、慣れた手つきでスマホを操作する。

「じゃあ、次はどうしようかなっと……あぁ、そうだ、そうだ」

　何かを思いついた本田は、口角を上げてほくそ笑んだ。そしてスマホのディスプレイをタップする。

「フハハハハハ。楽しいなぁ、もう」

　屋上で一人、高笑いをして、街を馬ば鹿かにする目つきで見下ろす。

「まだ、遊戯ゲームは始まったばかりだ」

　本田は屋上から身を躍おどらせた。







　光流は窓の外の流れる景色を見ている。狩かり衣ぎぬ姿の光流と巫女みこ姿のゆき乃は、タクシーに乗っている。二人はゆき乃の自宅でもある三囲神社へ向かっていた。ゆき乃の父、三井雪雄にゆき乃が式神となった事情を話さねばならない。

　父、雪雄がどんな反応をするのか、ゆき乃は気になって仕方なかった。落ち着きなく窓の外を見たり、自分の爪つめを眺めたりしている。

「お客さん、着きましたよ」

（早っ！）

　吉原から三囲神社までは車で十分程度だ。

（心の準備も、頭の整理も出来てないよ！）

　ゆき乃は一人、パニックになっていた。タクシーを降りると光流は小声で囁ささやく。

「俺に任せろよ？」

「はい」

（すごいなぁ、藤原さん。大人だなぁ）

　ゆき乃は羨せん望ぼうの眼まな差ざしで、光流の横顔を見た。そして、二人は玄げん関かんの前に立ち、頷うなずき合う。ゆき乃は覚かく悟ごを決めて玄関の引き戸を開けた。

「ただい……お父さんっ！」

　玄関の上がり框がまちに父、雪雄が待ち構えて仁に王おう立だちしていた。その形相は厳しい。光流は一歩前に出て、礼をする。

「や、や、や、夜分遅おそくに、し、失礼します！」

（あの自信はいずこに……？）

　嚙かみまくる光流にゆき乃は冷たい視線を送る。しかし、父のさらに冷たい視線が光流には注がれていた。

　座ざ敷しきに通された光流は真っ直すぐに雪雄を見つめる。ゆき乃の父、雪雄もまた光流を見つめた。

「お父さん……」

　父のピリピリした様子にゆき乃は不安げな声を出した。

「あ、あの三井さ……」

「いつからなんですか？」

　話し出そうとした光流の言葉を遮さえぎり、雪雄は真しん剣けんな表情で光流に尋たずねた。

「あ……と、花川戸町会事務所の竣しゆん工こう式で私からゆき乃さんに声をかけたんです。正直に言いますと、利用するつもりでした」

「利用？」

　雪雄は眉まゆを寄せる。

「そのときは、ゆき乃さんの協力がどうしても必要だったんです。私が力不足なせいで……。だけど、今は違います。必要なのはゆき乃さんの協力ではなく、ゆき乃さん自身だと気づきました」

「……なぜ、ゆき乃なんですか？」

　そう問うた雪雄の表情は硬かたい。

「実は、ひと目見た時はゆき乃さんの真の姿が分からなかったんです。でも、接してるうちにゆき乃さんしかいないと思いました。今は確信しています」

　光流がこんなふうに考えていたとは知らなかったゆき乃は、光流の言葉全てに驚き、黒い瞳ひとみを瞬またたいた。

「……」

　雪雄は難しい顔をして悩なやんでいる。そして重々しく口を開く。

「しかし、二人とも若過ぎやしないか……」

「今がその時なんです。先送りにすれば手て遅おくれになります。どうかお許しをいただけないでしょうか」

　光流はきっぱりと言った。その決意が藍あい色いろの瞳にはっきりと表れる。

「お父さん、私からもお願いします。藤原さんと頑がん張ばっていきたいの」

　ゆき乃は葛の葉や花川戸のキヨ子、遊女たちとの下町を守る約束を果たしたかった。そして、光流とゆき乃は頭を下げた。

　雪雄は、しばらく沈黙した。それから、気持ちの整理がついたかのように大きく頷く。

「そうか、二人の気持ちは分かった。藤原くんの覚悟も伝わりました」

　そう言うと、雪雄の表情が柔やわらかくなった。二人は顔を上げる。

「藤原くん、ゆき乃をどうか宜よろしくお願いします」

　雪雄は、さっきまでとは打って変わり、晴れ晴れとした様子で言った。

「あ、ありがとうございます」

　光流も微笑ほほえんで礼を言う。その笑え顔がおは安心を含み、光り輝かがやく。

「藤原くん。それで、式は？」

「式の契約はもう済みました」

　光流のその言葉に雪雄の表情は再び、厳しくなる。

「親の承しよう諾だくなしに式場の契約までするとは。まさか、子供が出来たのか!?」

「はい、お伝えするのが遅くなり申し訳ありません。子供が……は？　子供？　えぇっ!?」

　光流は座ざ布ぶ団とんから、ずり落ちそうになった。

「お父さん！　何？　違ちがうよ！」

　ゆき乃は真っ赤になって慌あわてる。

「へ？　結けつ婚こんじゃないのか？」

　状じよう況きようの摑つかめない雪雄は、きょとんとした。

「結婚!?」

　今度は光流とゆき乃が声を揃そろえ、きょとんとする。

「ち、違うよ。私、藤原さんの式に、式神になったの」

「式神？　じゃあ、ゆき乃、お前！」

「三井さん、そうなんです。子供が出来るような事はしていません」

「藤原さんも真ま面じ目めな顔で何、言ってるんですか」

　ゆき乃は二人にツッコミを入れなければならない。雪雄は照れたように笑い、頭をかいた。

「いやー、そうか、そうか。ビックリしたなぁ。藤原くんは狩かり衣ぎぬ姿だし、ゆき乃は巫女みこ装しよう束ぞくで、おかしいなとは思ったんだけど、そういう挨あい拶さつが浅草神社流の風習なのかなぁって思って」

「ビックリしたのはこっちよ。お父さん、朝の会話で何となく気がついてるのかと思ってた」

「いや、何となく分かってるつもりだったんだ」

　雪雄の想像はこうだった。最近ゆき乃の様子がおかしいのは恋こい人びとが出来たせいではないか。初めての事で言えずにいるのだろう。──すると相手は？　そう言えば、花川戸町会事務所の竣工式の次の日に浅草神社の光源氏に車で送られてきた。その後も数回、光源氏と会っていたようだ。そうだ、きっと相手は浅草神社の光源氏、藤原光流だ。今朝、その藤原光流に呼び出されたゆき乃は帰ったら事情を話すと言った。そして、藤原光流を連れて帰ってきた。今、三社祭の準備で忙いそがしいはずの藤原光流がゆき乃と一いつ緒しよに目の前にいる。これは相当な一大事だ。

「……という訳で結婚なのかな、と」

「もう、お父さんたらっ」

　ゆき乃は頰ほおを紅潮させ、父を責めた。光流はゆき乃をチラリと見てから意を決したように言う。

「いや、ゆき乃さんに何かあれば責任を取るつもりでいます」

「えっ！」

　光流の言葉に、ゆき乃もその父、雪雄も目を丸くした。

「式神というのは、私にとっての武器であり鎧よろいでもあります。やはり危険ですし、これから怖こわい思いもたくさんさせてしまうはずです。もちろん全身全ぜん霊れいをかけてお守りします。しかし万が一、ゆき乃さんに何かあれば、その時は私に、いや、俺に責任を取らせて下さい」

　光流は、浅草神社の光源氏としてではなく、藤原光流という一人の男として頭を下げた。

「藤原さん……」

　ゆき乃は父に頭を下げる光流の横顔を見つめる。

「藤原くん。式神を使し役えきできる君は一体……」

　雪雄は「何者なんだ」という言葉を飲み込んだ。

「俺はこの下町を守りたいんです。ゆき乃さんと一緒に……」

　一いつ瞬しゆん、光流の瞳が青く輝いて見え、雪雄は目を瞬く。

「その志は葛の葉姫ひめと同じです」

「葉よう子こ……」

　雪雄は妻の名を呟つぶやいた。雪雄は子供たちの前では妻を「お母さん」と呼んでいる。「葉子」と、名前で呼んだのは久しぶりだった。胸の奥がジンと痛むような、浮うき足立つような不思議な気持ちだ。それは、狐きつねである妻に出で逢あった頃ころの恋こい心ごころと似ていた。

　それから光流は、浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばの一件や、今日の吉原の金魚の一件を含め、雪雄にこれまでの経けい緯いを語った。

「そうですか……分かりました」

　雪雄は深刻な顔で頷うなずく。

「ゆき乃、お前はもう全部知っているんだな。ちゃんと話してなかったから驚おどろいただろう？　ごめんな。覚かく醒せいおめでとうと言うべきなのかな」

「でも、私……」

　ゆき乃の神通力の覚醒は完全では無かった。感情の爆ばく発はつにより覚醒するだけで、思うようにコントロールが出来ない。

「藤原くん、君たちの事情は理解できるつもりだ。ゆき乃のこと、どうぞ宜しくお願い致いたします」

　今度は雪雄が光流に頭を下げる。

「三井さん、ご理解ありがとうございます」

　光流は爽さわやかな笑顔を見せ、同様に頭を下げた。微笑み合う二人の間で、ゆき乃だけ複雑な表情をしていた。光流の「責任を取る」という言葉が気にかかる。

　雪雄はまた一つ大人になった娘むすめに向かい、少しだけ寂さびしそうに笑った。

「藤原くん。式神の件と妖怪退治の件はいいとして、今日のこれが結婚報告ではなかったとなると、責任まで考えなくともいいのではないかな。父親としては、そこまで言ってもらえて嬉うれしいが……」

　雪雄は年とし頃ごろの娘を気き遣づかい、言葉を濁にごしながら話す。そして、ハッとして膝ひざを打った。

「そうだ！　思い出したぞ。確か、君は二宮のお嬢じようさんとお付き合いをされてるんじゃ……」

「え、三井さん。なぜそれを……？」

　立花麗子との関係を指摘された光流は動どう揺ようし、呆ぼう然ぜんと雪雄を見つめた。

「美男美女の三社カップルだって、この辺りでも噂うわさだよ」

　雪雄の言葉を聞いて、黙だまっていたゆき乃はうつむきながら立ち上がる。

「やっぱり、ただの同級生じゃなかったんですね……」

　そう呟くように言うと、光流の頰を思い切り平手で打った。

「なっ！」

「最っ低──！」

　そして、打たれた頰を押さえる光流を、怒いかりで潤うるんだ瞳で睨んだ。







「ごめんなさいっ！　ホントにごめんなさい！」

　ゆき乃は三囲神社の境けい内だいで何度も頭を下げた。神社と自宅は隣りん接せつしている。境内は庭のようなものだ。

「お前、またもやフルスイングで俺を殴なぐったろ？」

　花川戸公園で出会った日に続き、光流がゆき乃に叩たたかれたのは二度目だ。今、光流の頰にはゆき乃の手の跡あとがくっきりとついていた。

「だって！　二宮さんが元カノさんだったなんて知らなくて。どうして二宮さんのこと聞いたとき、ちゃんと教えてくれなかったんですか」

　浅草の人々と同様に立花麗子を二宮と呼ぶゆき乃は、子供のように小さく足あし踏ぶみをして、必死に訴うつたえた。

「言おうとしたら黒衣の男がどうとかってなったんだろ。だいたいなんで殴られるワケ？　フルスイングで」

「それは……えっと、付き合ってもないのにキスしようとしたり、軽々しく結婚なんて言うからです」

　それを聞いた光流の目元がカッと赤くなった。

「別にっ、軽々しいワケじゃねぇよ！　しかも俺、結婚なんて一言も言ってねぇし」

「なっ！　だって責任とるって！」

　すると、光流の表情が真しん剣けんになった。

「それは、お前がいつものヘラヘラした笑え顔がおでいられるように責任とるってことだ。だって、俺との結婚がお前にとっての幸せとは限らないだろ？　まぁ、それがお前が望む幸せだって言うなら、……そうする。でも、これは、万が一のときの話で……」

　言っているうちに恥はずかしくなった光流は、しどろもどろになる。咳せき払ばらいをして気を取り直すと、真面目な顔でゆき乃を見た。

「今日さ、久しぶりにお前に会って、弱虫なくせに一いつ生しよう懸けん命めいなお前見てたら、なんかいじらしいなって。それに、社しや殿でんで下町を守りたい、式神でいたいって熱く言われてから、お前のことすげぇ可愛かわいいって思えて、気がついたら……」

　光流は言葉を切り、切なげにゆき乃を見つめる。

「お前はどう思う？」

　そして、揺ゆらめく藍あい色いろの瞳ひとみにゆき乃の姿を映して問いかける。

「えっと、私……」

　ゆき乃は赤くなった頰を隠かくすようにうつむいた。

「やっぱり……寝ね不ぶ足そくだから、頭おかしいのかな俺？　お前もそう思う？」

　光流は、あくびをかみ殺しながら言った。

「ど、どういうことですか！」

　ゆき乃は声を荒あららげた。そして、またもや光流に翻ほん弄ろうされていることに気づく。

「もう、私をからかうのやめてください。私、恋こいもしたことがないのにそんなこと言われたら戸と惑まどいます……」

「えっ、お前って今まで好きなヤツとかいなかったのか？」

　両手で朱しゆ色いろの袴はかまを握にぎりしめてうつむくゆき乃を、光流は眺ながめるように見た。

「好きな……人は、いたかも知れないけど」

　ゆき乃は自分自身に確かく認にんするように呟いた。

「まさか、センセか？」

「豊川先生……？」

　ゆき乃は眉まゆを寄せて考えた。豊川は憧あこがれではあるが、好きな人とは違ちがうような気がする。

「先生は……」

「おい！　式神同士の社内恋れん愛あい禁止だからなっ！」

「はい？」

　ゆき乃の答えを聞く前に光流は言った。そして、ゆき乃に背を向け歩き出す。

（主あるじと式神はいいわけ？　また先生に訳の分からないヤキモチ焼いてる）

　ゆき乃は光流の後ろ姿にため息をつくが、急に振ふり返った光流に慌あわてて口元を隠す。

「あ、ゆき乃、明日あしたの夜、打ち上げするからセンセに言っとけよ。その前にお前に付き合って欲しいとこがあるから学校に迎むかえにいく」

「え！　どこに行くんですか？」

「明日のお楽しみだ。じゃあな」

　そう言うと、光流は片手を上げ、通りでタクシーを止めた。

「もう、藤原さん！」

　ゆき乃は、光流が乗り込んだタクシーに向かって抗こう議ぎの声を上げるが、タクシーは走り去った。

「ふーん。お前たち、ケンカするほど仲いいんだな」

「お父さんっ！　いつからそこに？」

　いつの間にか境内にある縁えん台だいに雪雄が座っていた。

「ついさっきだ。ゆき乃、少し座って話さないか？」

「……うん」

　ゆき乃は父の隣となりに腰こしかける。春の終わりの夜はまだ肌はだ寒ざむいが、空気が澄すんでいて心地ここちが好よい。

「ゆき乃、お母さんが死んだなんて噓うそを言ってごめんな」

　父は申し訳なさそうにうなだれた。

「ううん。私がまだ小さかったから突とつ然ぜんいなくなったなんて言えなかったんでしょ？　お姉ちゃんは知っているの？」

「お姉ちゃんはな、十歳だったから知っているよ。だけど、大きな心の傷になっているみたいだな」

　雪雄はゆき乃の姉、小こ雪ゆきが反発し、若くして遠くへ嫁とついだ理由が、母の失しつ踪そうを知るこの地域から逃のがれようとしたのではないかと思っている。

「お姉ちゃん、私に本当のこと言わなかったんだね」

　意地悪だと思っていた姉にもゆき乃を思いやる気持ちがあったようだ。

「ごめんな」

　雪雄は改めて言った。

「私こそ、お母さんや式神の事、なかなか言い出せなくてごめんなさい。心配させちゃったよね？」

「心配というか、結けつ婚こんだって思い込んじまったからな。寂さびしくてな……いかんな、男親は」

「お父さん。よくお姉ちゃんの事、お嫁よめに出せたね」

　ゆき乃は雪雄の泣き出しそうな顔を見て呆あきれた。

「小雪のバカは本当しょうがないやつだ」

　雪雄はわざとらしく怒おこって見せた。

「お父さん、今まで色々ありがとうね。これからもよろしくね」

「なんだ、改まって……」

「フフ。遠足の時にお弁当作ってくれたじゃない？　お父さんのお弁当、大好きだった。いつも蓋ふたを開けるのが楽しみで」

　意外にも雪雄の作る弁当は、手の込んだ可愛らしいものだった。

「男らしい弁当じゃ可哀かわい想そうだから。本見たり、ママ友に聞いたりしたな」

「ぷっ、ママ友……」

　ゆき乃は父と友人の母たちがお弁当のメニューを話し合う場面を想像し、吹ふき出した。

「お母さんがいなくなった後、エリちゃんママとか町会の皆みなさんとか心配して色々お世話してくれて。みんな優やさしいよね」

「この辺は、ご近所さんは親しん戚せきみたいなもんだからな。おせっかいなくらいだ。でも、ありがたいよな」

　二人は、あれこれと世話を焼きにくる、ゆき乃の幼なじみエリの母を思い浮うかべて笑った。

「そう言えば、お父さん。お母さんに会わなかった？」

「へ？」

　今、葛の葉はネックレスの狐きつね魂だまの中にいて、ゆき乃に憑ひよう依いして姿を現す。その事実はさっき、光流が告げたばかりだ。

「私が銘めい仙せんの着物で帰ってきたことあったでしょ？」

「あぁ！」

　雪雄はすぐにピンときたようだ。

「赤い口紅塗ぬってたときか？　お母さんに似てきたなあと思ってビックリしたんだが、あれ、お母さんだったのか？」

「うん。なんか話した？」

「いや、おやすみとは言ってたが……お母さん、一生懸命お前のふりをしてたんだな」

「アハハ。やだー、お母さんが私のふり？」

　ゆき乃は焦あせる葛の葉の姿を想像してクスクス笑いながら、ネックレスの狐魂を取り出した。

「早く、会いたいな」

　父おや娘こは狐魂を見つめ、声を揃そろえて呟つぶやいた。

「ゆき乃。お前は、今は光源氏の狐きつねだ」

　そう言った父の真しん剣けんな表情にゆき乃は首を傾かしげた。

「うん……？」

「しかし、それは二十歳はたちの誕生日までの事だぞ」

「え？」

　ゆき乃の視界に、隅田川の水をイメージした青のライトアップのスカイツリーが輝かがやく。展望台を走るように周回するライトは、何かのカウントダウンをしているように見えた。
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　次の日、月曜日の放課後。

　図書準備室の前でゆき乃はブツブツと独り言を呟いていた。

「校内で打ち上げの誘さそいなんてしていいのかな……ダメだよね」

　そのとき、戸が開いた。

「何がダメなんですか？」

　図書準備室の中から現れて、問いかけたのは担任教師の豊川だった。

「先生……」

　豊川には教室で会ってはいたが、担任教師と生徒としていつもと同じように過ごした。放課後の豊川は小声で言う。

「三井さん、僕を訪ねて来たのでしょう？　どうぞ入って」

　そして、小さく手招きする。

「はい」

　ゆき乃は素す早ばやく図書準備室へ滑すべり込む。何だかいけないことをしているようで後ろめたい。

　窓から見えるスカイツリーに覗のぞかれている気がした。

「どうぞ、座ってください」

「あ、ありがとうございます」

　昨日、吉原神社で見た荼枳尼天は本人だったのだろうかと、いつもと変わらない豊川をゆき乃は見つめた。

「どうしました？」

「先生、昨日は挨あい拶さつせずに帰ってしまい、すみませんでした」

「しぃっ」

　豊川は形のいい唇くちびるの前で人差し指を立てた。

「……？」

「その件は学校ではあまり……今、ここには結界を張っていないので、どこに耳があるか分かりませんから」

　ゆき乃は驚おどろいて見回す。豊川はスッとゆき乃の耳元に顔を近づけた。

「学校では君と僕の、秘密にしましょう」

「え……」

　ゆき乃は意味深な豊川の言葉に戸と惑まどい、頰ほおを赤くした。

「ところで、何か用事があったのではないですか？」

　豊川は笑え顔がおで尋たずねた。ゆき乃は「君と僕の秘密」という言葉の余よ韻いんに戸惑いながら、光流の言っていた打ち上げの予定を伝える。

「……ということで浅草駅地下街のモンティというタイ料理のお店だそうです」

「タイ料理ですか、いいですね。カオマンガイとかグリーンカレー、好きなんです」

「私もです。本格的なタイ屋台の味ですっごく美味おいしいって藤原さんが言ってました」

　ゆき乃は、光流が送ってきたメールの通りに豊川に伝えた。

「楽しみですね。あ、打ち上げに行くことも学校では秘密にしてくださいね」

「……はい」

　ゆき乃は昨日の豊川の言葉を思い出した。昔からゆき乃を知っているような口ぶりだったのだが、確か以前にも三囲神社は懐なつかしい場所だと豊川は言っていた。

（それに「約束」って何のことだろう……）

「……先生？」

「はい、なんでしょう？」

　豊川は優しい笑顔で聞き返した。

「えっと……」

　その笑顔を失いたくないゆき乃は、真実を追究するのが何となく怖こわくなって誤ご魔ま化かす。

「……あの、その、昨日はちゃんと夜ご飯食べましたか？」

「ええ、同居している者が用意してくれていましたから」

「え？」

　驚くゆき乃に豊川は「心配してくれてありがとう」と微笑ほほえんだが、誤魔化した質問への意外な答えにゆき乃は動どう揺ようした。

「そう、なんですか……えーと、じゃあ失礼します。また後で」

　ゆき乃は放心状態で図書準備室を出た。

（同居って同どう棲せいかな？　先生が？　ご飯を作ってくれる恋こい人びとと？　えー！）

　ゆき乃はあれこれと考えながら、昇しよう降こう口ぐちを目指す。

　一方、図書準備室の豊川は、窓の外を眺ながめて考え込んでいた。

「黒衣の男……やはり、あの人か」

　豊川は、窓の外のスカイツリーを睨にらむ。







　ゆき乃は自転車を押しながら空を見上げたり、首を傾げたりして校門を出た。豊川の同棲が気になる。

（先生の彼女さんは、先生が荼枳尼天だって知ってるのかなぁ）

　カラカラと車輪の音をさせ、ボーッと歩くゆき乃の前に自転車に乗る男が飛び出してきた。

「きゃっ！」

「おー、やっぱりゆき乃だった。ナイスタイミング！」

「藤原さん！」

　マウンテンバイクにアウトドアファッションの光流は、とても神かん主ぬしには見えない。

「センセに打ち上げのこと言ったか？」

「はい、伝えました」

　ゆき乃の答えに満足そうに頷うなずいた光流は、ペダルに足をかけた。

「じゃあ、打ち上げ前に浄閑寺行こうぜ」

「浄閑寺……ですか？」

　ゆき乃は首を傾げる。浄閑寺は吉原の近くにある寺院だ。

「遊女たちの供養だよ。それが玉菊が悪さするほど叶かなえたい願いだったんだろ？　浄閑寺は吉原の遊女たちが埋まい葬そうされた寺で供く養よう塔とうもある」

「藤原さん……あんなこと言うからしばらく行けないのかと」

　光流は吉原で「約束したけど、俺、三社祭の準備で忙いそがしいから、いつ行けるか分からないぞ」と遊女たちに言ったのだ。

「いきなり行って驚かしたかったからな」

　光流はいたずらっ子のように笑った。

　ゆき乃は嬉うれしく思った。出会ったばかりの光流は「化け物の気持ちなんか分かりたくもない」と言っていたが、変わってきたように思う。

「玉菊ちゃん、いるかなぁ」

　ゆき乃はワクワクした様子で瞳ひとみを輝かがやかせる。

「もしいたら、ソッコーで成じよう仏ぶつさせるけどな」

「もう、なんでそんな意地悪言うんですか」

　ゆき乃は頰を膨ふくらませた。

「ハハ、お前がいちいち反応して面おも白しろいから。ほら、行くぞ」

　光流は笑ってペダルをこぎ出す。大きなタイヤのマウンテンバイクは進みが速い。

「ま、待って下さい」

　普ふ通つうの自転車のゆき乃は慌あわてて光流を追った。







　吉原大門の交差点を過ぎた先、三ノ輪交差点近くにある浄閑寺。吉原遊郭に近かった浄閑寺は大おお地じ震しんの際、遊女の遺体を投げ込むように埋葬され「投なげ込こみ寺でら」と呼ばれた。

　その浄閑寺に埋葬された遊女は、二万人を超こえる。投げ込まれたどの遊女も粗そ末まつな着物でムシロに巻かれていたという。そのことを記した看板をゆき乃は見つめる。

「そんなに多くの遊女が……」

　浄閑寺の入口である木造の山門を通ろうとするが、足がすくむ。吉原で見た弁天池に浮うかぶ多くの死体の風景が蘇よみがえる。

「ほら……」

　目の前に差し出された手にゆき乃は瞬まばたきをした。恥はずかしそうにそっぽを向きながら、光流が手を伸のばしていた。

「思い出したんだろ？」

「あ、はい、でも……」

　戸惑うゆき乃はおずおずと手を伸ばすが、光流の手を摑つかもうとしない。

「繫つなぐのか繫がないのかハッキリしろ。置いてくぞ」

「はい！」

　弾はじかれたように光流の手を握にぎると、力強く握り返された。

「行くぞ」

　ゆき乃は光流に引っ張られるように浄閑寺に入る。弁天池での風景を思い出したからか、光流と手を繫いでいるからか、心臓がドキドキと音を立てた。碑ひが並ぶ境けい内だいを進んでいくと霊れい廟びようの門がある。門の中は墓が並んでいた。

（お墓の中に供養塔があるの？）

　光流はゆき乃に戸と惑まどう時間を与あたえないほど、ぐんぐんと墓の間の細い道を進む。「墓で転ぶと寿じゆ命みようが縮まる」という迷めい信しんを信じているゆき乃は、転ばないように足元ばかり見ていた。

「光流」

　行く先から聞こえた声にゆき乃は顔を上げる。

「……！」

　遊女の供養塔の前に黒衣の男が立っていた。思わずゆき乃は足を止める。

「うわ、なんだよ。急に止まるな」

　ゆき乃に引っ張られた光流はよろめいた。

「三囲さん、こんにちは」

　黒の法ほう衣えの藤原晃は眼鏡めがねを上げ、軽く微笑む。

「こ、こんにちは」

　晃が黒衣の男だと少しの疑いを持っているゆき乃は、無意識のうちに光流の手を強く握る。

「ん？　どうした？」

　光流はゆき乃の顔を覗のぞき込んだ。

「仲が良いのですね、二人は……」

「あっ！」

　晃のその言葉に、光流とゆき乃は慌てて手を離はなす。

「あ、えっと、ゆき乃。供養と言えば坊ぼうさんだから、晃兄ぃに来てもらったんだ」

　光流は照れた横顔で言った。

「そうなんですね。よろしくお願いします」

　うつむき気味なゆき乃は、チラリと晃を見上げた。

「はい、では、法要を始めます」

　玉菊との約束である遊女たちの供養が始まる。光流とゆき乃は供養塔に向かい手を合わせた。晃の経きようを上げる声が響ひびく。遊女と同じように男性を相手とする職業の女性が置いていくのか、遊女の供養塔には多くの口紅や髪かみ飾かざりが供えられている。それでも二万人を超す遊女たちの霊れい魂こんは供養を必要としていたようだ。光流とゆき乃は線せん香こうを供えた。その煙けむりが夕暮れの空にゆらゆらとくゆる。立ち上る煙は遊女が舞まいを舞っているように見えた。

（皆みなさん、喜んでくれているかな？）

　ゆき乃は晴れた夕空に吸い込まれる線香の煙を目で追った。

「忙しいのにありがとな、晃兄ぃ」

　経が終わった晃に光流が礼を言った。

「ありがとうございました」

　ゆき乃も礼を言う。晃は二人に微笑むが、ゆき乃にはその笑え顔がおは硬かたく、顔色も良くないように見えた。

「では私は、これで失礼します」

　藤原晃は法衣と袈け裟さを翻ひるがえし、去って行った。

「藤原さん、晃さんって……」

「今日の晃兄ぃは口うるさくなかったから、良かったー。若い頃ころはホントに憧あこがれの兄ちゃんだったんだけどな」

　光流は晃の去って行った方角を見ながら言った。

（そうだよね、藤原さんの従兄弟いとこなんだもん）

　光流の言葉を聞いたゆき乃は、晃に疑いを持っていた事を恥ずかしく思った。

「藤原……」

　そのとき、囁ささやくような声が光流を呼んだ。遊女の供養塔の前に玉菊が立っていた。

「また出た」

「玉菊ちゃん」

　玉菊は美しい遊女の姿だった。

「本当に来てくれたのね。姐ねえさん達、とても喜んでる。二人にお礼を言うようにってあたしに言ってる。姐さん達の供養をしてくれてありがと。ゆき乃もありがとう」

「玉菊ちゃん。私の名前、初めて呼んでくれたね」

　ゆき乃は嬉しくなり玉菊に微笑ほほえむ。すると玉菊も恥ずかしそうに微笑んだ。元々が美少女なだけに微笑んだ玉菊は愛らしい。

　すると、ゆき乃の耳にピチョンと水すい滴てきが落ちる音が響いた。

「あれ？」

　空を見上げたが、雲一つない夕ゆう映ばえの空だ。ゆき乃は一人、首を傾かしげた。

「ねぇ、あんたたちって恋こい仲なかなの？　それとも吉原で何かあった？」

　唇くちびるの端はしに笑みを浮かべて問う玉菊。

「は？　ガ、ガキのくせに生意気言ってんな」

　光流は動どう揺ようを隠かくすように乱暴に言った。

「何言ってるの？　あたし、あんたより経験豊富な遊女だよ？　惚ほれた腫はれたがあたしの仕事だったんだから」

　そして、玉菊はじっと光流を見つめ頷うなずいた。

「少なくとも藤原はゆき乃に惹ひかれてる。ゆき乃は？　藤原のこと大事？」

「な、何言ってんだお前」

　今度は光流の動揺は隠しきれなかった。ゆき乃は玉菊と目を合わせるように屈かがむ。

「玉菊ちゃん、もちろん藤原さんは大事な人だよ」

　その言葉を聞いた光流は、勝ち誇ほこったように玉菊を見る。そして、ゆき乃は玉菊の目を見て続けた。

「藤原さんはね、下町を守る神かん主ぬしとしても、私の主あるじとしても大事な人なの」

「……へ？」

　光流は呆あつ気けにとられ、玉菊は笑い出した。

「キャハハハハ、藤原フラれた」

「え？　私、何か変なこと言いました？」

　光流と玉菊の様子に驚おどろいたゆき乃は二人の顔を交こう互ごに見る。

「言ってねぇよ」

　光流は吐はき捨てるように言った。そして、ため息をつき、無む邪じや気きに笑う玉菊に言う。

「不思議に思ってたんだけど、お前なんで邪気がなかったんだよ？」

　吉原に現れた玉菊は邪気を持たず、光流にとって神しん出しゆつ鬼き没ぼつの存在だった。

「ああ、あたし、無邪気だから」

「は？　どこが？」

「だって本当だもん」

　無邪気な笑顔で言い切る玉菊を、光流は呆あきれた顔で見る。

「玉菊、お前いつまでもここにいないで、早く成じよう仏ぶつしろよ」

　光流は幼い玉菊が一人でいることを心配した。

「あたし、放火と自殺の罪があるから成仏できないの」

「え？」

　その答えを聞いた二人は表情を強こわ張ばらせた。ゆき乃は涙なみだぐんで思わず玉菊の手を取る。

「玉菊ちゃん、これからはいつでも来るからね」

「大だい丈じよう夫ぶ、心配しないで。ここにお参りに来てくれた人のお願いを聞いて過ごすから。だけど、来てくれるならすごく嬉うれしい」

　玉菊は満面の笑みで言ってゆき乃の手をギュッと握にぎった。そして、手を離すと、眉まゆを寄せ、空を見上げる。

「ねぇ、雨が降るから早く行ったほうがいい」

「こんなに晴れてるのにか？　ま、いいや。じゃあ玉菊、また来るからな」

　そう言って手を上げた光流に玉菊は抱だきついた。

「ど、どうした？」

　驚く光流を玉菊は不安そうに見上げる。

「藤原、あんたお人ひと好よしの人情バカだから気をつけて。怖こわいのは怨おん霊りようでも妖よう怪かいでもなく、人間よ」

　そう言うと玉菊は身体からだを離し、今度は悲しく笑った。大人びた笑顔だった。

「ああ……」

　よく分からないまま光流は頷く。

「ゆき乃、藤原を守ってね」

　玉菊は再び、ゆき乃の手を握る。

「うん、もちろん。任せて」

　玉菊の華きや奢しやな桃もも色いろの手を握り返し、ゆき乃は微笑んだ。

「じゃあ……またね」

　玉菊は、光流とゆき乃が見えなくなるまで手を振ふっていた。







　玉菊と別れた光流とゆき乃は浅草神社に自転車を停とめ、日本最古の地下街である浅草駅地下街を目指し歩いていた。豊川と美津はすでに地下街にあるタイ料理店モンティで二人を待っているらしい。

　ピチョンと水滴の落ちる音が、ゆき乃の耳に再び響く。それは、反はん響きようして聞こえた。

「やっぱり、聞こえる……」

　ゆき乃が空を見上げると、ポツンと頰ほおに雨あま粒つぶが当たった。

「あ……」

　雲は見当たらないのにポツポツと雨が降り出した。玉菊の言っていたとおりだ。

「うわ、狐きつねの嫁よめ入いりだ」

「え？」

　光流の言葉にドキッとしたゆき乃は、あからさまに戸と惑まどう。

「天気雨のことだ！　そう言うだろ？　そんなことも知らないのかよ。ほら、行くぞ！」

　言い終わらないうちに光流はゆき乃の手を取って走り出した。雨はますます強くなってくる。

（さっきから聞こえた水音は、雨の予感みたいなものだったのかな？）

　手を引かれて走りながら、ゆき乃は雨粒が落ちてくる空を見上げる。雨は止やみそうにない。

「藤原さん、手離はなしていいですよ。地元で制服の女子高生と一いつ緒しよにいるのイヤなんでしょう？」

「いいよ、別に」

　手を引かれるゆき乃には、光流の表情は分からない。

「でも……」

「いいって言ってるだろ。ご主人様の言うこと聞けねぇのかよ」

「ご主人様って……なんか違ちがいませんか？」

　ゆき乃の耳に、雨音に紛まぎれて遊女たちが歌った「春雨」が聞こえてきた。年季が明け、自由の身になれたら夫ふう婦ふになろうと、愛いとしい男に向け遊女が歌う端は唄うただ。

　──わたしゃうぐいす、主は梅──

　ゆき乃は春雨の一節を歌った。その歌声は雨音にかき消される。
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「あー？　なんか、言ったか？」

　光流は走りながら後ろを振り返った。

「何も言ってません！」

　そう答え、ゆき乃は繫つなぐ手に力を込める。

「な、なんだよ」

　光流は照れくさそうに前に向き直ると、ゆき乃の手を握り返した。ゆき乃は少し驚いて、しっかりと繫がれた手を見つめ、そして微笑ほほえむ。ゆき乃の胸のうちが、ぽわっと温かくなる。まだ名前のないこの気持ちの正体を摑つかみたいとゆき乃は思った。

「ついて行きます、ご主人様」

　そっと、光流の後ろ姿に言う。温かい春の雨だけがその囁ささやきを聞いていた。







　あとがき







　このたびは、「神様！仏様！きつね様！　吉原金魚の怪」を手にとって頂き、ありがとうございます。浅あさ草くさアリスです。

　前巻である「花はな川かわ戸ど姥うばが池いけの怪」発売後に東京新聞さんに浅草神社禰ね宜ぎさんとの写真、インタビュー掲けい載さい、浅草経済新聞さんにインタビューを掲載して頂き、多くの反はん響きようを頂きました。舞ぶ台たいであった花川戸の町会役員の方や台たい東とう区舞ぶ踊よう協会の方、書しよ籍せきを読んでから原作全話を読んで頂いた方からもメッセージを頂戴し、大変光栄に思います。ありがとうございます。




　この「神様！仏様！きつね様！」は小説、コミックとも浅草神社、三み囲めぐり神社公認作品となっていますが、どのようにして公認となったのかよく聞かれます。

　浅草神社さんについては、私が浅草神社氏うじ子こであるというのもありますが、小学校の同級生のお兄さまが浅草神社の最高位である禰宜さんでして、同級生を頼たよりにお願いしました。公認を快かい諾だくしてくださった禰宜さんは浅草神社の祝詞のりと集のコピーをくださいました。職員の方も何度も電話して質問する私に優やさしく答えてくださいました。大変感謝しております。

　また、物語スタート時に光ひか流るは十九歳の神かん主ぬしですが、浅草神社禰宜さんも二十歳になる一ヶ月前に神職に就かれたそうです。光流との共通点にお互たがいに驚おどろいた次し第だいです。ちなみに、十代で神主の資格を取得する方は、毎年全国で三、四人いらっしゃるということです。

　三囲神社さんについては、浅草の大先せん輩ぱいから三囲神社氏子さんを紹しよう介かいして頂き、三囲神社さんにご挨あい拶さつに伺うかがいまして公認を頂きました。昨年九月には五年に一度の大祭にお招き頂きまして大変、感激致いたしました。

　こうして、公認を頂くために多くの方の協力がありました。本当にありがとうございます。




　さて、今回は吉よし原わら遊ゆう郭かくのお話です。浅草に住む私にとって吉原は身近な場所です。江え戸ど時代には浅せん草そう寺じに参さん詣けい後、女性は猿さる若わかの歌か舞ぶ伎きへ、男性は吉原遊郭へ遊びに行くのが人気の観光だったようです。「江戸三千両」という言葉を知っていますか？　当時、日本橋の魚うお河岸がし、猿若の歌舞伎、吉原遊郭は毎日千両ずつの売り上げがあったそうです。江戸時代の千両は現在の一億円に相当します。一日千両ものお金が動いた街、吉原。楼ろう閣かくはビルへと姿を変えても、見返り柳やなぎや黒くろ塀べい跡あと、五ご十じゆつ間けん道どうの曲がりくねった道など当時の面おも影かげは今も残っています。




　そして今回、浄じよう閑かん寺じの遊女供く養よう塔とうである新吉原総そう霊れい塔とうを初めてお参りに行きました。私には霊れい感かんはないのですが、霊感の強い人はうめき声が聞こえたり、気分が悪くなったりするそうです。大きな供養塔には口紅や髪かみ飾かざりがたくさん供えられていて、訪れた方がどういった思いでそれらを供えていかれたのかと思うと感かん慨がい深く、胸が熱くなりました。──しかし、その帰り道。浄閑寺のある三みノの輪わから浅草は一本道であるにもかかわらず、気がつくと私は、南みなみ千せん住じゆ近くの泪なみだ橋ばし交差点に立っていました。泪橋は小こ塚づかつ原ぱら刑場に向かう罪人と家族が別れる最後の場所です。持って生まれた方向感覚がおかしくなり、スマートホンのマップまで不具合になり、完全に迷まい子ごになってしまったのです。遊女の姐ねえさんたちの洗礼を受けた気がしました。清めの塩をポケットに忍しのばせながらも、この件はポジティブにとらえたいと思います。




　ただいま、ヤングマガジン海かい賊ぞく版ばんでのコミックは「吉原金魚の怪」が好評連れん載さい中です。コミック単行本は二〇一五年六月五日発売予定になります。またＥ★エブリスタでの原作も五話連載中です。どうぞ、そちらも併せて宜よろしくお願い致します。




　最後になりましたが、今回も素す敵てきなイラストで作品を盛り上げてくださったvientヴイエントさま、ここまでお導きくださった出版関係者さま、この本を手にとってくださった皆みなさま、あとがきまで読んでくださった皆さま。皆々さま、本当にありがとうございます。

「神様！仏様！きつね様！　吉原金魚の怪」は完成致しました。ありがとうございます！





浅草アリス（２０１５年２月現在）　　


















カバー・口絵・本文イラスト／vient

デザイン／BELL'S










神かみ様さま！仏ほとけ様さま！きつね様さま！




吉よし原わら金きん魚ぎよの怪かい








浅あさ草くさアリス
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